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凡
例

一　
木
簡
の
番
号
は
報
告
書
に
よ
つ
て
新
た
に
割
り
振

っ
た
も
の
を
使
用
し
て
い

る
。
番
号
を
付
け
る
際
の
基
準
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
自
然
流
路

（Ｓ
Ｒ
三
〇
〇

一
）
内
の
対
応
層
位
の
う
ち
、
よ
り
新
し
い
年
代
か

ｆヽ（ツ。
②
自
然
流
路

（Ｓ
Ｒ
四
〇
〇

一
。
Ｓ
Ｒ
五
〇
〇

一
）
出
上
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
Ｓ

Ｒ
三
〇
〇

一
と
の
層
位
の
時
期
的
な
対
応
関
係
か
ら
。

一
一　
木
簡
の
釈
文
に
は
以
下
の
よ
う
な
書
式
を
用
い
た
。
法
量

剛
を

「長
さ
×
幅
×

厚
み
」
で
釈
文
の
下
に
表
し
、
括
弧

（　
）
は
本
来
の
形
状
を
留
め
て
い
な
い
部
分

の
法
量
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

型
式
番
号
は
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
も
の
を
用
い
、
三
桁
の
数
字
で
以
下
の
通
り

に
記
す
。

〇

一
一
型
式
　
短
冊
形

〇

一
五
型
式
　
短
冊
形
で
側
面
に
穴
を
穿
っ
た
も
の
。

〇

一
九
型
式
　
一
端
が
方
頭
で
、
他
端
は
折
損

・
腐
食
で
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。

〇
三

一
型
式
　
長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。
方
頭
、

圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る
。

〇
三
二
型
式
　
長
方
形
の
材
の

一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。

〇
三
三
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他
端
を
尖
ら
せ

た
も
の
。

〇
三
九
型
式
　
長
方
形
の
材
の

一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は
折
損

・
腐
食
し
て
不
明
の
も
の
。

〇
四
九
型
式
　
長
方
形
の
材
の

一
端
を
羽
子
板
の
柄
状
に
し
て
い
る
が
、
他
端
は
折

損

・
腐
食
な
ど
に
よ

つ
て
原
形
が
失
わ
れ
た
も
の
。

〇
五

一
型
式
　
長
方
形
の
材
の

一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

〇
五
九
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
他
端
は
折
損

・
腐
食
で

原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。

〇
六

一
型
式
　
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

〇
六
五
型
式
　
用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

○
人

一
型
式
　
折
損

・
腐
食
そ
の
他
に
よ
つ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の
。

〓
一　
釈
文
に
用
い
た
符
号
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

「　
」

木
簡
の
上
端
な
ら
び
に
下
端
が
原
形
を
留
め
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

＜
　
　
木
簡
の
上
端

。
下
端
な
ど
に
切
り
込
み
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

ｏ
　
　
穿
孔
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

ミ
ミ
　
抹
消
さ
れ
た
文
字
で
あ
る
が
、
字
画
の
明
ら
か
な
場
合
に
限
り
原
字
の
左
傍

に
付
し
た
。

■
■
　
抹
消
に
よ
り
判
読
の
困
難
な
も
の
。

□
□
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
確
認
で
き
る
も
の
。

日
□
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
推
定
で
き
る
も
の
。

日
□
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

『　
』

異
筆
、
追
筆
。

λ
　
　
合
点
。

・
…
。

表
面
の
剥
離
に
よ
り
字
画
の
存
在
が
不
明
確
な
も
の
。

×
　
　
前
後
に
文
字
の
続
く
こ
と
が
内
容
上
推
定
さ
れ
る
が
、
折
損
な
ど
に
よ
り
文

字
が
失
わ
れ
て
い
る
も
の
。

。
　

木
簡
に
裏
表
の
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

〔　
〕

校
訂
に
関
す
る
註
で
、
原
則
と
し
て
釈
文
の
右
傍
ら
に
付
し
、
本
文
に
置
き

換
え
る
べ
き
文
字
を
含
む
場
合
。

力
　
　
筆
者
が
加
え
た
註
で
疑
問
の
残
る
も
の
。



り 四

木
簡
の
実
測
図
に
は
、
大
橋
の
観
察
に
よ
り
木
簡
表
面
の

「ケ
ズ
リ
」
や

「
ワ

と
い
っ
た
考
古
学
的
情
報
を
優
先
し
て
書
き
入
れ
た
。

五
　
実
測
図
は
基
本
的
に
１
／
２
の
縮
尺
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
縮
尺
は
１
／
３
、

１
／
４
で
、
個
々
に
ス
ケ
ー
ル
を
付
け
て
あ
る
。

エハ
　
図
版
の
木
簡
赤
外
線
写
真
は
、
文
字
が
読
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
原
寸
大
も
し

く
は
縮
尺
２
／
３
と
し
た
。
文
字
部
分
の
み
切
り
取
っ
た
も
の
は
原
寸
大
と
し
た
。

文
字
が
不
明
瞭
で
釈
読
で
き
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
縮
尺
１
／
２
ま
た
は
１

／
４
と
し
た
。

七
　
写
真
の
撮
影
は
、
発
掘
時
の
状
況
に
つ
い
て
は
調
査
時
の
各
担
当
が
、
木
簡
に

つ
い
て
は
、
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
中
村

一
郎
氏

が
撮
影
し
た
。
な
お
、
巻
頭
図
版
は
保
存
処
理
前
の
状
態
を
、
赤
外
線
写
真
図
版
は

保
存
処
理
後
の
状
態
を
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。

人
　
本
書
の
執
筆
と
編
集
は
大
橋
育
順
が
担
当
し
た
。
但
し
、
「
Ⅱ
十
二
　
出
土
木

簡
の
釈
文
と
内
容
」
は
、
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
奈
良
文
化
財
研
究
所
へ

の

「徳
島
市
観
音
寺
遺
跡

・
敷
地
遺
跡

（阿
波
国
府
推
定
地
）
出
土
木
簡
の
総
合
的

研
究
業
務
委
託
」
の
成
果
と
し
て
、
都
城
発
掘
調
査
部
史
料
研
究
室
　
渡
辺
晃
宏
氏

の
記
述
を
も
と
に
大
橋
が
作
成
し
、
京
都
教
育
大
学
名
誉
教
授
　
和
田
　
率
氏
に
加

筆
、
監
修
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。

本
文
目
次

Ｉ
　
木
簡
出
土
遣
構
の
概
要

一　
自
然
流
路

（Ｓ
Ｒ
三
〇
〇

一
）
（第
七
図
）

一
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然
流
路

（Ｓ
Ｒ
四
〇
〇

一
）
（第
三
四
図
）

〓
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自
然
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（Ｓ
Ｒ
五
〇
〇

一
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五
六
図
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自
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自
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路
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三
〇
〇

一
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Ⅲ
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土
木
簡
分
布
図
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路
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一
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Ｖ
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図

木
簡
実
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図
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七
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～
九
二
号
）

木
簡
実
測
図
②

（九
三
号
～
九
九
号
）

木
簡
実
測
図
③

（
一
〇
〇
号
～

一
一
一
号
）
…
…
…
…
。

木
簡
実
測
図
④

（
一
一
二
号
～

一
二
〇
号
）
…
…
…
…
・

木
簡
実
測
図
⑤

（
一
二
一
号
～
一
三

一
号
）
…
…
…
…
。

木
簡
実
測
図
⑥

（
一
三
二
号
～
一
四
〇
号
）
…
…
…
…
。

木
簡
実
測
図
⑦

（
一
四

一
号
～

一
五
一
号
）
…
…
…
…
。

木
簡
実
測
図
③

（
一
五
二
号
～
一
六
〇
号
）
…
…
…
…
・

木
簡
実
測
図
⑨

（
一
六

一
号
～

一
七

一
号
）
…
…
…
…
。

木
簡
実
測
図
⑩

（
一
七
二
号
～

一
七
八
号
）
…
…
…
…
。

木
簡
実
測
図
①

（
一
七
九
号
～
一
八
七
号
）
…
…
…
…
。

木
簡
実
測
図
⑫

（
一
人
八
号
～
二
〇
〇
号
）
…
…
…
…
。

木
簡
実
測
図
⑬

（二
〇
一
号
～
二
〇
八
号
）
…
…
…
…
。

木
簡
実
測
図
⑭

（二
〇
三
号

・
三
〇
九
号
～
二
一
五
号
）

そ
の
他
実
測
図

木
簡
の
型
式
別
組
成

各
層
位
の
木
衛
出
土
数

木
簡
型
式
別
出
土
数

木
簡

そ
の
他

図
版
目
次

・
巻
頭
カ
ラ
ー

巻
頭
図
版
四
　
勘
籍
木
簡

（二
〇

一
号
）

勘
籍
木
簡

（三
〇

一
号
）

巻
頭
図
版
五
　
一
四
人
号
木
簡
出
土
状
況

一
七
八
号
木
簡
出
土
状
況

巻
頭
図
版
六
　
木
簡

巻
頭
図
版
七
　
木
簡

巻
頭
図
版
八
　
木
簡

巻
頭
図
版
九
　
木
簡

巻
頭
図
版
十
　
木
簡

巻
頭
図
版
十

一　
木
簡

巻
頭
図
版
十
二
　
木
簡

巻
頭
図
版
十
三
　
木
簡

巻
頭
図
版
十
四
　
木
簡

巻
頭
図
版
十
五
　
木
簡

巻
頭
図
版
十
六
　
木
簡

72 68 64 60 54 50 46 42 38 34 28 24 20 16 12  8  5

五 四 三 二
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況
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か
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撮
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か
ら
撮
影
）

（西
か
ら
撮
影
）



・
赤
外
線
写
真
図
版

図
版
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（八
七
号
～
九
二
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図
版
人
三
　
木
簡

（九
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号
～
九
九
号
）

図
版
八
四
　
木
簡

（
一
〇
〇
号
～

一
一
一
号
）

図
版
八
五
　
木
簡

（
一
一
二
号
～

一
二
〇
号
）

図
版
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木
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（
一
二
一
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～

一
三

一
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）

図
版
八
七
　
木
簡

（
一
三
二
号
～

一
四
〇
号
）

図
版
八
八
　
木
簡

（
一
四

一
号
～
一
五

一
号
）

図
版
八
九
　
木
簡

（
一
五
二
号
～

一
六
〇
号
）

図
版
九
〇
　
木
簡

（
一
六

一
号
～

一
七

一
号
）

図
版
九

一　
木
簡

（
一
七
二
号
～
一
七
八
号
）

図
版
九
二
　
木
簡

（
一
七
九
号
～

一
八
七
号
）

図
版
九
三
　
木
簡

（
一
人
八
号
～
二
〇
〇
号
）

図
版
九
四
　
木
簡

（二
〇
一
号
～
二
〇
八
号
）

図
版
九
五
　
木
簡

（二
〇
三
号

。
二
〇
九
号
～
二
一
五
号
）

図
版
九
六
　
そ
の
他

。
付
図

二
〇
一
号
木
簡
赤
外
線
写
真

（原
寸
大
）

69 65 61 55 51 47 43 39 85 29 25 21 17 13  9



木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一　

自
然
流
路

（
Ｓ
Ｒ
三
〇
〇

一
）
（第
七
図
）

位
置
と
規
模
　
大
グ
リ
ッ
ド
Ｆ
ｏ
ωＦ

１
１
、
中
グ
リ
ッ
ド

γ
・
δ
ｌ
Ⅲ

・
Ⅳ
に
ま

た
が
る
、
幅
約
九
〇

ｍ
の
流
域
を
も

っ
た
自
然
流
路
で
あ
る
。

形
状
　
東
西
幅
六
〇

ｍ
で
設
定
さ
れ
た
調
査
区
に
対
し
て
、
自
然
流
路

（Ｓ
Ｒ
三
〇

〇

一
）
は
南
東
か
ら
北
西
方
向
に
流
域
を
も
つ
。
中
グ
リ
ッ
ド

γ
ｌ
Ⅳ
、
小
グ
リ
ッ

ド
Ｓ

・
Ｔ
１
１
～
７
に
お
い
て
、
南
東
か
ら
北
西
へ
の
Ｓ
Ｒ
三
〇
〇

一
の
南
岸
の
肩

を
確
認
し
た
。　
一
方
北
岸
は
中
グ
リ
ッ
ド
δ
ｌ
Ⅲ

・
Ⅳ
、
小
グ
ッ
ド
Ｑ

・
Ｓ
１
１７
～

９
に
お
い
て
肩
を
検
出
し
た
。

層
位
の
設
定

自
然
流
路

（Ｓ
Ｒ
三
〇
〇

一
）
は
複
数
の
年
度
に
わ
た
つ
て
分
割
調
査
を
行

っ
た

結
果
、
流
路
内
の
複
雑
な
堆
積
層
を
細
部
に
わ
た
っ
て
年
代
を
対
応
さ
せ
る
こ
と
が

困
難
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
鍵
に
な
る
層
と
出
土
遺
物
を
手
が
か
り
に
、
大
き
く

Ｉ
～
Ⅸ
の
九
層
に
再
構
成
し
た
。
特
に
二
〇
〇
二
年
度
以
降
は
周
辺
住
宅
へ
の
影
響

を
考
慮
し
て
、
標
高
二

・
五

ｍ
付
近
の
粗
砂
層

（Ⅷ
層
）
以
下
へ
の
掘
削
が
制
限
さ

れ
た
た
め
、
Ⅸ
層
に
対
応
す
る
の
は
二
〇
〇
〇
年
度

一
区
に
限
定
さ
れ
る
。

基
本
的
な
層
序
は
、
最
も
広
い
面
積
を
調
査
し
た
二
〇
〇
〇
年
度

一
区
の
層
位
の

観
察
結
果
を
重
視
し
た
。
そ
れ
以
降
の
年
度
の
調
査
は
、
こ
の
結
果
を
基
に
層
の
対

応
関
係
の
把
握
を
行
っ
た
。　
一
九
九
八
年
度

一
区
は
他
の
調
査
地
点
と
少
し
距
離
が

あ

っ
た
た
め
層
位
の
対
応
は
困
難
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
七
年
度
の
調
査
の
結
果
に

よ
っ
て
明
確
に
な

っ
た
。
鍵
と
な
る
層
位
は
木
製
品
を
多
く
含
む
Ⅲ
層
上
部
の
砂

層
、
シ
ル
ト
と
細
砂
が
互
層
に
堆
積
し
、自
然
木
な
ど
の
有
機
物
を
多
く
含
む
Ⅵ
層
、

層
厚
が
五
〇
硼
以
上
の
粗
砂
か
ら
な
る
Ⅷ
層
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
各
層
位
の
観
察
結
果
か
ら
、
Ｓ
Ｒ
三
〇
〇

一
の
各
段
階
で
の
様
相
を
下

層
か
ら
順
に
概
観
す
る
。
ま
ず
最
下
層
の
Ⅸ
層
は
、
二
〇
〇
〇
年
度

一
区
の
み
で
掘

削
し
た
層
で
あ
る
。
標
高
二

・
五

ｍ
以
下
に
存
在
す
る
細
砂
及
び
粘
質
土
か
ら
な

る
。
遺
物
は
少
な
い
が
、
「里
」
表
記
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
Ⅷ
層
は
、
す
べ

て
の
年
度
の
調
査
区
か
ら
検
出
さ
れ
て
い
る
。
層
厚
〇

・
五
～

一
ｍ
の
粗
砂
層
で
あ

る
。
粒
子
の
大
き
な
粗
砂
が
厚
く
堆
積
す
る
と
い
う
状
況
か
ら
、
こ
の
当
時
の
自
然

流
路

（Ｓ
Ｒ
三
〇
〇

一
）
は
水
量
が
多
く
、
幅
約
九
〇
ｍ
の
流
域
の
ほ
と
ん
ど
に
流

水
が
及
ん
で
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
比
較
的
大
き
な
遺
物
が
粗
砂
に
埋
も
れ
た
状

態
で
出
土
し
、
土
器
片
に
は
著
し
い
摩
滅
が
み
ら
れ
た
。
第
六
図

（
一
分
冊
）
の
柱

状
図
を
み
る
と
、
約

一
ｍ
堆
積
し
た
部
分
も
あ
る
。
上
面
で
は
か
な
り
の
起
伏
が
あ

り
、
南
区
の
中
央
部
の
南
東
か
ら
北
西
方
向
に

（第
六
図
の
⑥
と
①
）
に
隆
起
し
た

部
分
が
み
ら
れ
る
。
Ⅶ
層
は
Ｓ
Ｒ
三
〇
〇

一
の
南
東
部
の
一
九
九
八
年
度

一
区
の
み

で
確
認
で
き
た

（第
四
四
七
図
）
。
主
に
シ
ル
ト
層
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
Ⅵ
層
は

シ
ル
ト
と
細
砂
が
互
層
に
堆
積
す
る
。
平
面
的
に
は
五
〇
硼
程
の
起
伏
が
あ
り
、
遺

物
を
ほ
と
ん
ど
包
含
し
な
い
。
Ⅷ
層
の
上
に
約
三
〇

硼
の
厚
さ
で
堆
積
し
て
い
る

が
、
南
区
北
東
部

（第
六
図
の
⑥
と
⑪
）
で
は
特
に
標
高
三

・
五

ｍ
よ
り
高
い
位
置

に
堆
積
し
て
い
る
。
木
簡
を
多
く
包
含
す
る
Ｖ
層
が
堆
積
し
た
時
期
に
は
、
流
路
の

北
岸
ま
た
は
中
洲
と
し
て
水
面
上
に
位
置
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
時
期
の

Ｓ
Ｒ
三
〇
〇

一
は
シ
ル
ト
と
細
砂
が
短
い
ス
パ
ン
で
堆
積
す
る
こ
と
か
ら
、
流
量
が
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不
安
定
な
時
期
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
Ｓ
Ｒ
三
〇
〇

一
の
南
半
部
分
の
調
査
時

（二
〇
〇
四

・
二
〇
〇
五
年
度
）
に
、
Ⅵ
層
上
面
の
起
伏
を
等
高
線
で
表
し
た

（第

四
九
八
図
の
上
）
。
そ
の
結
果
、
Ｓ
Ｒ
三
〇
〇

一
の
南
岸
の
下
場
は
δ
ｌ
Ⅳ

・
Ａ
Ｉ

ｌｌ
か
ら
δ
ｌ
Ⅲ

。
Ｄ
１
２０
へ
の
方
向
で
Ｓ
Ｒ
三
〇
〇

一
の
検
出
時
の
南
肩
の
方
向
と

同

一
で
あ
っ
た
。
ま
た
δ
ｌ
Ⅳ

・
Ｅ
１
７
か
ら
δ
ｌ
Ⅳ

・
Ｅ
１
１１
で
東
西
方
向
に
約

二
五

ｍ
、
幅
約

一
〇
ｍ
の
中
洲
状
の
高
ま
り

（中
洲
Ａ
）
と
、
δ
ｌ
Ⅲ

。
Ｅ
１
２０
か

ら
δ
ｌ
Ⅳ

・
Ｆ
１
４
で
も
同
様
の
高
ま
り
を
検
出
し
た

（中
洲
Ｂ
）
。
特
に
前
者
は

調
査
区
外
の
東
側
へ
延
び
て
い
る
た
め
、
現
時
点
で
は
、
Ｖ
層
段
階
の
流
路
は
南
西

か
ら
の
流
れ
と
、
東
か
ら
の
流
れ
が
、
合
流
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
な
お
、
δ
ｌ
Ⅳ

。
Ｃ
１
５
周
辺
に
お
い
て
Ⅵ
層
の
堆
積
が
薄
く
、
Ｖ
層
の
堆
積

が
厚
い
部
分
が
み
ら
れ
た
。
Ｖ
層
は
木
簡
が
最
も
多
く
出
土
し
た
層
で
あ
る
。
細
砂

混
じ
り
の
シ
ル
ト
が
主
に
堆
積
す
る
。
こ
の
段
階
で
は
、
流
路
内
に
複
数
の
中
洲
状

の
高
ま
り
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
水
量
は
少
な
く
、
Ⅵ
層
段
階
に
形
成
さ
れ
た
起

伏
が
中
洲
と
な
り
、
そ
の
間
を
縫
う
よ
う
に
水
が
流
れ
た
と
推
測
で
き
る
。
Ⅳ
層
段

階
で
は
粒
子
の
細
か
い
粘
質
の
シ
ル
ト
が
堆
積
す
る
。
Ⅵ
層
に
よ
つ
て
で
き
た
中
洲

は
埋
没
し
て
い
く
が
、
第
六
図
の
柱
状
図
⑧
や
⑥
、
①
の
よ
う
に
、
北
東
部
か
ら
北

岸
で
は
堆
積
が
み
ら
れ
ず
、
流
路
の
中
央
か
ら
や
や
南
側
に
厚
く
堆
積
し
て
い
る
。

流
れ
も
Ｖ
層
に
比
べ
て
安
定
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
Ⅲ
層
は
、
ほ
ぼ
全
域
に
堆

積
し
て
い
る
が
、
南
東
側
に
厚
く
、
そ
の
他
は
薄
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
Ｉ

・
Ⅱ
層

は
Ｓ
Ｒ
三
〇
〇

一
が
埋
没
し
た
後
の
堆
積
層
で
、
遺
物
は
ほ
と
ん
ど
出
土
し
な
い
。

現
在
の
舌
洗
川
に
隣
接
し
た
部
分
で
は
、
自
然
流
路
の
堆
積
が
み
ら
れ
た
が
、
そ
れ

以
外
の
大
部
分
は
低
湿
地
又
は
水
田
と
し
て
の
土
地
利
用
が
考
え
ら
れ
る
。
上
層
は

平
均
し
て
約
二

ｍ
の
盛
土
に
よ

っ
て
、
現
地
盤
の
標
高
は
七
～
八

ｍ
に
な

っ
て
い

′０
。

二
　
自
然
流
路

（
Ｓ
Ｒ
四
〇
〇

一
）
（第
二
四
図
）

位
置
と
規
模
　
大
グ
リ
ッ
ド
Ｆ
ｏ⇔‘
１
１
、
中
グ
リ
ッ
ド

ε
ｌ
Ⅲ

。
Ⅳ
に
ま
た
が

る
、
幅
約
七

ｍ
、
調
査
区
内
で
の
延
長
約
七
〇
ｍ
の
自
然
流
路
で
あ
る
。

形
状
　
東
西
幅
六
〇
ｍ
で
設
定
さ
れ
た
調
査
区
に
対
し
て
、
自
然
流
路

（Ｓ
Ｒ
四
〇

〇
一
）
は
南
東
か
ら
北
西
方
向
に
直
線
的
に
流
れ
る
。
δ
ｌ
Ⅳ

。
Ｊ
１
１
か
ら

ε
ｌ

Ⅲ

ｏ
Ｐ
１
９
の
方
向
を
軸
に
し
て
い
る
。

〓
一　
自
然
流
路

（
Ｓ
Ｒ
五
〇
〇

一
）
命
界
五
六
図
）

位
置
と
規
模
　
Ｓ
Ｒ
四
〇
〇

一
と
ほ
ぼ
同
じ
位
置
で
あ
る
が
、
大
グ
リ
ッ
ド
Ｆ
ｏ
ｏ

Ｆ

・
Ｇ
１
１
、
中
グ
リ
ッ
ド

ε
・
α
ｌ
Ⅲ

・
Ⅳ
に
ま
た
が
る
幅
約
三
〇
ｍ
の
自
然
流

路
で
あ
る
。
調
査
区
内
で
の
延
長
は
約
九
〇
ｍ
で
あ
る
。

形
状
　
東
西
幅
六
〇
ｍ
で
設
定
さ
れ
た
調
査
区
に
対
し
て
、
自
然
流
路

（Ｓ
Ｒ
五
〇

〇
一
）
は
南
東
か
ら
北
西
方
向
に
直
線
的
に
流
れ
る
。
自
然
流
路
（Ｓ
Ｒ
四
〇
〇
一
）

と
同
方
向
を
軸
に
、
東
は

ε
ｌ
Ⅳ

・
Ｊ
１
３
か
ら
西
は

α
ｌ
Ⅲ

・
Ｂ
１
８
に
ま
た
が

之０
。
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四
　
木
簡
の
出
土
状
況

出
土
し
た
木
簡
は
、
調
査
時
に
木
簡
と
確
認
で
き
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
出
土
位

置
を
座
標
で
記
録
し
て
い
る

（第
二
四
・
五
六
二
〓
三

・
三
三
七

二
工
全
Ｔ

二
六

六
。
二
七
二
。
二
七
五
・
四
九
人
・
四
九
九
図
・
表
二
四
）
。
特
に
、
二
〇
〇
四
年
度
と

二
〇
〇
五
年
度
に
調
査
し
た
Ｓ
Ｒ
三
〇
〇

一
の
南
半
で
は
、
木
簡
が
多
く
出
土
し
た

Ｖ
層
を
取
り
除
い
た
時
点
の
Ⅵ
層
上
面
に
お
い
て
、
流
路
内
の
微
地
形
を
記
録
し
た

（第
四
九
八
図
の
上
）
。
こ
こ
で
は
、
各
層
ご
と
に
木
簡
の
出
土
位
置
を
地
形
図
を

も
と
に
記
述
す
る
。
ま
ず
、
Ⅵ
層
上
面
の
地
形
を
み
る
と
、
調
査
区
の
南
西
隅
に
Ｓ

Ｒ
三
〇
〇

一
の
南
岸
の
肩
が
み
ら
れ
、
南
西
か
ら
北
東
方
向
へ
の
傾
斜
が
確
認
で
き

る
。　
一
方
調
査
区
北
東
部
δ
ｌ
Ⅳ
の
Ｅ
１
７
～
１１
に
か
け
て
の
部
分
で
は
、
東
西
方

向
へ
の
び
る
幅
約

一
〇

ｍ
の
中
洲
状
の
微
高
地

（中
洲
Ａ
）
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
Ｓ
Ｒ
三
〇
〇

一
は
南
東
方
向
か
ら
の
流
れ
と
東
か
ら
の
流
れ
が
合
流
し
て
い

た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
西
側
の
δ
ｌ
Ⅲ

・
Ｅ
１
２０
か
ら
Ｆ
１
４
に
か
け

て
も
東
西
方
向
の
微
高
地

（中
洲
Ｂ
）
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
二
ヶ
所
の
微
高
地
が
埋

没
後
に
二
次
的
な
浸
食
を
受
け
て
い
な
い
と
仮
定
す
る
と
、
Ｖ
層
が
堆
積
し
た
時
期

に
は
こ
の
よ
う
な
部
分
的
な
微
高
地
の
間
を
、
比
較
的
小
さ
な
流
れ
が
流
路
を
変
化

さ
せ
な
が
ら
流
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

Ｖ
層
段
階
で
は
、
木
簡
は
南
岸
の
傾
斜
部
分
で
は
ほ
と
ん
ど
出
土
し
て
い
な
い

が
、
流
路
内
の
広
範
囲
で
出
土
し
て
い
る

（第
四
九
八
図
の
下
）
。
そ
の
中
で
も
中

洲
Ａ
の
周
辺
に
は
木
簡
の
分
布
が
多
く
み
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
勘
籍
木
簡

（三
〇

一

号
）
を
含
む
九
点
か
ら
な
る
集
中
部
が
中
洲
の
南
側
に
み
ら
れ
る
の
は
注
目
さ
れ

る
。
ま
た
西
の
中
洲
Ｂ
周
辺
に
も
集
中
部
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

の
木
簡
が
主
に
南
東
方
向
か
ら
の
流
れ
に
よ
つ
て
逗
ば
れ
て
き
た
も
の
、
中
洲
か
ら

投
棄
さ
れ
た
も
の
と
い
う
二
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
木
簡

の
出
土
状
況
が
散
発
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
投
棄
地
点
は
距
離
の
離
れ
た
上
流
で
あ

る
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
中
洲
Ａ
の
北
側
に
も
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
た
め
、
東

か
ら
の
流
れ
に
も
木
簡
は
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅳ
層
が
堆
積
し
た
時
期
に
は
中
洲
Ａ

・
Ｂ
は
ほ
と
ん
ど
埋
没
し
て
い
た
こ
と
が
、

断
面
の
観
察
で
確
認
さ
れ
た
。
木
簡
も
中
洲
上
か
ら
出
土
し
て
い
る

（第
四
九
九
図

の
上
）
。
こ
の
時
期
の
流
れ
を
平
面
的
に
と
ら
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
主
に
南
東
方

向
か
ら
の
流
れ
で
あ
つ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
Ⅲ
層
段
階
で
は
、
木
街
の
分
布
が

南
西
か
ら
北
西
方
向
に
細
長
く
分
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
か
な
り
流
れ
の
幅
は
狭

く
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

（第
四
九
九
図
の
下
）
。
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第498図  自然流路 (SR3001)の 地形とV層出土木簡分布図
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表22 各層位の木簡出土数

近世以降 2

Ⅱ層 2

Ⅲ層 21

Ⅳ層 19

V層 73

Ⅵ層 1

Ⅶ層 5

Ⅷ層 1

Ⅸ層 5

合計 129

Ⅱ
　
出
土
木
簡
の
観
察
と
釈
文

出
土
木
簡
の
概
要

出
上
し
た
木
簡
は
、
合
計

一

二
九
点
で
あ
る
。
こ
の
中
の

一

二
五
点
は
Ｓ
Ｒ
三
〇
〇

一
か
ら

出
上
し
、
三
点
が
Ｓ
Ｒ
四
〇
〇

一
、　
一
占
〔が
Ｓ
Ｒ
五
〇
〇

一
か

ら
で
あ
る
。
先
の
国
道

一
九
二

号
南
環
状
道
路
部
分
で
出
上
し

た
木
簡
が
入
六
点
で
あ
っ
た
た
め
、
木
街
呑
号
は
人
七
号
木
簡
か
ら
二

一
五
号
木
簡

に
な
る
。
各
層
の
出
土
数
は
表
三
二
の
通
り
で
あ
る
が
、
Ｓ
Ｒ
四
〇
〇

一
。
Ｓ
Ｒ
五

〇
〇

一
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は
、
時
期
的
に
Ⅸ
層
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
扱

っ

た
。
赤
外
線
写
真
で
墨
痕
を
確
認
し
た
が
文
字
と
判
断
し
な
か
っ
た
も
の
、
形
状
や

表
面
の
削
り
が
木
簡
と
共
通
し
て
い
る
が
、
墨
痕
が
確
認
さ
れ
な
か
つ
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
そ
の
他
の
項
目
に
分
類
し
た
。各
層
位
の
年
代
は
共
伴
遺
物
か
ら
判
断
し
、

Ⅱ
層
は
中
世
以
降
、
Ⅲ
層
は

一
〇
世
紀
前
半
～

一
一
世
紀
初
頭
、
Ⅳ
層
は
九
世
紀
後

半
～

一
〇
世
紀
前
半
、
Ｖ
層
は
人
世
紀
後
半
～
九
世
紀
前
半
、
Ⅵ
層
は
人
世
紀
半
ば
、

Ⅶ
層
は
八
世
紀
第
２
四
半
期
、
Ⅷ

・
Ⅸ
層
は
人
世
紀
前
半
以
前
の
年
代
を
想
定
し

た
。

一
一　
出
土
木
簡
の
釈
文
と
内
容

以
下
、
八
七
号
木
簡
か
ら
二
一
五
号
木
簡
に
つ
い
て
釈
文
を
掲
げ
、
簡
単
な
説
明

を
加
え
る
が
、
そ
の
際
に
関
連
し
て
国
道

一
九
二
号
南
環
状
道
路
か
ら
出
土
し
た
人

六
点
に
も
言
及
す
る
こ
と
が
あ
る
。　
一
号
木
簡
か
ら
八
五
号
木
簡
に
つ
い
て
は
、
二

〇
〇
二
年
に

『観
音
寺
遺
跡
Ｉ

（観
音
寺
遺
跡
木
簡
篇
こ

（口
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
　
二
〇
〇
三
）
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
木
簡
は

一
号
木
簡

（南
）
の
よ
う
に
記
す
。

ま
た
凡
例
に
も
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
八
七
号
木
簡
か
ら
二
一
五
号
木
簡
は
保

存
処
理
に
際
し
、
事
前
と
事
後
に
和
田
　
率
氏

・
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構

奈
良
文
化
財
研
究
所
の
都
城
発
掘
調
査
部
史
料
研
究
室

。
当
セ
ン
タ
ー
職
員
で
、
釈

文
お
よ
び
内
容
の
再
検
討
を
行
っ
た
。
本
稿
は
、
そ
の
際
の
渡
辺
晃
宏
氏
の
記
述
を

も
と
に
大
橋
が
本
文
を
作
成
し
、
和
田
氏
が
加
筆
、
監
修
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

二
〇

一
号
木
簡

（勘
籍
木
簡
）
の
解
説
は
、
全
て
和
四
氏
に
よ
る
。

な
お
検
討
会
の
参
加
者
は
次
の
諸
氏
で
あ
る

（敬
称
略
）。

京
都
教
育
大
学
名
誉
教
授
　
和
田
　
率

都
城
発
掘
調
査
部
史
料
研
究
室
　
渡
辺
晃
宏
、
馬
場
　
基
、
市
　
大
樹
、
山
本

崇
、
浅
野
啓
介

側
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
一騰
川
智
之
、
服
部
　
靖
、
大
橋
育
順
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八
七
号
木
簡

。
「　
国
府
小
三
か
ん
お
ん
じ

稲
飯
昭
代
　
　
　
　
」

。
「　
国
府
小
三
か
ん
お
ん
じ

い

な

い

　

　

」

一
四
人
×
五
四
×
六
　
〇

一
一

完
形
。
文
字
面
は
両
面
と
も
、
ほ
ぼ
平
坦
。
上
端
中
央
部
に
穿
孔
が
あ
る
。
小
学

校
で
の
水
泳
授
業
時
に
使
用
す
る

「命
札
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
孔
に
紐
を

通
し
て
持
ち
運
び
、
遊
泳
中
は
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
立
て
か
け
て
遊
泳
中
で
あ
る
こ
と

を
示
す
。
学
校
名
、
学
年
、
名
前
を
両
面
に
書
き
、
毎
年
各
自
で
作
成
し
た
。
裏
面

の

「
い
な
い
」
は

「稲
飯
」
の
意
。
「国
府
小
」
は
、
観
音
寺
遺
跡
の
所
在
す
る
南

環
状
道
路
の
東
約

一
・
五
ｋｍ
に
所
在
す
る
徳
島
市
立
の
小
学
校

（徳
島
市
国
府
町

中
）
で
あ
る
。
「か
ん
お
ん
じ
」
は
集
落
名

「観
音
寺
」
。
昭
和
三
〇
年
代
の
も
の
で
、

発
掘
調
査
で
遺
物
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
最
新
の
木
簡
で
あ
る
。
現
代
の
舌
洗
川

の
堆
積
層
か
ら
出
土
。

八
八
号
木
簡

〔東
郡
力
〕

「阿
波
国
名
□
□
国
府
村
大
□
□
□

日
　
　
　
　
□
　
　
　
　
　
」

（
一
五
五
）
×
四
人
×
八
　
〇
人

一

分
厚
い
板
に
記
さ
れ
た
木
簡
。
四
周
削
り
だ
が
、
右
辺
上
部
と
左
辺
下
部
に
僅
か

に
欠
損
が
あ
る
。
左
辺
上
部
が
や
や
細
く
な
っ
て
い
る
が
、
原
形
を
留
め
る
と
み
ら

れ
る
。
中
央
部
右
寄
り
に
穿
孔
が

一
つ
あ
る
が
、
木
簡
の
用
途
に
伴
う
も
の
か
否
か

は
不
詳
。
木
簡
と
し
て
は
大
き
さ
の
割
に
異
例
に
分
厚
く
、
出
土
状
況
や
保
存
状
況

か
ら
も
古
代
の
木
簡
で
な
い
可
能
性
が
高
い
。
「国
府
村
」
は
遺
跡
近
傍
の
村
名
で

あ
り
、
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
遺
物
と
考
え
ら
れ
る
。　
一
行
目

「大
」
以
下
は

地
名
、
三
行
日
は
字
数
は
定
め
な
か
っ
た
が
、
人
名
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
現

代
の
舌
洗
川
の
堆
積
層
か
ら
出
土
。

八
九
号
木
簡

・
□
　
□
　
□
□

（表
面
）

。
□
　
□
　
口
国

（左
側
面
）

。
□
　
□
　
□
□

（裏
面
）

。
□
　
□
　
同
国

（右
側
面
）

（九
五
）
×
八
×
八
　
〇
六

一

小
型
の
角
塔
婆
状
木
製
品
で
あ
る
。
上
部
に
二
段
の
切
り
込
み
が
あ
り
、　
一
つ
目

の
切
り
込
み
の
上
部
に

一
文
字
、　
一
つ
目
と
二
つ
目
の
切
り
込
み
の
間
に

一
文
字
、

二
つ
目
の
切
り
込
み
の
下
部
に
二
文
字
程
度
の
墨
痕
が
あ
る
。
表
面
は
上
部
の
二
文

字
は
梵
字
、
下
部
の
二
文
字
は
漢
字
と
み
ら
れ
る
。
裏
面
末
尾
は

「人
」
の
可
能
性

が
あ
る
。
ま
た
、
表
面
末
尾
は
三
文
字
で

「□
十

一
」
の
可
能
性
も
あ
る
。
木
簡
の

下
端
は
欠
損
し
て
い
る
。
Ⅱ
層
出
上
の
木
簡
。
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九
二
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九
〇
号
木
簡

日
国日

　
　
　
□

三
片
が
接
合
す
る
。
上
端
は
折
れ
、

左
辺
は
削
り
に
よ
り
原
形
を
留
め
る
。

で
き
な
い
。
Ⅱ
層
出
土
の
木
簡
。

（二
〇
四
）
×
四

一
×
三
　
〇
人

一

右
辺
の
大
部
分
は
割
れ
て
い
る
が
、
下
端
と

や
や
小
振
り
の
文
字
で
記
さ
れ
る
が
釈
読
は

九

一
号
木
簡

「望
丸
物
マ
望
九

（
一
四
六
）
×
二
九
×
一
　

〇
六

一

本
遺
跡
で
出
土
し
た
墨
書
の
な
い
檜
扇
と
比
較
し
て
、
薄
手
で
幅
広
の
も
の
に
墨

書
し
た
も
の
。
中
央
部
で
折
れ
て
三
片
が
接
続
す
る
が
、
下
端
は
欠
損
。
次
の
九
二

号
木
簡
に
も
、
「物
マ
望
丸
」
が
み
え
て
い
る
。　
一
〇
世
紀
前
半
～

一
一
世
紀
初
頭

の
阿
波
国
行
の
官
人
と
み
ら
れ
る
。
檜
扇
の
用
途
の
一
端
を
示
す
。
阿
波
国
に
お
け

る
物
部
姓
は
、　
三
全

号
木
簡
に
名
方
郡
櫻
間
郷
の

「物
マ
ロ
嶋
」
、
海
マ
郷

（阿

波
国
那
賀
郡
か
）
に

「物
部
首
魚
万
呂
」
（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
　
一
九
八
七

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
⑬
』
二
六
頁
下
段
）
、
阿
波
郡
秋
月
郷
に

「物

マ
小
龍
」
（木
簡
学
会
　
一
九
九
二

『木
簡
研
究
』

一
四
号
　
一
〓
一四
頁
）
、
阿
波
郡

高
井
郷
に

「物
マ
」
（木
簡
学
会
　
一
九
九
八

『木
簡
研
究
』
二
〇
号
　
一三
二
頁
）

が
み
え
て
い
る
。
Ⅲ
層
出
土
の
木
簡
。

九
二
号
木
簡

名
望
丸
物
マ
望
九

。
「六
月
十
六
日
三
斗
□
下
□
三
升
食
米
□
□

（
一
人
三
）
×
二
九
×
一　

〇
六

一

九

一
号
木
簡
と
同

一
の
檜
扇
を
構
成
す
る
骨
材
の
両
面
に
墨
書
が
あ
る
。
四
片
か

ら
な
り
、
う
ち
二
片
が
接
合
す
る
。
下
端
部
に
、
骨
材
を
綴
じ
る
た
め
の
小
穴
を
穿

つ
。
Ⅲ
層
出
土
の
木
簡
。

九
二
号
木
簡

〔勘
省
掌
力
〕

「□
□
□
山
得
人

書
生
安
曇
豊
主
」

三
二
五
×
六
七
×
七
　
〇

一
一

下
端
と
左
辺
は
削
り
で
整
形
さ
れ
て
い
る
が
、
上
端
は
二
次
的
切
断
か
。
右
辺
に

削
り
の
痕
跡
は
み
ら
れ
な
い
。
下
端
部
が
曲
線
を
呈
し
て
い
る
の
で
、
曲
物
の
底
板

な
ど
転
用
材
の
可
能
性
も
あ
る
。
大
型
の
文
書
木
簡
の
下
端
部
の
断
片
と
み
ら
れ

る
。
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
某
省
の
省
掌
と
国
衡
の
書
生
が
、
何
ら
か
の
勘
検
作
業

を
実
施
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
か
。　
一
一
四
号
木
簡
に
、
名
東
郡
の
人
で
あ
る

「安

曇
継
見
」
が
み
え
る
。
名
東
郡
は
国
行
の
所
在
地
で
あ
っ
た
か
ら
、
同
郡
の
白
丁
課

役
の
民
が
国
衛
の
書
生
と
し
て
任
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
Ⅲ
層
出
上
の
木

簡
。
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九
四
号
木
簡

「
＜
岡
　
□
」

（五
五
）
×
一
人
×
三
　
〇
三
九

二
片
が
接
合
す
る
。
上
端
と
左
右
両
辺
は
削
り
、
下
端
は
折
れ
て
い
る
。
上
部
に

切
り
込
み
が
あ
り
、
付
札
で
あ
る
。
Ⅲ
層
出
土
の
木
簡
。

九
五
号
木
簡

。
日

　

　

□

・
日

　

　

国

（
一
七
四
）
×
全
二

）
×
五
　
〇
人

一

上
下
両
端
は
折
れ
、
左
辺
は
削
り
。
右
辺
は
割
れ
て
い
る
が
、
文
字
の

一
部
が
み

え
る
た
め
、
木
簡
を
割
裁
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
Ⅲ
層
出
上
の
木
簡
。

九
六
号
木
簡

□
□
□
□

（五
二
）
×
二
五
×
一
　
〇
六

一

檜
扇
の
骨
の
断
片
に
墨
書
が
あ
る
。
上
下
両
端
が
折
れ
て
い
る
。
僅
か
な
墨
痕
が

あ
る
が
釈
読
は
出
来
な
い
。
Ⅲ
層
出
上
の
木
簡
。

九
七
号
木
簡

□
　
□
□
　
返
□
□

全

九
四
）
×
全

〓
一）
×
一
一
　

〇
人

一

上
下
両
端
折
れ
。
左
辺
削
り
。
右
辺
割
り
か
。
二
片
接
続
。
二
文
字
目
は

「返
」

「互
」
な
ど
、
三
文
字
目
は

「枝
」
「板
」
「枚
」
な
ど
、
六
文
字
目
は

「枝
」
「板
」

「枚
」
「被
」
な
ど
の
可
能
性
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
同
じ
文
字
が
繰
り
返

し
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
習
書
木
簡
の
可
能
性
が
高
い
。
Ⅲ
層
出
上
の
木
簡
。

九
八
号
木
簡

□
　
□
　
導
口
　
　
　
　
　
　
　
　
□

□

全

○
）
×
一
九
六
∠

一　
〇
八

一

三
片
が
接
合
す
る
。
上
下
両
端
が
折
れ
、左
右
両
辺
は
二
次
的
に
削
ら
れ
て
い
る
。

両
面
と
も
に
縦
長
の
削
り
面
で
構
成
さ
れ
る
。
薄
い
横
材
木
簡
の
断
片
で
あ
る
。
左

か
ら
二
行
目
の
文
字
は

「役
」
「伎
」
な
ど
の
可
能
性
が
あ
る
。
Ⅲ
層
出
上
の
木
簡
。

九
九
号
木
簡

□

□
浄
□
□

（二
三
五
）
×
三
二
×
五
　
〇
八

一

二
片
が
接
合
す
る
。
上
下
両
端
は
折
れ
、
左
右
両
辺
は
削
り
に
よ
る
。
両
面
と
も

に
、
縦
に
長
い
削
り
に
よ
つ
て
整
形
さ
れ
る
。
中
央
部
に

「小
」
の
よ
う
な
字
画
が

―- 11 -―



第
五
〇

一
図

九
二
号
木
簡

木
簡
実
測
図
②

的　　　　　　　　　　　Ｇ　　　　　　　　　　　ｏ

Ｔ

円

田

田

止

Ｖ

□

日

日

Ｌ

一

九
一  ′ヽ

巧

木
簡

一　　　　　　　　　　一中一一

一

中一　　　　　　　　　　　‐一一一一

帥
１０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

５

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０

Ｆ

Ｈ

Ｉ Ｉ

Ｈ

Ｈ

Ｉ Ｉ

止

Ｆ

Ｈ

日

Ｈ

日

日

止

九
七
号
木
簡

一

‐耐
―――
―――

．旧
旧
――――
旧
――――
――――
障
旧
悩
Ｎ
睡
Ⅲ

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
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九
二
号
木
簡

図
版
八
三

九
四
号
木
簡

九
六
号
木
簡

九
二
号
木
簡
拡
大

九
七
号
木
簡

九
八
号
木
簡

九
九
号
木
簡
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残
る
が
、
「北
」
「心
」
な
ど
の
可
能
性
も
あ
る
。
三
文
字
目
は

「迎
」
、
四
文
字
目

は

「奉
」
「来
」
な
ど
の
可
能
性
が
あ
る
。
裏
面
に
は
墨
痕
が
な
い
。
Ⅲ
層
出
上
の

木
簡
。

一
〇
〇
号
木
簡

日
□
」

（
一
三
◆
×
一
人
×
三
　
〇
五
九

上
端
は
折
れ
て
い
る
が
、
左
右
両
辺
は
削
り
。
下
端
は
左
右
か
ら
の
削
り
に
よ
り

山
形
に
尖
ら
せ
る
。
文
字
面
は
細
か
な
削
り
面
に
よ
つ
て
整
形
さ
れ
て
い
る
。
わ
ず

か
に
墨
痕
が
み
ら
れ
る
が
釈
読
は
で
き
な
い
。
Ⅲ
層
出
上
の
木
簡
。

一
〇
二
号
木
簡

〔継
力
〕

「
＜
加
毛
得
□
□

（八
七
）
×
二
九
×
五
　
〇
三
九

上
端
と
左
右
両
辺
は
削
り
、
下
端
は
折
れ
。
上
端
に
は
両
側
か
ら
の
切
り
込
み
が

施
さ
れ
、
付
札
の
形
状
を
呈
す
る
。
文
字
面
に
は
縦
長
の
削
り
面
が
み
ら
れ
る
が
、

裏
面
に
は
整
形
は
み
ら
れ
な
い
。
「加
毛
得
継
」
は
人
名
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
阿
波

国
名
方
郡
に
賀
茂

（刊
本

『和
名
類
衆
抄
』
で
は
加
毛
）
郷
が
あ
る
。
Ⅲ
層
出
上
の

木
簡
。

一
〇
三
号
木
簡

□
□

□
口
問
□
□
大
問
屎
　
　
　
□

□

□

回

□

□

□

□

。
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□（三

〇
五
）
×
（四
五
）
×
三
　
〇
人

一

上
下
両
端
は
折
れ
、
左
右
両
辺
は
割
れ
て
い
る
。
薄
い
木
簡
で
両
面
に
削
り
面
は

み
え
な
い
が
、
薄
い
墨
痕
で
多
く
の
文
字
が
確
認
で
き
る
。
習
書
木
簡
か
。
表
面
の

上
部
と
左
行
に
は
同

一
文
字
の
繰
り
返
し
が
み
ら
れ
る
。
Ⅲ
層
出
土
の
木
簡
。

一
〇

一
号
木
簡

。
「□
日

。
「□

（人
一
一
×
三

更

三
　
〇

一
九

上
端
と
左
右
両
辺
は
削
り
、
下
端
は
折
れ
て
い
る
。
縦
長
の
削
り
に
よ
つ
て
両
面

が
平
坦
に
整
形
さ
れ
て
い
る
。
表
面

一
文
字
目
は

「里
」
を
左
肩
に
も
つ
文
字
の
可

能
性
が
あ
る
。
Ⅲ
層
出
上
の
木
簡
。

□
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一
〇
四
号
木
簡

〔己
心
力
〕

・
□
□
十
□
十

一
日
平
□
□

ｏ
」

。　　　　日□
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｏ
」

（
一
三
八
）
×
二
〇
×
三
　
〇
六

一

檜
扇
の
骨
材
の
上
端
が
折
れ
た
も
の
。
檜
扇
で
あ
る
九

一
号
木
簡
、
九
二
号
木
簡

は
、
下
部
に
及
ぶ
に
従

っ
て
狭
ま
る
が
、
本
例
は
同

一
幅
で
あ
る
。
下
端
と
左
右
両

辺
削
り
。
二
文
字
目
は

「忌
」
の
可
能
性
が
あ
り
、
物
忌
札
と
す
れ
ば
、
日
付
を
書

く
珍
し
い
事
例
と
な
る
。
「
日
」
の
下
は
平
姓
で
人
名
か
。
裏
面
の
文
字
は
、
「西
」

ま
た
は

「物
」
、
あ
る
い
は
記
号
の
可
能
性
も
あ
る
。
Ⅲ
層
出
上
の
木
簡
。

一
〇
五
号
木
簡

阿
波
囲
司
等
可
申
上
□

（
三
二
こ

×
一
六
×
四
　
〇
人

一

上
下
両
端
は
折
れ
。
左
右
両
辺
は
削
り
が
残
る
。
表
面
に
は
、
ほ
と
ん
ど
削
り
面

は
み
え
な
い
が
、
文
字
の
残
り
は
良
好
で
あ
る
。
末
尾
の
文
字
は

「事
」
「条
」
な

ど
の
可
能
性
が
あ
る
。
阿
波
図
司
ら
の
申
状
。
二
次
的
に
転
用
さ
れ
、
下
部
を
尖
ら

せ
た
も
の
か
。
Ⅲ
層
出
上
の
木
簡
。

一
〇
六
号
木
簡

□
□
□
□
□
□
□

（九
八
）
×
三
ハ
×
三
　
〇
人

一

上
下
両
端
は
折
れ
、
左
右
両
辺
は
削
り
。
中
央
部
で
折
れ
、
左
半
分
が
欠
損
し
て

い
る
。
上
片
に
三
文
字
、
下
片
に
四
文
字
残
る
が
釈
読
は
で
き
な
い
。
Ⅲ
層
出
上
の

木
簡
。

一
〇
七
号
木
簡

□
　
　
　
□
□

（五

一
）
×
一
三
×
一
　
〇
人

一

三
片
が
接
合
す
る
が
、
上
下
両
端
は
折
れ
て
い
る
。左
右
両
辺
は
削
り
に
よ
る
が
、

二
次
的
削
り
の
可
能
性
も
あ
る
。
墨
痕
が
薄
く
釈
読
は
で
き
な
い
。
Ш
層
出
上
の
木

簡
。

一
〇
八
号
木
簡

□
□
□
□

（七
四
十
人

一
）
×
一
七
×
二
　
〇
六

一

上
下
両
端
は
折
れ
。
左
右
両
辺
削
り
で
あ
る
が
、
右
辺
は
字
配
り
か
ら
み
て
割
れ

の
可
能
性
も
残
る
。
檜
扇
の
骨
に
墨
書
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。　
一
文
字
目
は
漢

字
、
二
文
字
目
か
ら
四
文
字
目
ま
で
は
仮
名
で
あ
ろ
う
。
文
字
の
部
分
の
大
半
が
欠

損
し
て
い
る
た
め
釈
読
は
で
き
な
い
。
Ⅲ
層
出
上
の
木
簡
。
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第
五
〇
二
図

一
〇
〇
号
木
簡

木
簡
実
測
図
③

一

一一一一姜出
　

　

Ｈ一̈

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

一‐

‐

…

　

　

Ｈ

一
〇
三
号
木
簡

一

鉤　　
　
　　
　
　　
　
　
‐０　　
　
　
　
　　
　
　
　
０

Ｔ

Ｈ

Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ

止

Ｔ

円

日

Ｉ 十

日

円

止

-
m雨叫

中”一̈

、
―
―
引
引
―
―
―
方
烈
日
Ｈ
隅

ズ

藝　中

帥
１０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

５

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０

Ｆ

田

Ｈ

日

田

止

ｒ

田

Ｈ

日

Ш

止

-16下



一
〇
〇
号
木
簡

一
〇

一
号
木
簡

一
〇
二
号
木
簡

一
〇
五
号
木
簡

一
〇
九
号
木
簡
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一
〇
三
号
木
簡

図
版
八
四

一
〇
四
号
木
簡

一
〇
七
号
木
簡

一
〇
八
号
木
簡

一
〇
号
木
簡



一
〇
九
号
木
簡

口

□

≧

（
一
七
九
）
×
一
二
×
三
　
〇
六

一

上
端
は
折
れ
、
下
端
と
左
右
両
辺
は
削
り
。
檜
扇
の
骨
材
に
墨
書
し
た
も
の
。
途

中
に

「
田
方
」
と
読
み
取
れ
そ
う
な
部
分
が
あ
る
が
、
字
画
が
整
わ
な
い
。
Ⅲ
層
出

上
の
木
簡
。

一
一
〇
号
木
簡

「白
米
五
斗

（
一
三
〇
×
二
四
×
四
　
〇

一
九

二
片
が
接
合
す
る
。
上
端
は
山
形
に
削
り
、
下
端
は
折
れ
。
左
右
両
辺
は
削
り
に

よ
り
原
形
を
留
め
る
。
両
面
と
も
縦
長
の
削
り
面
に
よ
つ
て
整
形
さ
れ
、
裏
面
の
方

が
平
坦
で
あ
る
。
Ⅲ
層
出
土
の
木
簡
。

一
一
一
号
木
簡

「
八
嶋
…
…
…
同
□
」

（二
七
八
）
×
三
四
×
三
　
〇
人

一

上
端
と
左
右
両
辺
削
り
。
下
端
折
れ
。
左
辺
上
部
を
欠
損
す
る
。
「
八
嶋
」
は
木

簡
の
中
央
下
寄
り
の
位
置
に
記
さ
れ
て
お
り
、
上
部
に
は
大
き
な
余
白
が
あ
る
。
な

お
、
一暴
面
に
は
墨
線
状
の
も
の
が
あ
る
が
文
字
に
は
な
ら
な
い
。
曲
物
の
側
板
か
。

Ⅲ
層
出
上
の
木
簡
。

一
一
二
号
木
簡

。
　
「
（然私
）」

。
「□
□
」

一
〇
〇
×
全
一四
）
×
三
　
〇
人

一

上
下
両
端
削
り
。左
右
両
辺
割
れ
。
馬
ま
た
は
鳥
の
絵
の
描
か
れ
た
板
の
裏
面
に
、

木
目
と
直
交
す
る
方
向
に
墨
書
が
あ
る
。
絵
は
馬
と
み
る
と
文
字
と
は
天
地
の
方
向

が
逆
で
、
顔
を
左
向
き
に
描
く
。
鳥
の
場
合
は
木
目
方
向
の
絵
と
も
解
釈
で
き
る
。

Ⅳ
層
出
上
の
木
簡
。

一
一
三
号
木
簡

「白
米
庭
」

一
八
六
×
（四
三
）
×
七
　
〇
六
五

矩
形
の
材
の
一
端
に
、
軸
状
の
部
分
を
作
り
出
す
用
途
不
明
の
木
製
品
。
矩
形
状

部
分
に
墨
書
が
あ
る
。
矩
形
状
部
分
の
左
辺
の
み
割
れ
。
そ
の
他
の
部
分
は
原
形
を

留
め
る
。
二
片
接
続
。
矩
形
状
部
分
の
右
辺
に
は
、
木
釘
状
の
も
の
が
詰
ま
っ
た
孔

が
三
カ
所
あ
る
。
ま
た
、
上
端
に
ニ
カ
所
、
下
端
に

一
カ
所
の
方
形
の
切
り
欠
き
が

残
る
。
こ
れ
ら
も
あ
る
い
は
孔
の
痕
跡
の
可
能
性
も
あ
る
。
軸
状
部
分
が
中
心
に
位

置
し
て
い
た
と
す
る
と
、
頭
の
部
分
は
本
来
方
板
状
を
呈
し
、
上
端
に
三
カ
所
、
及

び
こ
れ
に
対
応
す
る
下
端
に
ニ
カ
所

（軸
の
取
り
付
き
部
分
に
は
な
し
）
の
切
り
込

み
が
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
形
態
と
し
て
は
題
鎖
軸
状
を
呈
す
る
と
も
い
え
る
が
、

題
畿
に
相
当
す
る
部
分
が
異
例
に
大
き
く
、
ま
た
軸
部
分
が
短
い
。
前
記
の
よ
う
な

類
例
の
な
い
加
工
も
施
さ
れ
て
お
り
、
題
箋
軸
と
は
考
え
に
く
い
。
墨
書
は
こ
の
木

製
品
に
二
次
的
に
転
用
す
る
前
の
も
の
の
可
能
性
も
あ
る
。
国
行
に
置
か
れ
た
「所
」

-18-



の

一
つ
か
。
Ⅳ
層
出
上
の
木
簡
。

一
一
四
号
木
簡

〔名
ヵ
〕

「□
東
郡
人
安
曇
継
見

三
七
二
×
（四
七
）
×
七
　
〇
人

一

上
端
と
右
辺
は
削
り
。右
上
は
や
や
丸
み
を
帯
び
る
。
下
端
は
二
次
的
な
切
断
か
。

左
辺
割
れ
か
。
二
片
接
続
。
厚
手
の
板
の
右
上
部
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
名
方
郡
は

八
九
六
年

（寛
平
八
）
に
名
東

・
名
西
二
郡
に
分
割
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
木
簡
は
そ

れ
以
降
の
も
の
。
九
三
号
木
簡
に
、
「書
生
安
曇
豊
主
」
が
み
え
る
。
Ⅳ
層
出
上
の

木
簡
。

一
一
五
号
木
簡

「
ぎ
日
　
□
」

一
八
四
×
四
〇
×
九
　
〇

一
一

厚
手
の
板
の
四
周
を
削
り
、
上
部
に
は
右
上

。
左
下
に
並
ぶ
二
つ
の
穿
孔
が
あ

る
。
下
端
は
両
角
を
削
り
、
稜
を
も
つ
円
形
に
整
形
し
て
い
る
。
上
部
の
二
つ
の
穿

孔
は
木
簡
の
用
途
に
伴
う
も
の
か
否
か
は
不
詳
。
木
簡
の
幅
か
ら
み
て
、
比
較
的
大

型
の
木
簡
を
裁
断
し
て
二
次
的
に
整
形
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
Ⅳ
層
出
上
の
木

簡
。

一
一
六
号
木
簡

「日
国
　
日
□
」

（
一
四
人
）
×
八
×
四
　
〇
三
二

上
端
は
削
り
、
下
端
が
折
れ
て
い
る
。
左
右
は
二
次
的
な
削
り
に
よ
り
、
細
長
く

整
形
さ
れ
て
い
る
。
Ⅳ
層
出
土
の
木
簡
。

一
一
七
号
木
簡

。
「
＜
日
　
□
」

。
「
＜
日
　
□
」

（人

一
）
×
三
二
×
四
　
〇
〓
一九

上
端
と
左
右
両
辺
は
削
り
、
下
端
は
欠
損
し
て
い
る
。
切
り
欠
き
は
深
く
、
上
部

が
極
端
に
小
さ
い
付
札
状
を
呈
す
る
。
表
面
は
摩
減
し
て
い
る
が
、
両
面
に
僅
か
な

墨
痕
が
残
る
。
Ⅳ
層
出
上
の
木
簡
。

一
一
八
号
木
簡

□

（四
四
）
×
全

一
一
×
一
　
〇
人

一

上
下
両
端
は
折
れ
て
い
る
。
左
辺
は
削
り
、
右
辺
は
割
れ
で
あ
る
。
薄
い
材
に
僅

か
に
墨
痕
が
残
る
。
Ⅳ
層
出
上
の
木
簡
。
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第
五
〇
三
図

一

木
簡
実
測
図
④

一
一
二
号
木
簡

一
一
四
号
木
簡

一
一
五
号
木
簡

呻

甍 翻

□

姜

r あ

飢
１０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

５

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０

Ｆ

Ｈ

Ｉ Ｉ

Ｈ

Ｈ

Ｉ Ｉ

止

Ｔ

円

日

Ｉ 十

日

円

止

器
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図
版
八
五

一
一
二
号
木
簡

一
一
五
号
木
簡

一
一
四
号
木
簡
拡
大

一
一
七
号
木
簡

一
一
八
号
木
簡

一
二
〇
号
木
簡

一
一
九
号
木
簡
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一
一
九
号
木
簡

「
ｏ
□
□
□
□

（四
九
）
×
一
三
×
二
　
〇

一
九

上
端
と
左
右
両
辺
は
削
り
、
下
端
は
折
れ
て
い
る
。
上
端
に
小
さ
な
穿
孔
が
あ
る

が
、
木
簡
の
用
途
に
伴
う
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
両
面
に
縦
長
の
削
り
面
が
み
ら

れ
る
。
僅
か
に
墨
痕
が
残
り
二
文
字
日
は

「川
」
、
三
文
字
目
は

「
口
」
、
「内
」
の

可
能
性
が
あ
る
。
Ⅳ
層
出
上
の
木
簡
。

一
二
〇
号
木
簡〔阿

波
直
力
〕

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□

〔栗
凡
力
〕

（三
二
四
）
×
四

一
∠

二
　
〇
八

一

四
片
が
接
合
す
る
。
上
下
両
端
は
折
れ
、
左
右
両
辺
は
削
り
に
よ
る
。
文
字
面
は

大
ま
か
な
削
り
に
よ
つ
て
整
形
さ
れ
、
表
面
は
荒
れ
て
い
る
。
複
数
の
薄
い
墨
痕
が

み
ら
れ
る
が
、
釈
読
は
で
き
な
い
。
第

一
行
二
文
字
目
は

「道
」
な
ど
の
可
能
性
が

あ
る
。
な
お
阿
波
国
板
野
郡
出
身
の
来
女
、
栗
直
若
子
は
栗
凡
直
若
子
、
板
野
来
女

栗
国
造
若
子
と
も
記
さ
れ
た
。
同
郡
に
は
粟
凡
直
の
ほ
か
に
凡
直
が
み
え
、
ま
た
養

老
七
年
の
阿
波
国
造
墓
碑
に
、
「阿
波
国
造
名
方
郡
大
領
正
□
位
下
栗
凡
直
弟
臣
」

と
み
え
る
。
Ⅳ
層
出
土
の
木
簡
。

一
二

一
号
木
簡

（顔
の絵
）
大
春〔剛
口ヵ〕

全

二
人
）
×
全
ご
一
≦

一　
〇
六

一

人
形
に
墨
書
し
た
も
の
。
上
端
と
左
辺
は
原
形
を
留
め
る
が
、
下
端
は
折
れ
右
辺

は
割
れ
て
い
る
。
眉
毛
と
目
が
墨
書
さ
れ
、
左
辺
に
は
腕
の
表
現
の
切
り
込
み
が
残

る
。
文
字
は
右
辺
下
部
に
残
存
す
る
が
、
右
半
分
が
欠
落
し
て
い
る
た
め
、
釈
読
は

困
難
で
あ
る
。
四
文
字
目
は
二
文
字
の
可
能
性
が
あ
る
。
Ⅳ
層
出
上
の
木
簡
。

一
三
二
号
木
簡

。
□
□
□

。
日
　
□

（
一
〇
八
）
×
全

六
）
×
三
　
〇
人

一

上
下
両
端
が
折
れ
、
左
辺
は
削
り
、
右
辺
は
割
れ
て
い
る
。
文
字
面
に
は
細
か
な

削
り
面
が
あ
り
、
墨
痕
が
明
瞭
に
み
え
る
。
文
字
の
中
央
で
半
裁
さ
れ
て
い
る
が
、

木
偏

。
手
偏

。
牛
偏
の
可
能
性
が
あ
る
。
Ⅳ
層
出
上
の
木
簡
。

一
二
三
号
木
簡

「□
□
五
□
　
□
□
□
□
□
□

０
一
一
五
）
∠
二
九
≦

一　
〇
人

一

薄
い
板
が
細
片
に
分
離
し
、　
一
一
の
断
片
が
接
合
す
る
。
欠
損
部
分
も
多
い
が
、

残
存
部
分
か
ら
上
端
と
左
右
両
辺
の
削
り
が
確
認
で
き
る
。
下
端
は
折
れ
。
下
部
に
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左
右
か
ら
削

っ
た
痕
跡
が
あ
り
、
下
端
は
尖
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
片
面
に
数

文
字
の
墨
痕
を
確
認
で
き
る
が
釈
読
は
で
き
な
い
。
Ⅳ
層
出
上
の
木
簡
。

一
二
四
号
木
簡

。
□
　
□榊

十
瑚
機
刊
□
□
□
側

・
□
　
曜
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□

□

三
七
×
Ｏ
〓
一七
）
×
五
　
〇
五

一

四
周
削
り
。　
一
端
は
方
頭
、
他
端
は
左
右
か
ら
削
っ
て
尖
ら
せ
た
も
の
が
折
損
し

て
い
る
。
両
面
に
墨
書
の
あ
る
横
材
木
簡
を
二
次
的
に
整
形
し
た
も
の
。
便
宜
上
、

尖
頭
状
を
呈
す
る
方
を
下
端
と
し
て
釈
文
を
表
記
し
た
。
両
面
と
も
に
縦
長
の
細
か

な
削
り
面
が
あ
り
、
横
材
と
し
て
複
数
文
字
が
み
ら
れ
る
。
文
字
は
い
ず
れ
も
大
振

り
で
あ
る
。
裏
面
の

「日
□
」
と
し
た
部
分
も
横
材
と
し
て
の
利
用
で
、
複
数
行
の

文
字
が
あ
る
が
、
行
数
は
確
定
で
き
な
い
。
Ⅳ
層
出
上
の
木
簡
。

一
二
五
号
木
簡

□
皮
麦
五
斗

（九
八
）
×
一
〓
一×
二
　
〇

一
九

上
端
は
折
れ
、
下
端
は
切
断
さ
れ
て
い
る
。
左
右
両
辺
削
り
。
両
面
と
も
に
縦
長

の
削
り
面
が
み
ら
れ
る
。
墨
痕
が
薄
く
、
赤
外
線
写
真
で
僅
か
に
文
字
が
み
え
る
。

「
五
斗
」
の
下
に
は
文
字
は
続
か
な
い
。
な
お
、
皮
麦
の
付
札
は
、　
一
四
四
号
木
簡

に
類
例
が
あ
る
が
、
品
目

・
数
量
に
続
け
て
地
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
記
載
順
序
が

異
な
る
。
Ⅳ
層
出
上
の
木
簡
。

一
二
六
号
木
簡

□

ｏ

（五
三
）
×
二
九
×
一
一　
〇
八

一

上
下
両
端
が
折
れ
、
左
右
両
辺
は
削
り
。
左
上
部
に
墨
痕
が
み
ら
れ
、
そ
の
下
に

穿
孔
が
あ
る
。
穿
孔
が
木
街
の
用
途
に
伴
う
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
中
央
か
ら
や

や
左
よ
り
に
あ
り
、
檜
扇
と
は
異
な
る
。
Ⅳ
層
出
上
の
木
簡
。

一
二
七
号
木
簡

・
令
目
九
今

。
■
□
九
□

（人
四
）
×
三
二
×
四
　
〇

一
九

上
端
は
左
右
か
ら
の
削
り
に
よ
っ
て
山
形
に
整
形
さ
れ
て
お
り
、
下
端
は
折
れ
て

い
る
。
両
面
に
明
瞭
な
墨
痕
が
残
る
。
表
面
と
し
た
側
は
縦
長
の
削
り
面
で
構
成
さ

れ
て
い
る
が
、
裏
面
は
細
か
い
削
り
面
が
残
る
。
裏
面

一
文
字
目
は
斜
め
の
墨
線
で

抹
消
し
て
い
る
。
表
面
は
裏
面
に
書
こ
う
と
し
た
文
字
を
再
度
正
し
く
書
こ
う
と
し

た
も
の
か
。
Ⅳ
層
出
土
の
木
簡
。
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第
五
〇
四
図
　
木
簡
実
測
図
⑤

器

一

�
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Ｔ

Ｈ

Ｈ
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Ｈ

Ｈ
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Ｌ
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蜘
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図
版
八
六

一
二

一
号
木
簡

一
三
二
号
木
簡

一
二
四
号
木
簡

一
二
五
号
木
簡

一
二
六
号
木
簡

一
二
七
号
木
簡

一
二
八
号
木
簡

一
三
〇
号
木
簡
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一
二
八
号
木
簡

・
□
□
□

。
日
□

（七

一
）
×
全
一〇
）
×
三
　
〇
人

一

上
端
は
折
れ
、
左
辺
は
割
れ
て
い
る
。
下
端
と
右
辺
は
削
り
。
表
面
と
し
た
面
に

は
削
り
面
が
み
ら
れ
る
が
、
裏
面
は
整
形
さ
れ
た
痕
跡
は
み
ら
れ
な
い
。
両
面
に
明

瞭
な
墨
書
が
あ
る
が
、
欠
損
部
が
多
く
釈
読
は
で
き
な
い
。
Ⅳ
層
出
上
の
木
簡
。

一
二
九
号
木
簡

・
＜
□
日
日
□

・
＜
日
　
　
□

（七

一
）
×
（
一　
一
）
×
三
　
〇
人

一

木
簡
を
二
次
的
に
整
形
し
、　
一
端
を
宝
珠
形
に
尖
ら
せ
て
左
右
に

一
対
の
切
り
込

み
を
入
れ
た
も
の
の
断
片
。
下
端
切
断
。
左
辺
割
れ
。　
一
面
に

「
日
」
を
連
書
す
る

が
、
呪
符
を
二
次
的
に
整
形
す
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
符
篠
で
は
な
く
習
書

と
み
ら
れ
る
。
Ⅳ
層
出
上
の
木
簡
。

一
三
〇
号
木
簡

〔由
力
〕

。
□
□
□
由
□
□
□

・
□
申

全

〓
〓
じ
×
三
〇
×
三
　
〇
八

一

上
下
両
端
折
れ
。
左
右
両
辺
削
り
。
文
字
は
比
較
的
明
瞭
だ
が
断
定
は
難
し
い
。

表
面
の
二

・
六
文
字
目
は

「東
」
ま
た
は

「束
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
三
文
字
目
は

同
じ
文
字
を
崩
し
て
記
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、　
一
文
字
日
は

「小
」
の

字
形
の
み
が
残
り
、
こ
れ
ら
と
同
じ
文
字
の

一
部
の
可
能
性
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
こ
の
木
簡
も
同
じ
文
字
を
繰
り
返
し
記
し
て
お
り
、
習
書
木
簡
の
可
能
性
が

高
い
。
Ⅳ
層
出
上
の
木
簡
。

一
三

一
号
木
簡

〔継
力
〕

。
「召
栗
永
□
　
右
為
×

使
宗
□
×

〔我
力
〕

〔知
力
〕　
　
　
〔得
力
〕

。
「□
副
使
参
向
不
□
ｘ

（二
〇
工◆
×
（四
九
）
×
四
　
〇
人

一

召
文
木
簡
の
上
部
で
、
四
片
が
接
合
す
る
。
上
端
と
左
辺
は
削
り
。
下
端
は
折
れ
、

右
辺
は
割
れ
て
い
る
。
左
辺
下
部
は
二
次
的
に
や
や
細
く
削
り
出
さ
れ
て
い
る
。
両

面
と
も
に
縦
長
の
大
き
な
削
り
面
で
整
形
さ
れ
て
い
る
。
残
存
す
る
文
字
を
中
心
に

折
り
返
す
と
幅
八

硼
程
度
と
な
り
、
長
さ
も
六
〇
硼

（二
尺
）
程
度
の
大
型
の
木
簡

で
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
。
「召
」
十
人
名
＋

「右
為
」
と
い
う
召
文
の
書
式
は
、

福
岡
県
長
野
角
屋
敷
遺
跡
出
土
木
簡
に
類
例
が
あ
る

（⑪
北
九
州
市
教
育
文
化
事
業

団
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
　
一
九
九
九

『長
野
角
屋
敷
遺
跡
し
。
板
野
郡
の
栗
直
、
栗

凡
直
、
凡
直
、
名
方
郡
の
栗
凡
直
に
つ
い
て
は
、　
三

一〇
号
木
簡
を
参
照
。
「宗
我
」

に
つ
い
て
は
、
「板
野
郡
田
上
郷
戸
主
宗
何
部
麻
呂
」
が
み
え
る

（木
簡
学
会
　
一
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九
九
八

『木
簡
研
究
』
二
〇
号
）
。
ま
た
延
喜
二

（九
〇
二
）
年
の

「板
野
郡
田
上

郷
戸
籍
」
に
は
、
栗

・
凡
直

・
粟
凡
直

・
宗
我
部
な
ど
が
み
え
て
い
る
。
Ｖ
層
出
土

の
木
簡
。

一
三
二
号
木
簡

〔栗
力
〕

〔別
納
稲
拾
束
力
〕
戸
主
□

「
ｏ
□
□
□
□
□

（
一
三
七
）
×
二
〇
×
三
　
〇
人

一

上
端
は
削
り
に
よ
つ
て
弧
状
を
呈
し
、
上
部
に
穿
孔
が
あ
る
。
右
辺
に
か
け
て
原

形
を
と
ど
め
る
が
、
下
端
は
二
次
的
整
形
の
可
能
性
が
あ
る
。左
辺
は
二
次
的
に
割

っ

た
後
に
削

っ
て
い
る
た
め
、
穿
孔
の
位
置
が
左
寄
り
に
な
っ
て
い
る
。
文
字
面
は
縦

長
の
削
り
面
で
構
成
さ
れ
る
が
、
裏
面
は
左
下
か
ら
右
斜
め
上
方
向
に
削

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
細
か
な
面
が
観
察
で
き
る
。
墨
痕
は
明
瞭
だ
が
文
字
部
分
が
欠
損
し
て
お

り
、
釈
読
は
困
難
で
あ
る
。
「果
」
に
つ
い
て
は
、　
三
二
一
号
木
簡
を
参
照
。
Ｖ
層

出
上
の
木
簡
。

一
三
三
号
木
簡

〔府
掌
等
力
〕

。
「□
□
□
解
申
可
□
火
事
□□

茎

海

廣

海

海
』

一
九
五
×
０
一六
）
×
三
　
〇

一
一

上
端
は

一
部
欠
損
し
て
い
る
が
、
削
り
に
よ
り
原
形
を
留
め
る
。
下
端
は
二
次
的

切
断

（切
り
折
り
）
の
可
能
性
が
あ
る
。
右
辺
は
二
次
的
に
削

っ
て
い
る
が
、
左
辺

は
割
裁
さ
れ
て
い
る
。
表
面
の
文
字
は
左
半
分
の
み
が
残
る
。
裏
面
は
大
振
り
の
習

書
で
、
文
字
の
左
端
部
分
を
欠
く
。
木
簡
の
裏
面
に
習
書
し
た
後
、
縦
に
割
裁
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
残
存
す
る
文
字
を
中
心
に
折
り
返
す
と
、
幅
八

硼
程
度
以
上

と
な
り
、
こ
れ
も
大
型
の
木
簡
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
。
両
面
と
も
に
縦
長
の
大

き
な
削
り
面
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
「府
掌
」
は
国
庁
の
官
人
に
は
み
え
な
い
の
で
、

問
題
を
残
す
。
国
衛
内
で
起
こ
っ
た
火
事
の
こ
と
を
申
上
し
た
も
の
か
。
裏
面
は
別

筆
で

「海
」
「廣
」
の
文
字
を
習
書
し
て
い
る
。
Ｖ
層
出
土
の
木
街
。

一
三
四
号
木
簡

「殖
栗
郷
秦
石
嶋

（
一
〇
七
）
×
一
七
×
四
　
〇

一
九

上
端
は
切
断
し
、
下
端
は
折
れ
て
い
る
。
左
右
両
辺
は
削
り
に
よ
り
原
形
を
留
め

る
が
、
左
辺
下
部
は
欠
損
し
て
い
る
。
両
面
と
も
に
縦
長
の
削
り
面
で
構
成
さ
れ
る

が
、
文
字
面
の
左
辺
上
部
に
細
か
な
削
り
面
が
み
え
る
。
文
字
は
明
瞭
。
「郷
名
十

人
名
」
の
〇
五

一
型
式
の
付
札
の
断
片
か
。
「殖
栗
郷
」
は

『和
名
類
衆
抄
』
（以
下

『和
名
抄
し

に
み
え
る
阿
波
国
名
方
東
郡
殖
栗
郷
に
あ
た
る

（八
九
六
年
の
東
西

分
割
以
前
は
名
方
郡
）
。　
〓
全

一号
木
簡
に

「殖
栗
」
、　
一
七
七
号
木
簡
に

「殖
栗
秦

人
マ
満
女
」
、　
一
人
○
号
木
簡
に
「□
栗
秦
□
□
」
、　
一
九
六
号
木
簡
に
「□
□
□

（殖

栗
郷
力
）
長
秦
」
が
み
え
て
い
る
。
秦
氏
の
事
例
と
し
て
、　
一
人
○
号
木
簡
の
ほ
か

に
、
二
〇
二
号
木
簡
に

「秦
百
足
」
が
み
え
て
い
る
。
ま
た
延
喜
二
年
の

「板
野
郡

田
上
郷
戸
籍
」
に
も
秦
氏
が
み
え
て
い
る
。
Ｖ
層
出
土
の
木
簡
。
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第
五
〇
五
図
　
木
簡
実
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図
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一
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Ｈ
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Ｈ
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日

止

一
三
八
号
木
簡
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日
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日
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Ｗ
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等
中
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一一
ヶズリ　　　　　　　　　）Ｆ‐‐‐‐「″ф［∵１‐‐‐‐．

一
四
〇
号
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一
三
二
号
木
簡

一
三
四
号
木
簡

図
版
八
七

一
二
五
号
木
簡

一
三
八
号
木
簡

一
四
〇
号
木
簡

一
三
七
号
木
簡

一
三
六
号
木
簡
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一
二
五
号
木
簡

〔雑
雑
力
〕

。
□
□
雑
雑
物
物
□

・
　

□
□
□
□
□

盆

一
八
涎

二

一更

四

〇

一
九

二
片
が
接
合
す
る
。
上
端
は
切
断
さ
れ
、
下
端
は
折
れ
て
い
る
。
左
右
両
辺
は
削

り
。
両
面
と
も
に
平
坦
に
整
形
さ
れ
る
が
、裏
面
の
墨
痕
は
薄
く
、
判
読
し
が
た
い
。

Ｖ
層
出
上
の
木
簡
。

一
三
六
号
木
簡

ロ
マ
子
人
」

（
一
一
四
）
×
一
人
×
四
　
〇
五
九

上
端
は
折
れ
て
い
る
。
左
右
両
辺
は
削
り
で
、
下
端
は
左
右
か
ら
削
っ
て
尖
ら
せ

る
。
肉
眼
で
は
文
字
面
全
体
に
墨
痕
状
の
も
の
が
黒
く
付
着
す
る
が
、
赤
外
線
写
真

に
は
写
ら
ず
、
墨
で
は
な
い
。　
一
文
字
日
は

「王
」
ま
た
は

「生
」
の
可
能
性
が
あ

り
、
姓
ミ
ブ
の
一
部
と
み
ら
れ
る
。　
一
人
六
号
木
簡
に
名
方
郡
井
上
郷
の

「生
王
マ

満
万
呂
」
、
三
七
号
木
簡

（南
）
に

「生
マ
諸
光
」
が
み
え
る
。
ま
た

「那
賀
郡
武

芸
駅
子
戸
主
生
部
東
方
戸
同
部
毛
人
」
も
み
え
る

（木
簡
学
会
　
一
九
八
七

『木
簡

研
究
』
九
号
）。
Ｖ
層
出
上
の
木
簡
。

一
三
七
号
木
簡

〔金
力
〕

×
平
賓
字
八
年
二
月
十
日
附
使
弓
金
マ
ロ
進
上
」

（二
〇
〇
）
×
全
一八
）
×
三
　
〇
人

一

上
端
は
欠
損
し
て
い
る
。
下
端
と
右
辺
は
削
り
に
よ
り
原
形
を
留
め
る
が
、
左
辺

は
割
れ
て
い
る
。
ほ
ぼ
平
坦
な
木
簡
の
片
面
に
僅
か
に
墨
書
が
あ
る
。
長
大
な
文
書

木
簡
の
末
尾
部
分
の
断
片
で
あ
ろ
う
。
天
平
賓
字
八
年
は
七
六
四
年
。
名
方
郡
井
上

郷
に
弓
金

・
弓
金
マ
が
分
布
し
て
い
た
こ
と
は
、　
一
七
二
号
木
簡
や

一
人
八
号
木

簡
、
三
四
号
木
街

（南
）
で
確
認
で
き
る
。
Ｖ
層
出
上
の
木
簡
。

一
三
八
号
木
簡

五
斗
」

（七
七
）
×
一
四
×
三
　
〇
五
九

上
端
は
折
れ
、左
右
両
辺
と
下
端
は
削
り
。
下
端
は
左
右
か
ら
削
っ
て
尖
ら
せ
る
。

両
面
と
も
、
ほ
ぼ
平
坦
な
木
簡
で
墨
痕
は
明
瞭
に
み
え
る
。
「
五
斗
」
と
の
み
記
し
、

一
一
〇
号
木
簡
の
記
載
様
式
と
異
な
る
。
Ｖ
層
出
上
の
木
簡
。

一
二
九
号
木
簡

。

（絵
力
）

・
　

　

日
　
□

（
〓

〓
こ

×
一
九
×
五
　
〇
六
五

上
端
は
折
れ
、
下
端
は
切
断
さ
れ
て
い
る
。
左
右
両
辺
は
二
次
的
整
形
の
可
能
性
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が
あ
る
。
両
面
に
僅
か
に
墨
痕
が
残
る
が
釈
読
は
出
来
な
い
。
Ｖ
層
出
上
の
木
簡
。

一
四
〇
号
木
簡

〔人
万
力
〕

「□
□
郷
□
□

（六
四
）
×
一
七
×
一
　
〇
人

一

上
端
と
左
右
両
辺
は
削
り
。
下
端
折
れ
。
上
端
は
山
形
に
削
る
。
「八
」
に
あ
た

る
部
分
は
シ
ミ
が
多
数
あ
り
、
墨
痕
は
判
然
と
し
な
い
。
「八
万
郷
」
は

『和
名
抄
』

に
み
え
る
阿
波
国
名
方
東
郡
八
万
郷
に
あ
た
る
。
徳
島
市
中
心
部
か
ら
、
や
や
東
南

の
眉
山
南
麓
に
徳
島
市
八
万
町
が
広
が
っ
て
い
る
。郷
名
に
続
く
二
文
字
は
「海
マ
」

の
可
能
性
が
あ
り
、
「郷
名
＋
人
名
」
の
付
札
の
類
例
の
一
つ
。
Ｖ
層
出
土
の
木
簡
。

一
四

一
号
木
簡

「
＜
生
螺
百
貝
」

一
二
〇
×
二

一
×
四
　
〇
三
二

完
形
の
付
札
木
簡
。
上
部
に
切
り
込
み
が
施
さ
れ
て
い
る
。
文
字
面
は
ほ
ぼ
平
坦

だ
が
、
左
側
に
細
か
な
削
り
面
が
残
る
。
裏
面
は
縦
長
の
面
の
み
で
構
成
さ
れ
、
や

や
右
下
が
り
の
刻
線
が

一
〇
本
引
か
れ
て
い
る
。
単
な
る
傷
と
は
思
わ
れ
ず
、
荷
物

の
チ
ェ
ッ
ク
に
関
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
「螺
」
が

一
〇
個
単
位
で

一

〇
の
荷
物
に
梱
包
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
「螺
」
は
巻
貝
の

一
種
の
総

称
。
カ
ワ
ニ
ナ

・
ウ
ミ
ニ
ナ

・
イ
ソ
ニ
ナ
な
ど
が
あ
る
。
現
在
で
も
吉
野
川
の
河
口

か
ら

一
〇
ｋｍ
ほ
ど
は
汽
水
界
で
、
春
先
に
は
潮
干
狩
り
の
光
景
が
み
ら
れ
る
。
「貝
」

が
数
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。
阿
波
国
衛
と
旧
吉
野
川
の
距
離

は

「生
螺
」
を
運
べ
る
ほ
ど
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
国
衛
所
在
地
の
名
方

郡
に
海
直
が
分
布
し
て
い
た

（『
日
本
三
代
賃
録
』
貞
観
六
年
四
月
二
十
二
日
条
）
。

Ｖ
層
出
上
の
木
簡
。

一
四
二
号
木
簡

〔海
部
力
〕

□
□
□
□
日
　
□

（
一
〇
六
）
×
二
〇
×
二
　
〇
人

一

上
下
両
端
は
折
れ
。
左
右
両
辺
の
み
に
削
り
。
ほ
ぼ
平
坦
な
木
簡
の
片
面
に
、
僅

か
に
墨
痕
が
あ
る
。
三
文
字
目
は

「也
」
ま
た
は

「是
」
を
寿
ら
に
も
つ
文
字
。
Ｖ

層
出
上
の
木
簡
。

一
四
三
号
木
簡

「多
比
魚
廿
口
国
」

一
一
二
×
二
〇
×
五
　
〇

一
一

四
周
削
り
。
完
形
の
木
簡
。
「多
比
」
は
鯛
の
こ
と
。
「多
比
魚
」
は
例
が
少
な
い

が
、
藤
原
宮
跡
出
土
木
簡
に

「多
比
魚
十
五
斤
」
と
い
う
類
例
が
あ
る

（奈
良
県
教

育
委
員
会
　
一
九
六
人

『藤
原
宮
跡
出
土
木
簡
概
報
し
。
単
位
が
口
で
あ
る
の
は
、

「多
比
」
の
容
器
に
付
け
た
木
簡
だ
か
ら
か
。
末
尾
の
文
字
は
「国
」
で
問
題
な
い
。

国
府
用
の
意
か
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
併
設
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
名
方
郡
家
が
念
頭

に
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
Ｖ
層
出
土
の
木
簡
。
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一
四
四
号
木
簡

〔佐
比
力
〕

。
「
＜
皮
麦
五
斗
阿
波
郡
□
□

。
「
＜
　
　
　
　
　
八
月
七
□

（九
七
）
×
一
七
×
四
　
〇
三
二

上
端
と
左
右
両
辺
は
削
り
。
下
端
折
れ
。
「皮
麦
」
は
大
麦
の

一
系
統
で
、
裸
麦

に
対
応
す
る
。
「佐
比
」
は

『和
名
抄
』
に
は
対
応
す
る
郷
名
は
み
え
な
い
が
、
六

〇
号
木
簡

（南
）
に

「佐
井
五
十
戸
」
が
み
え
る
の
と
関
係
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

但
し
、
同
木
簡
に

「佐
井
五
十
戸
」
と
並
ん
で
み
え
る

「波
（
五
十
戸
」
と

「高
志

五
十
戸
」
は
と
も
に
名
方
郡
内
に
対
応
す
る
郷
名
が
あ
る
の
で
、
「佐
井
五
十
戸
」

も
阿
波
郡
の
郷
名
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、
阿
波
国
阿
波
郡
の
小
麦
の
付

札
が
平
城
京
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る

（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
　
一
九
九
五

『平

城
京
木
簡
』

一
十

一
二
六
）
。　
三

一五
号
木
簡
に

「□
皮
麦
五
斗
」
が
み
え
る
。
Ｖ

層
出
上
の
木
簡
。

一
四
五
号
木
簡

「
＜
日
　
□
」

一
三
六
×
二
九
×
五
　
〇
三
二

完
形
の
付
札
木
簡
で
あ
る
が
、
裏
面
の
上
部
が
欠
損
し
剥
離
し
て
い
る
。
両
面
と

も
に
縦
長
の
削
り
面
で
構
成
さ
れ
る
が
、
下
端
に
小
さ
な
削
り
面
が
み
ら
れ
る
。
片

面
に
薄
い
墨
痕
を
確
認
で
き
る
の
み
で
釈
読
は
出
来
な
い
。
Ｖ
層
出
上
の
木
簡
。

一
四
六
号
木
簡

五
斗

『知
牛
万
呂
』

」

（
一
〇
四
）
×
二
人
×
四
　
〇
五
九

上
端
の
大
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
。
下
端
は
左
右
両
側
か
ら
削

っ
て
尖
ら
せ
る
。

基
本
的
に
縦
長
の
削
り
面
で
構
成
さ
れ
る
が
、
文
字
面
の
方
が
や
や
細
か
な
整
形
が

施
さ
れ
る
。
郷
名
の
み
の
米
の
付
札
か
。
「知
」
は
担
当
者
を
示
す
可
能
性
が
あ
る
。

Ｖ
層
出
土
の
木
簡
。

一
四
七
号
木
簡

「
＜
忌
部
郷
長
上

戌

（八
〇
）
×
九
×
五
　
〇
三
九

下
端
が
欠
損
し
た
付
札
で
あ
る
。
非
常
に
幅
が
狭
く
、
切
り
込
み
が
浅
い
特
異
な

形
状
を
し
て
い
る
。
両
面
と
も
平
坦
に
整
形
さ
れ
て
い
る
。
習
心部
郷
」
は
阿
波
国

麻
殖
郡
内
の
郷
名
。
「郷
長
上
」
は
郷
長
が
貢
進
主
体
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
み
ら

れ
る
。
郷
長
が
貢
進
主
体
と
な
る
付
札
は
稀
で
あ
る
が
、
平
城
京
出
土
木
簡
に
は
類

例
が
あ
る

（奈
良
文
化
財
研
究
所
　
一
一〇
〇

一
『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報

⑭
』
五
二
な
ど
）
。
「蔑
」
と
し
た
文
字
は
、
草
冠
に

「
口
」
を
四
つ
書
く
字
形
。
「蔑
」

は

「葦
」
に
同
じ
。
「蔑
」
の
付
札
は
類
例
が
な
い
。
召
心部
郷
」
は
阿
波
忌
部
氏
の

本
拠
地
で
、と
口
野
川
市
山
川
町
忌
部
山
を
中
心
と
し
た

一
帯
。
延
喜
式
神
名
帳
に
は
、

同
郡
に
名
神
大
社
の
忌
部
神
社
が
み
え
て
い
る
。
中
世
に
は
山
崎
市

（忌
都
市
）
が

立
っ
て
賑
わ
っ
た
。
神
社
の
裏
山
に
あ
た
る
忌
部
山
に
は
忌
部
山
古
墳
群
が
所
在
す

る
。
Ｖ
層
出
土
の
木
簡
。
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一
四
八
号
木
簡

・
櫻
間
漢
人
福
継

〔得
力
〕

・
□
□

（
一
〇
二
）
×
盆

六
）
×
二
　
〇
人

一

上
端
は
折
れ
。
下
端
は
本
来
尖

っ
て
い
た
も
の
を
、
二
次
的
に
削

っ
て
平
ら
に
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
左
右
両
辺
は
割
れ
て
い
る
。
文
字
面
は
比
較
的
平
ら
で
削
り
面

が
少
な
い
が
、
裏
面
は
全
面
を
縦
長
の
削
り
で
整
形
さ
れ
る
。
裏
面
に
も
薄
い
墨
痕

が
あ
る
。
「郷
名
十
人
名
」
の
付
札
の
類
例
の
一
つ
。
「櫻
間
」
は
阿
波
国
名
方
郡
内

の
郷
名
。
櫻
間
郷
は

一
六

一
号
木
簡
、　
一
人
五
号
木
簡
、　
一
人
七
号
木
簡
、
二

一
一

号
木
簡

（「櫻
間
里
」
と
す
る
）
に
も
み
え
る
。
「櫻
間
」
の
地
名
は
、
現
在
も
徳
島

市
国
府
町
桜
間
と
し
て
残
り
、
す
ぐ
西
側
の
石
井
町
高
川
原
に
桜
間
神
社
が
鎮
座
し

て
い
る
。
「漢
人
」
の
氏
名
は
三
〇
号
木
簡

（南
）
、
六
六
号
木
簡

（南
）
に
、
ま
た

那
賀
郡
に
も
漢
人
姓
が
み
え
て
い
る

（『大
日
本
古
文
書
』

一
五
十
二
七
、
二
五
十

一
四
人
）
、
延
喜
二
年
の

「板
野
郡
田
上
郷
戸
籍
」
に
は
漠
人
直
が
み
え
る
。
Ｖ
層

出
上
の
木
簡
。

一
四
九
号
木
簡

「
＜
阿
波
國
進

御
贄
甲
厩
壱
缶
＜
」

（
〓

〓
一
×
一
五
∠
二
　
〇
三

一

二
片
に
分
離
し
中
間
を
僅
か
に
欠
く
が
、
ほ
ぼ
完
形
⌒∪
上
下
両
端
に
は
、
阿
波
国

の
贄
に
特
徴
的
な
台
形
状
の
切
り
込
み
を
作
ろ
う
と
す
る
意
図
が
み
え
る
。
両
面
は

縦
長
の
削
り
に
よ

つ
て
整
形
し
、
裏
面
の
下
半
分
に
斜
め
方
向
の
削
り
面
が
み
え

る
。
平
城
宮
跡
内
裏
北
外
郭
官
衡
の
土
坑
Ｓ
Ｋ
八
二
〇
出
上
の
阿
波
国
の
贄
の
木
簡

に
非
常
に
似
た
書
風
を
示
す

（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
　
一
九
六
六

『平
城
宮
木

簡
』

一
十
四
〇
三
）。
二
条
大
路
木
簡
に
阿
波
国
の
贄
で
ウ
ニ
の
付
札
が
出
土
し
て

い
る

（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
　
一
九
九
〇

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報

の
し
。
ウ
エ
に
つ
い
て
は
、
延
喜
主
計
式
に
棘
甲
扇

。
甲
成
と
表
記
す
る
。
徳
島
県

南
部
の
海
部
郡
美
波
町
な
ど
で
は
ウ
ニ
の
漁
獲
量
が
多
く
、
馬
糞
ウ
ニ
は
加
工
し
て

ビ
ン
詰
と
し
、
出
荷
さ
れ
て
い
る
。
Ｖ
層
出
上
の
木
簡
。

一
五
〇
号
木
簡

□
□
□
□
□
□
如
何

□
□
□
□

（
一
七
四
）
×
二
四
×
五
　
〇
四
九

上
端
折
れ
。
下
端
は
二
次
的
整
形
の
後
、
折
れ
て
表
面
が
剥
離
し
て
い
る
。
左
右

両
辺
の
削
り
に
よ
つ
て
封
絨
状
を
呈
す
る
が
、
裏
面
は
割
り
の
ま
ま
で
は
な
く
、
縦

長
の
削
り
面
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
文
字
面
は
基
本
的
に
は
縦
長
の
削
り
面
で
構
成

さ
れ
る
が
、
下
端
部
に
細
か
な
整
形
が
み
ら
れ
る
。
左
上
部
の
削
り
面
に
よ
つ
て
、

文
字
の
左
半
分
が
削
り
取
ら
れ
て
い
る
。
割
り
を
入
れ
る
前
の
封
絨
木
簡
の
未
製
品

に
習
書
し
た
も
の
か
。
Ｖ
層
出
上
の
木
街
。
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第
五
〇
六
図
　
木
簡
実
測
図
⑦

一
四

一
号
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
・

一
四
二
号
木
簡

�

一　
　
　
一　
　
　
一
四
七
号
木
簡

囲
∩
陶
阿
図
腑
凰
図
嘲
‐‐
昌
□

一　

　

　

　

一

∩
Ｍ
凹
И
日
円
Ｗ

一　
　
　
　
　
　
一
一
四
八
号
木
簡

師
１０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

５

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０

Ｆ

Ｈ

Ｉ Ｉ

Ｈ

Ｈ

Ｉ Ｉ

Ｌ

Ｔ

Ｈ

日

Ｈ

日

円

止

一
一
四
九
号
木
簡
　
　
　
　
　
・

一
四
三
号
木
簡

　

・

Ⅷ

′  7

崇一い中櫛一̈̈【『中̈̈［̈̈ｉｆｉ‐‐］］【【［̈中［̈『‐‐‐‐‐‐‐Ｉ‐‐ＩＩ］中いい】中”一や一̈
一

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

町

一
四
五
号
木
簡

一
五

一
号
木
簡

獅　　　　　　　　　　　　‐０　　　　　　　　　　　　０

Ｆ

Ｈ

Ｉ Ｉ

田

Ｈ

Ｉ Ｉ

止

ｒ

Ｈ

日

Ｈ

田

日

止

〕］
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一
四
二
号
木
簡

一
四
四
号
木
簡

図
版
八
八

一
四
五
号
木
簡

一
四
六
号
木
簡

一
四
七
号
木
簡

一
四
八
号
木
簡

一
四
九
号
木
簡

一
五
〇
号
木
簡

一
五

一
号
木
簡
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¬  巧

木
簡

一
五

一

買
根
道
見

□
□
　
　
□

□

□
道
道
道
道
道
前
」

〔易
ヵ
〕

〔易

道

道
力
〕

軍
相
力
〕

。
「日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
□
□
□
」

三
二
五
Ｘ
全
ご
じ
×
七
　
〇
八

一

上
下
両
端
と
右
辺
は
削
り
に
よ
り
原
形
を
留
め
る
が
、
左
辺
は
割
れ
て
い
る
。
右

辺
の
下
端
か
ら
三
分
の

一
ほ
ど
が
割
れ
て
、
全
体
的
に
左
に
折
れ
曲
が
っ
た
形
に

な
っ
て
い
る
。
両
面
と
も
に
平
坦
で
、表
面
中
央
部
の
墨
痕
は
非
常
に
明
瞭
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
二
行
日
は
墨
色
が
薄
い
。
習
書
木
簡
。
「根
道
」
は
人
名
か
と
も
思

わ
れ
る
が
、
「根
」
の
字
が
や
や
小
さ
く
、
問
題
を
残
す
。
Ｖ
層
出
上
の
木
簡
。

一
五
二
号
木
簡

見
残
薪
十
七
荷
」

（九
七
）
×
全
〓
し
×
四
　
〇
人

一

上
端
は
折
れ
、
下
端
は
削
り
に
よ
つ
て
整
形
さ
れ
て
い
る
。
左
右
両
辺
が
割
れ
、

左
辺
下
部
に
切
り
込
み
の
痕
跡
が
残
る
。
薪
の
数
量
を
書
い
た
付
札
状
の
木
簡
を
、

用
途
不
明
の
木
製
品
に
再
加
工
し
た
も
の
。
文
字
面
は
縦
長
の
削
り
面
で
構
成
さ
れ

る
が
、
裏
面
は
ほ
ぼ
平
坦
で
あ
る
。
「見
」
は

「現
」
の
省
画
か
。
Ｖ
層
出
土
の
木

簡
。

一
五
三
号
木
簡

「□
□
□
□
□

全

一
五
）
×
二
五
×
七
　
〇

一
九

上
端
と
左
右
両
辺
は
削
り
に
よ
り
原
形
を
留
め
る
が
、
下
端
は
折
れ
て
い
る
。
両

面
と
も
に
幅
の
狭
い
縦
長
の
削
り
面
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
特
に
裏
面
は
削
り
が
多

く
、
断
面
形
が
凸
レ
ン
ズ
状
を
呈
す
る
。
特
異
な
字
体
で
書
か
れ
て
お
り
、
釈
読
で

き
な
い
が
、
二
文
字
目
は

「止
」
「乞
」
な
ど
、
四
文
字
目
は

「直
」
の
可
能
性
が

あ
る
。
Ｖ
層
出
土
の
木
簡
。

一
五
四
号
木
簡

〔嶋
力
〕

。
「□
□
□
□
□
□
□
□
」

。
「　
　
　
　
　
　
口
□
」

一
六
六
×
一
五
×
四
　
〇
五

一

完
形
。
四
周
削
り
、
上
端
は
両
角
を
削
り
落
と
し
て
弧
状
に
整
形
し
、
下
端
は
左

右
両
側
か
ら
削

っ
て
尖
ら
せ
て
い
る
。
裏
面
は
黒
色
を
呈
し
、
何
か
を
塗
布
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。
両
面
に
薄
く
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
が
、
釈
読
は
で
き
な
い
。
表

面

一
文
字
目
は

「井
」
ま
た
は

「（
」
、
五
文
字
目
は

「多
」
、
七
文
字
目
は

「糸
」
、

「束
」
、
「東
」
な
ど
の
可
能
性
が
あ
る
。
形
状
か
ら
は

「郷
名
十
人
名
」
の
付
札
の

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
本
事
例
の
よ
う
に
、
上
端
を
弧
状
に
整
形
し
、
下
端
を
尖

ら
せ
た
可
能
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
、　
一
人
八
号
木
簡
、
二
〇
〇
号
木
簡
、
二
号
木

簡

（南
）
、
九
号
木
簡

（南
）
、
五
四
号
木
簡

（南
）
な
ど
が
あ
る
。
Ｖ
層
出
土
の
木

簡
。
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一
五
五
号
木
簡

。
「日

　

　

　

□

。
「日

　

　

　

□

（九
三
）
×
二
六
×
七
　
〇
六

一

題
鏡
軸
の
題
鉄
部
分
で
あ
る
。
軸
部
は
根
本
か
ら
折
れ
て
い
る
。
題
鎖
部
の
長
さ

は
約
八
五

剛
で
異
例
に
長
大
で
あ
る
が
、
長
岡
京
跡
出
土

「東
院
内
候
所
収
帳
」
の

題
箋

（木
簡
学
会
　
一
一〇
〇

一
『木
簡
研
究
』
二
三
号
）
に
類
例
が
あ
る
。
両
面
と

も
縦
長
の
削
り
面
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
墨
痕
が
薄
く
釈
読
困
難
で
あ
る
が
、
両
面

に
文
字
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｖ
層
出
土
の
木
簡
。

一
五
六
号
木
簡

日
　
□
「
□
□
□
□
…
…
□
□
□
□
□
」（八

六
十
八
〇
）
×
一
六
×
五
　
〇

一
九

合
計
五
片
が
接
合
す
る
が
、
中
間
部
分
を
欠
損
す
る
。
上
端
は
切
断
さ
れ
、
下
端

は
削
り
。
左
右
両
辺
は
二
次
的
削
り
に
よ
つ
て
細
く
な
っ
て
い
る
。
表
裏
両
面
に
細

か
な
削
り
面
が
連
続
し
て
い
る
。
上
部
の
文
字
の
右
側
に
は
、
線
状
の
墨
痕
が
残
る

が
文
字
に
は
な
ら
な
い
。
文
字
の
多
く
は

「反
」
あ
る
い
は

「支
」
の
よ
う
な
字
形

を
芽
に
も
つ
が
、
左
半
分
を
欠
き
釈
読
は
で
き
な
い
。
下
部
は
二
行
の
可
能
性
も
あ

る
。
Ｖ
層
出
上
の
木
簡
。

一
五
七
号
木
簡

。
□
□
□
□
□

。
日
　
　
　
□

（九
八
）
×

（五
）
×
六
　
〇
人

一

上
下
両
端
は
折
れ
。
左
右
両
辺
は
二
次
的
に
割
裁
さ
れ
、
断
面
形
状
は
文
字
面
よ

り
も
側
面
の
方
が
広
い
長
方
形
を
呈
す
る
。
表
面
の
文
字
は
、
い
ず
れ
も
偏
の
み
残

る
が
釈
読
は
で
き
な
い
。裏
表
で
天
地
が
逆
の
可
能
性
が
あ
る
。
Ｖ
層
出
上
の
木
簡
。

一
五
八
号
木
簡

〔埴
土
　
　
大
茂
力
〕

「□
□
□
□
□
□
大
麦
五
斗
」

九
九
×
二
五
×
三
　
〇
五

一

上
端
は
切
断
。
左
右
両
辺
は
削
り
。
左
の
上
端
は
角
を
少
し
削
り
、
下
端
は
左
右

両
側
か
ら
の
削
り
に
よ
つ
て
尖
ら
せ
る
。
両
面
と
も
に
細
い
縦
長
の
削
り
で
整
形
さ

れ
て
い
る
。
「埴
土
」
は
阿
波
国
名
方
郡
内
の
郷
名
。
「大
麦
」
の
上
の

「大
茂
」
は

人
名
の

一
部
か
。
「郷
名
＋
人
名
」
の
大
麦
の
付
札
で
あ
ろ
う
。
左
辺
上
部
の
角
が

切
り
落
と
さ
れ
て
お
り
、
切
り
込
み
の
痕
跡
の
可
能
性
が
あ
る
。
高
山
寺
本

『和
名

抄
』
で
は
、
名
方
西
郡

（名
西
郡
）
に

「埴
郷
」
を
掲
げ
て
い
る
が
、
刊
本
で
は

「埴

土
郷
」
と
す
る
。
六
〇
号
木
簡

（南
）
に

「波
（
五
十
戸
」
が
み
え
る
。
大
麦
の

一

系
統
で
あ
る
皮
麦
に
つ
い
て
は
、　
一
四
四
号
木
簡
を
参
照
。
Ｖ
層
出
土
の
木
簡
。
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一
五
三
号
木
簡

第
五
〇
七
図
　
木
簡
実
測
図
③

一
五
二
号
木
簡

一
五
四
号
木
簡

一

付

――

キ‐

キ‐

キ‐

キー

博

�

＝

―――

‐――

―――

―Ｉ

Ｊ

一
五
五
号
木
簡

刊
］叢一

五
六
号
木
簡

一　
　
一
五
七
号
木
簡

Ｈ
ＩＩ
胎
旧
旧
―――
円
旧
―ＩＩ
ＩＩ‐
――‐
――‐
――‐
Ｖ‐
□
団
Ｈ
ｈｉ
Ｈ
阿
ＩＩ
リ

ーＩ
Ｈ

伊ヽ

一

い‐‐中中
《‐‐‐‐‐‐‐‐‐田田‐Ｉ‐‐‐‐‐‐‐円‐‐‐‐‐‐Ｉ‐‐Ⅲ‐‐‐Ⅲ‐‐‐‐‐ｉ‐―‐剛剛Ⅷ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐Ｉ削Ⅲ‐‐‐‐‐‐‐Ｉ‐Ⅲ‐‐‐‐‐‐Ｉ‐‐１‐‐Ｉ‐‐削〕
山Ｉ‐中‐‐

‐‐山山
‐‐　
〔ｆ‐‐田‐‐Ｉ田‐‐‐‐‐‐旧‐‐‐旧旧旧旧旧旧旧‐‐‐陶旧‐‐ｉЛ田旧旧旧旧旧旧‐‐‐旧旧旧旧‐‐‐旧円円ＩＩＩ‐‐‐１１‐型
‐‐‐‐‐‐１‐

‐‐Ｈ

∩
―――
―１
７
‐
旧
‐‐‐
――Ｉ
Ⅲ
ＩＩＩ
ＩＩ‐
円
凹

Ｈ
‐‐

揃　　　　　　　　　　　５　　　　　　　　　　　０

Ｆ

＝

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｌ

Ｔ

日

Ｈ

円

日

止

一　
　
　
　
　
　
一
五
八
号
木
簡

・　　　　　　一

一
五
九
号
木
簡

一　
　
一
六
〇
号
木
簡

ａ

日
Ｈ
日
日
ｍ
日
日
Ｍ
ＩＩＩ
□

目

国

一

日

＝

――

口

日

――

―‐

Ｕ

日

――

旧

円

阿

脚

Ｍ

凹

日

日

剛

―――

―――

州

――

ロ

II

・

―

=
=― ・

| | | |

―

線
ケ
ズ
リ
　
　
　
　
＼
ヽ
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図
版
八
九

一
五
五
号
木
簡

一
五
四
号
木
簡

一
五
六
号
木
簡

一
六
〇
号
木
簡

一一
．絣

一
五
七
号
木
簡

一
五
九
号
木
簡

一
五
人
号
木
簡
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一
五
九
号
木
簡

「大
□
石

（七
五
）
×
全

四
）
×
四
　
〇
人

一

上
端
と
左
辺
は
削
り
に
よ
り
原
形
を
留
め
る
が
、
下
端
は
折
れ
右
辺
も
割
れ
て
い

る
。
裏
面
上
端
が
黒
く
塗
ら
れ
て
い
る
が
、
墨
に
よ
る
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
人

名
か
。
Ｖ
層
出
上
の
木
簡
。

一
六
〇
号
木
簡

・
日
　
□

・
日
　
□

人

一
×
七
×
六
　
〇

一
一

完
形
。
四
周
と
も
二
次
的
な
削
り
に
よ
つ
て
整
形
さ
れ
、
断
面
形
状
が
正
方
形
を

呈
す
る
。
二
条
大
路
木
簡
の
算
木
と
考
え
ら
れ
て
い
る
木
簡

（「安
」
「左
」
な
ど
と

墨
書
の
あ
る
も
の
。
こ
の
う
ち

「安
」
と
あ
る
も
の
に
特
に
酷
似
す
る
。
木
簡
学
会

編
　
一
一〇
〇
三

『
日
本
古
代
木
街
集
成
し

と
形
状
が
類
似
す
る
。
Ｖ
層
出
土
の
木

簡
。

一
六

一
号
木
簡

「櫻
聞
物
マ
ロ
嶋
」

一
四

一
×
一
九
∠

二
　
〇
五

一

完
形
。
上
端
は
弧
状
に
整
形
さ
れ
、
下
端
は
左
右
両
側
か
ら
の
削
り
に
よ
つ
て
尖

ら
せ
る
。
両
面
に
は
削
り
は
み
ら
れ
な
い
が
、
ほ
ぼ
平
坦
で
あ
る
。
中
央
部
で
分
離

し
て
表
面
の
一
部
が
剥
離
し
て
い
る
。
「櫻
間
」
は
阿
波
国
名
方
郡
内
の
郷
名
。
「郷

名
十
人
名
」
の
付
札
。
人
名
は

「網
嶋
」
ま
た
は

「継
嶋
」
か
。
櫻
間
郷
に
つ
い
て

は

一
四
人
号
木
簡
、阿
波
国
の
物
部
は
九

一
号
木
簡
の
項
を
参
照
。淡
路
国
津
名
郡
、

土
佐
国
香
美
郡
に
物
部
郷
が
み
え
、
注
目
さ
れ
る
。
Ｖ
層
出
上
の
木
簡
。

一
六
二
号
木
簡

「殖
栗
長
谷
宮
成

全

一
九
）
×
全

一
）
×
一
　

〇
人

一

細
長
く
薄
い
木
簡
の
片
面
に
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
。
上
端
と
左
辺
は
削
り
に
よ

り
原
形
を
留
め
て
い
る
が
、
下
端
は
折
れ
、
右
辺
の
上
部
は
欠
損
し
て
い
る
。
「殖

栗
」
は
阿
波
国
名
方
郡
内
の
郷
名
。
「郷
名
十
人
名
」
の
〇
五

一
型
式
の
付
札
の
断

片
か
。
殖
栗
郷
に
つ
い
て
は

一
三
四
号
木
簡
を
参
照
。
阿
波
国
に
お
け
る

「長
谷
」

は
初
見
史
料
。
Ｖ
層
出
土
の
木
簡
。

一
六
三
号
木
簡

「□
□
□
公

（五
四
）
×
一
五
×
三
　
〇

一
一

上
端
は
切
断
さ
れ
、
下
端
は
折
れ
て
い
る
。
左
右
両
片
は
削
り
に
よ
る
。
文
字
面

は
平
坦
で
整
形
は
み
ら
れ
な
い
が
、
裏
面
に
は
縦
長
の
削
り
面
が
み
ら
れ
る
。
Ｖ
層

出
土
の
木
簡
。

―-40-一



一
六
四
号
木
簡

。
□
□
日
□

・
　

日
□

八
〇
×
六
×
五
　
〇

一
一

上
下
両
端
は
切
断
、左
右
両
辺
は
削
り
。
断
面
が
正
方
形
に
近
い
形
状
を
呈
す
る
。

い
ず
れ
も
二
次
的
な
整
形
と
み
ら
れ
る
が
、
比
較
的
加
工
が
粗
い
。
一
六
〇
号
木
簡
、

三

一
〇
号
木
簡
な
ど
と
と
も
に
、
算
木
と
み
ら
れ
る
木
簡
に
形
状
が
類
似
す
る
。
表

面

一
文
字
目
は

「殿
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
二
文
字
目
は
禾
部

（
の
ぎ
へ
ん
）
の
文

字
。
二
文
字
に
分
か
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
Ｖ
層
出
上
の
木
簡
。

一
六
五
号
木
簡

十
七
又
十
束
六

（刻
書
）

（七
三
）
×
一
四
×
三
　
〇
八

一

上
下
両
端
が
折
れ
、
左
右
両
辺
は
削
り
で
丁
寧
に
面
取
り
を
施
す
。
刻
書
に
よ
っ

て
文
字
を
記
し
て
い
る
。
稲
の
数
量
を
連
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
Ｖ
層
出
上
の
木

簡
。

一
六
六
号
木
簡

・
□
□
　
　
　
　
　
　
　
□

。
　
　
　
　
　
日
　
　
□

（
一
四
六
）
×
五
×
七
　
〇
人

一

上
下
両
端
は
折
れ
て
い
る
。
左
右
両
辺
は
二
次
的
に
割
裁
さ
れ
て
、
断
面
形
状
が

文
字
面
よ
り
も
側
面
の
幅
が
広
い
長
方
形
を
呈
す
る
。
文
字
の
一
部
が
確
認
で
き
る

が
、
釈
読
で
き
な
い
。
Ｖ
層
出
土
の
木
簡
。

一
六
七
号
木
簡

。
□
□
□
　
　
日
　
回

。　
　
　
　
　
　
□

（九

一
）
×
五
×
七
　
〇
人

一

上
端
は
切
断
さ
れ
、
下
端
は
折
れ
て
い
る
。
左
右
両
辺
は
二
次
的
に
割
裁
さ
れ
て
、

断
面
形
状
が
正
方
形
を
呈
す
る
。
三
片
が
接
合
す
る
が
、
文
字
の

一
部
が
確
認
で
き

る
の
み
で
あ
る
。
表
面

一
文
字
目
は
横
画
を
六
本
も
つ
文
字
。
「軍
」
な
ど
の
可
能

性
が
あ
る
。
Ｖ
層
出
上
の
木
簡
。

一
六
八
号
木
簡

「日

　

　

□

（
一
三
一じ
Ｘ
盆

一
）
×
二
　
〇

一
一

二
片
が
接
続
す
る
。
上
端
と
左
辺
は
削
り
。
下
端
は
折
れ
、
右
辺
は
割
れ
て
い
る
。

両
面
と
も
に
平
坦
だ
が
、
上
部
に
小
さ
な
削
り
面
が
み
ら
れ
る
。
Ｖ
層
出
土
の
木
簡
。

一
六
九
号
木
簡

日
　
　
　
□
」

（
一
四
七
）
×
全

六
）
×
六
　
〇
八

一
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第
五
〇
八
図
　
木
簡
実
測
図
③

一
六

一
号
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一

一

Ｒ

日

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｗ

的

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

＝

Ｈ

川

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

＝

Ｕ

一
六
二
号
木
簡

一
六
五
号
木
簡

・　
　
　
　
　
　
一
六
七
号
木
簡

Ｈ

ｎ

Ｈ

日

円

Ｈ

Ｈ

Ｈ

＝

ｕ

山‐‐出

□

一

‐‐中【中　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

‐‐［‐‐‐‐

Ｈ

足

Ｍ

Ｉ Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ Ｉ

ＩＩ ‐ ‐

―― ――

‐― ―Ｉ

Ｎ

‐ ｉ

冊

И

口

＝

Ｕ

＝

Ｈ

Ｈ

∩
―――

―――

―――Ｉ

Ｍ

‐――

―――

―――

側

測

Ｈ

一
六
八
号
木
簡

一
工
〈
工
〈
口

，
大
す
間

　
　
　
　
脚

田
田
田
日
日
日
日
日
円
日‐

中Ｐ
円
Ｈ
田
Ｈ
日
日
日
凹
Ｈ
『

．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欠
損

日
――
衛
Ｈ

日

岡

日

Ｍ

ＩＩＩ

悧

日

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

ツ

川

‐‐

□

一

日

ｌ ｉ

脚

腑

内

脚

‐ ‐ ‐ ‐

‐ ‐ ‐ ‐

‐ ― ‐ ‐

― ― ― ―

‐ ‐ ― ‐

― ― ‐ ‐

Ｉ Ｉ ‐ ‐

― ― ‐ ‐

― ― ‐ ‐

Ｉ Ｉ ‐ ―

‐ ‐ ― ―

‐ ‐ ― ―

‐ ― ‐ ‐

Ｉ Ｉ ‐ ‐

Ⅲ

脚

Ｉ ‐ ‐ ‐

‐ ‐ ‐ ‐

― ― ‐ ―

‐ ‐ ― ―

―― ‐ ‐

―‐ Ｉ Ｉ

‐ ‐ Ｉ Ｉ

‐ ‐ ― ―

‐ ‐ ― ―

‐ ‐ ― ―

‐ ‐ Ｉ Ｉ

‐‐ Ｉ Ｉ

‐‐ Ｉ Ｉ

‐ ‐ ｌ ｌ

ｙ

Ч

Ｈ

日

Ｈ

日

‐ ｉ

闇

Ｈ

脚

周

― ―

― ――

悧

脚

― Ｉ

Ｈ

Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ

Ｈ

Ｉ Ｉ

悧

― ――

― ――

― ――

‐ ――

即

―

‐

Ｈ

中四
閥
脚
――――
――――
‐‐―Ｉ
Ｍ
ＩＩＩＩ
ＩＩＩ‐
脚
脚
悧
―――ィ
ーーーー
ーー‐‐
――――
‐‐――
‐‐――
‐‐――
判
ｈ
ｌ‐

一　
一
七

一
号
木
簡

一
六
三
号
木
簡

一

中学

一
六
四
号
木
簡

一

旧
制
――Ｉ
Ⅲ
川
旧
Ｈ
Ｉキー
ーーー
脚
刷
Ｕ

Ｂ

一

旧

―――

―――

旧

Ｍ

‐―――

―――‐

ｕ

∩
―――
―――
――
ケ
ー
胴
―――
脚
Ｍ
Ｕ

同
Ｈ
日
日
円
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｕ

量一
七
〇
号
木
簡
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li嵐

一
六

一
号
木
簡

一
六
三
号
木
簡

図
版
九
〇

一
六
五
号
木
簡

一
六
四
号
木
簡
　
　
一
七
〇
号
木
簡

一
六
八
号
木
簡

一
七

一
号
木
簡

一
六
六
号
木
簡
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上
端
は
切
断
、
下
端
は
削
り
。
左
右
両
辺
が
割
裁
さ
れ
て
い
る
。
墨
痕
が
み
ら
れ

る
が
釈
読
は
で
き
な
い
。
裏
面
に
線
状
の
墨
付
き
が
あ
る
が
文
字
で
は
な
い
。
Ｖ
層

出
上
の
木
簡
。

一
七
〇
号
木
簡

岡
　
　
□
□
□
日
　
　
□

全
〓
二
こ

×
一
五
×
三
　
〇
人

一

四
片
が
接
続
す
る
が
、
上
下
両
端
は
折
れ
て
い
る
。左
右
両
辺
は
削
り
で
あ
る
が
、

左
辺
下
半
分
は
欠
損
し
て
い
る
。
複
数
の
薄
い
墨
痕
が
み
ら
れ
る
。
中
央
の
二
文
字

は
濃
い
墨
痕
が
残
る
が
釈
読
は
で
き
な
い
。
Ｖ
層
出
土
の
木
簡
。

一
七

一
号
木
簡

人
多
□

（六
〇
）
×
一
人
×
四
　
〇
人

一

上
下
両
端
は
折
れ
、左
右
両
辺
は
削
り
。
両
面
と
も
縦
長
の
削
り
面
で
構
成
さ
れ
、

明
瞭
な
墨
痕
が
片
面
に
確
認
で
き
る
。
Ｖ
層
出
上
の
木
簡
。

一
七
二
号
木
簡

「井
上
郷
弓
金
般
長

全

一
三
一
×
二
五
×
三
　
〇
五
一

上
端
と
左
右
両
辺
は
削
り
、
下
端
は
折
れ
。
上
端
は
切
り
折
り
後
に
削
り
。
右
辺

下
部
に
、
下
に
向
け
て
細
く
削
り
出
し
て
い
る
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
〇
五

一

型
式
と
判
断
し
た
。
「井
上
郷
」
は
阿
波
国
名
方
郡
内
の
郷
名
。
「弓
金
」
は

「金
弓
」

に
同
じ
。
「郷
名
十
人
名
」
の
付
札
で
あ
る
。
文
字
面
に
は
縦
長
の
大
き
な
削
り
面

が
み
ら
れ
る
が
、
裏
面
に
は
整
形
は
認
め
ら
れ
な
い
。
名
方
郡
井
上
郷
は
、
以
下
の

一
七
五
号
木
簡
、　
一
人
六
号
木
簡
、　
一
人
八
号
木
簡
や
三
四
号
木
簡
（南
）
に
み
え
、

二
号
木
簡

（南
）
の

「於
井
郷
」
は
井
於
郷
の
書
き
誤
り
か
と
考
え
ら
れ
る
。　
一
人

八
号
木
簡
に
は
井
上
郷
の

「弓
金
佐
流
」
が
み
え
て
い
る
。
「弓
金
」
、
「弓
金

マ
」

に
つ
い
て
は

一
三
七
号
木
簡
を
参
照
。
井
上
の
地
名
は
、
現
在
、
徳
島
市
国
府
町
に

北
井
上
小
学
校
、
北
井
上
中
学
校
の
校
名
に
残
さ
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
府
中
駅
か
ら
西

北
西
へ
約
二

・
九
ｋｍ
の
所
。
Ｖ
層
出
上
の
木
簡
。

一
七
三
号
木
簡

附
進
出
駅
人
海
マ
ロ

一
七
〇
×
一
七
×
二
　
〇
五

一

ほ
ぼ
完
形
。
四
周
削
り
で
あ
る
が
、
左
辺
上
部
に

一
部
欠
損
が
み
ら
れ
る
。
上
下

両
端
と
も
右
辺
か
ら
削
り
出
し
て
尖
ら
せ
る
。
木
簡
を
二
次
的
に
整
形
し
て
斎
串
に

転
用
し
た
も
の
。
文
字
の
配
置
か
ら
、
左
辺
の
み
元
の
木
簡
の
原
形
を
留
め
る
と
考

え
ら
れ
る
。
最
後
の
文
字
は
、
「朋
」
「服
」
「群
」
な
ど
の
可
能
性
が
あ
り
、
名
の

一
部
と
は
断
言
で
き
な
い
。
延
喜
兵
部
省
式
に
、
阿
波
国
の
駅
と
し
て
石
限
駅

（板

野
郡
）
と
郡
頭
駅

（同
）
が
み
え
、
駅
馬
各
五
疋
を
備
え
て
い
た
。
平
城
宮
跡
出
土

木
簡
に
、
「那
賀
郡
武
芸
駅
」
「那
賀
郡
薩
麻
駅
」
が
み
え
て
お
り

（奈
良
国
立
文
化

財
研
究
所
　
一
九
八
七

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
⑬
し
、
奈
良
時
代
に
は

阿
波
国
と
土
佐
国
を
結
ぶ
駅
路
の
存
在
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
「駅
人

（駅
長
ま
た
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は
駅
子
こ

と
し
て

「海
マ
」
が
み
え
る
。　
一
四

一
号
木
簡
で
ふ
れ
た
よ
う
に
名
方

郡
に
海
直
が
み
え
、
ま
た
延
喜
二
年
の

「板
野
郡
田
上
郷
戸
籍
」
に
海
部
が
み
え
る

の
で
、
板
野
郡
に
設
置
さ
れ
た
石
限

・
郡
頭
駅
に
関
わ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
Ｖ

層
出
土
の
木
簡
。

一
七
四
号
木
簡

「日
　
　
□
漢
人
郷
海
□
□
」

二
六
五
×
三
七
×
六
　
〇
五

一

完
形
。
下
端
は
尖
頭
状
を
呈
す
る
が
、
左
辺
に
比
べ
て
右
辺
は
浅
く
大
き
く
削
ら

れ
て
い
る
。
〇
五

一
型
式
の
木
簡
と
し
て
は
異
例
に
大
形
で
、
大
型
の
木
簡
を
二
次

的
に
整
形
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
上
部
の
文
字
は
割
書
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
う

と
す
れ
ば
や
や
異
例
な
書
式
。
「漠
人
郷
」
は

『和
名
抄
』
に
は
該
当
す
る
地
名
が

み
え
な
い
。
「漢
人
」
に
つ
い
て
は

一
四
人
号
木
簡
を
参
照
。
末
尾
の
二
文
字
も
「海
」

の
可
能
性
が
あ
る
。
Ｖ
層
出
上
の
木
簡
。

一
七
五
号
木
簡

〔
マ
カ
〕

「井
上
高
安
漢
人
□
身
万
呂
」

一
七
二
×
一
七
×
五
　
〇
五

一

完
形
。
二
片
が
接
合
す
る
。
上
端
は
表
面
か
ら
の
削
り
に
よ
つ
て
、
薄
く
削
ら
れ

て
い
る
。
左
右
両
側
か
ら
切
り
込
み
状
の
削
り
が
施
さ
れ
て
お
り
、
〇
三
三
型
式
の

木
街
の
切
り
込
み
部
分
を
二
次
的
に
切
断
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は

一
五
人
号
木
簡
に
も
み
ら
れ
る
。
下
端
は
左
右
両
側
か
ら
の
削
り
に
よ
っ
て
尖
ら
せ

て
お
り
、
先
端
部
が
僅
か
に
欠
損
し
て
い
る
。
文
字
面
の
中
央
部
は
欠
損
に
よ
り

一

文
字
分
が
欠
落
し
て
い
る
が
、
「
マ
」
の
可
能
性
が
高
い
。
「井
上
」
は
阿
波
国
名
方

郡
内
の
郷
名
。
「郷
名
十
人
名
」
の
付
札
。
名
方
郡
井
上
郷
に
つ
い
て
は

一
七
二
号

木
簡
を
参
照
。
「高
安
漢
人
」
は
、
「新
撰
姓
氏
録
』
摂
津
国
諸
春
の
高
麗
の
項
に
、

「狛
国
の
人
　
小
須
須
よ
り
出
ず
る
也
」
と
み
え
て
い
る
。
高
安
漠
人
は
河
内
国
高

安
郡

（大
阪
府
八
尾
市
東
部
）
を
本
拠
と
す
る
渡
来
系
氏
族
。
Ｖ
層
出
上
の
木
簡
。

一
七
六
号
木
簡

・
有

。
□
□
□

□
□
□
□

三
五
×
三
二
×
二
　
〇

一
一

木
簡
を
二
次
的
に
整
形
し
、
正
方
形
に
加
工
し
た
も
の
。
表
面
に
は

一
文
字
が
み

え
、
加
工
後
に
書
か
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
裏
面
の
文
字
は
加
工
に
よ
り
完
存
せ
ず
、

加
工
前
の
も
の
で
あ
る
。
裏
面
各
行
の
末
尾
の
文
字
は
、
い
ず
れ
も

「
西
」
と

「糸
」

を
上
下
に
重
ね
る
文
字
。
Ｖ
層
出
上
の
木
簡
。

一
七
七
号
木
簡

「殖
栗
秦
人
マ
満
女
」

一
七
三
Ｘ
三
二
×
三
　
〇
五

一

ほ
ぼ
完
形
。
整
形
は
粗
く
左
辺
は
ほ
と
ん
ど
割

っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
下
端
は
左
右
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第
五
〇
九
図
　
木
簡
実
測
図
⑩

一
七
二
号
木
簡
　
　
・

ギ
ー

川
１１
１
日
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
日
日
Ｈ
Ｉ‐
１
十
１
卜
防
瞼
ｈ
ド
ト
町
Ｗ
レ
ｒ
　
　
　
ケ
ズ
リ

腸

―

　

　

ふ

【中姜

考

師
‐２

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０

Ｔ
Ｈ

田

Ｈ

Ｌ

Ｖ

□

Ш

□

Ｌ

一
七
八
号
木
簡

一
七
七
号
木
簡

一
七
三
号
木
簡
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
六
号
木
簡

鵬
――――

脚

悧

Ｍ

脚

一

ｑ
Ｈ
Ｈ
＝
Ｈ
＝

＝
＝
＝
＝
川
Ｗ

＝
＝
＝
＝
＝
＝

＝
＝
＝
＝
Ｈ
キ‐

一
七
五
号
木
簡

一　
　
　
　

　
　
　

一
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一
七
二
号
木
簡

図
版
九

一

一
七
六
号
木
簡

一
七
三
号
木
簡

囀

辞

―

テ

一
七
五
号
木
簡

一
七
八
号
木
簡

一
七
七
号
木
簡

一
七
四
号
木
簡

一
七
八
号
木
簡
人
物
画
拡
大
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両
側
か
ら
削

っ
て
尖
ら
せ
る
。
裏
面
は
ほ
と
ん
ど
未
調
整
で
、
断
面
が
三
角
形
を
呈

す
る
。
文
字
面
の
整
形
も
粗
く
、
僅
か
に
墨
痕
が
残
り
、
赤
外
線
写
真
に
よ
り
文
字

を
確
認
し
た
。
「殖
栗
」
は
阿
波
国
名
方
郡
内
の
郷
名
。
「郷
名
十
人
名
」
の
付
札
。

但
し
、
同
種
の
付
札
で
女
性
名
の
も
の
は
類
例
が
な
い
。
名
方
郡
殖
栗
郷
に
つ
い
て

は

一
三
四
号
木
簡
を
参
照
。
「秦
人
マ
」
は
二
〇

一
号
木
簡

（勘
籍
木
簡
）
に
、
「名

方
郡
殖
栗
郷
戸
主
秦
人
マ
人
麻
呂
」
が
み
え
て
い
る
。
Ｖ
層
出
上
の
木
簡
。

一
七
八
号
木
簡

。
「鳥

　
道
　
第

。
「再
　
第

第

（記
号
）

（二
人
○
）
×
四
四
×
二
　
〇

一
九

上
端
と
左
右
両
辺
は
削
り
、
下
端
は
折
れ
。
両
面
と
も
に
大
き
な
削
り
面
が
残
る
。

明
瞭
な
墨
痕
が
み
え
る
が
、
表
面
の
整
形
が
や
や
粗
い
た
め
、
墨
が
滲
ん
で
い
る
部

分
が
あ
る
。
表
面
六
文
字
目
は
、
肉
月
に

「寺
」
「鳥
」
を
並
べ
る
。
七
文
字
目
は

「鶴
」
の
異
体
字
。
人
物
画
は
僧
侶
の
よ
う
な
人
物
の
横
顔
を
丁
寧
に
描
く
他
は
、

簡
略
な
筆
致
で
朕
坐
す
る
様
子
を
描
写
す
る
。
裏
面
の
記
号
は

「
十
」
を
縁
取
り
す

る
形
状
。
Ｖ
層
出
土
の
木
簡
。

一
七
九
号
木
簡

＜
日
　
　
　
□
□
□
斗

全

五
六
）
×
二
四
×
九
　
〇
三
九

上
下
両
端
は
折
れ
、
左
右
両
辺
は
削
り
。
上
端
の
折
れ
は
僅
か
で
、
付
札
の
切
り

込
み
の
上
部
が
折
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
両
面
と
も
大
き
な
削
り
で
整
形
は
粗

い
。
下
か
ら
二
文
字
目
は
数
字
で
、
コ
正

「
一置

「
五
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
Ｖ
層

出
土
の
木
簡
。

一
八
〇
号
木
簡

〔殖

　

諸
力
〕

□
栗
秦
□
□

（六
七
）
×
全

六
）
×
一
　
〇
人

一

薄
い
板
が
三
片
接
合
す
る
が
、
上
下
両
端
は
折
れ
て
い
る
。
左
辺
は
割
れ
て
い
る

が
、
右
辺
に
は
削
り
が
残
る
。
「殖
栗
」
は
阿
波
国
名
方
郡
内
の
郷
名
。
「秦
諸
□
」

は
人
名
で
あ
ろ
う
。
「郷
名
十
人
名
」
の
付
札
の
断
片
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
名

方
郡
殖
栗
郷
お
よ
び
秦
氏
に
つ
い
て
は

一
三
四
号
木
簡
を
参
照
。
Ｖ
層
出
上
の
木
簡
。

一
八

一
号
木
簡〔津

迩
力
〕

・
「
＜
□
□
郷
□
□

。
「
＜
　
　
　
□
□

（九
〇
）
×
一
九
×
四
　
〇
〓
一九

上
端
と
左
右
両
辺
は
削
り
、
下
端
は
折
れ
。
上
部
に
切
り
込
み
が
あ
り
、
付
札
の

下
部
を
欠
損
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
字
面
よ
り
裏
面
に
多
く
の
削
り
面
が
み
ら
れ

る
。
表
面

一
文
字
目
は
王
偏
の
よ
う
な
残
画
が
残
り

「津
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
「津

迩
郷
」
は
、
『和
名
抄
』
に
は
み
え
な
い
が
、
九
号
木
簡

（南
）
に

「津
迩
郷
野
縁

勝
説 第□

第人
物

□画

蘭 驀賜

霜

蘭 家

―-48-―



里
」
が
あ
る
。
裏
面
は

「
一
石
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
Ｖ
層
出
上
の
木
簡
。

一
八
二
号
木
簡

ヽ

〔請
　
一
一升
内
力
〕

「日
　
　
　
□
□
麦
伍
合
□
□
□
□
□

延
暦
三
年
四
月
十
四
日
　
　
　
」

三
二
〇
×
三
三
×
三
　
〇
五

一

完
形
。
上
下
両
端
と
も
、
左
右
両
側
か
ら
の
削
り
に
よ
っ
て
山
形
に
尖
ら
せ
て
い

る
が
、
二
次
的
整
形
の
可
能
性
も
あ
る
。
両
面
と
も
に
大
き
な
削
り
面
で
構
成
さ
れ

る
。
地
肌
が
黒
く
変
色
し
て
い
る
た
め
、
墨
痕
は
明
瞭
で
は
な
い
が
、
赤
外
線
写
真

に
よ
り
文
字
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
「伍
合
」
に
は
合
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。

麦
の
上
の
文
字
は

「皮
」
ま
た
は

「又
」
。
「□

霊
開
力
ど

の
文
字
の
次
は

「処

（庭
こ

の
可
能
性
が
あ
る
。
「皮
麦
」
は

一
二
五
号
木
簡
、　
一
四
四
号
木
簡
に
類
例
が
あ
る
。

廷
暦
三
年
は
七
八
四
年
。
保
存
処
理
に
際
し
て
の
再
検
討
の
結
果
に
よ
り
、
釈
文
を

改
め
た
。
Ｖ
層
出
土
の
木
簡
。

一
八
三
号
木
簡

〔百
力
〕

。
「謹
解
申
神
原
田
稲
苅
得
事
　
合
壱
□
柴
拾
四
束
　
　
」

〔束
力
〕

。
「　
　
　
　
　
　
□
留
玖
拾
四
□

日
□
捌
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔虫
力
〕

〔拾
束
力
〕
天
平
勝
費
二
年
八
月
十
五
日
□
足
」

二
六
二
×
五
二
×
五
　
〇

一
一

四
周
と
も
原
形
を
留
め
る
が
、
上
端
の
大
半
は
久
損
し
て
い
る
。
両
面
と
も
に
、

大
き
な
削
り
面
に
よ
つ
て
平
坦
に
整
形
さ
れ
て
い
る
。
墨
痕
は
両
面
に
確
認
で
き

る
。
「神
原
田
」
で
収
穫
し
た
稲

一
七
四
束
に
つ
い
て
、
留
め
た
九
四
束
と
そ
う
で

な
い
も
の
人
○
束
の
内
訳
を
国
行
に
報
告
し
た
解
文
木
簡
。
天
平
勝
宝
二
年
は
七
五

〇
年
。
『木
簡
研
究
』
第
二
三
号

（木
簡
学
会
　
一
一〇
〇

一
）
に
報
告
し
た
が
、
保

存
処
理
に
際
し
て
の
再
検
討
で
釈
文
を
改
め
た
。
Ｖ
層
出
上
の
木
衛
。

一
八
四
号
木
簡

「
八
万
大
名
」

一
六
人
×
一
五
×
二
　
〇
五

一

二
辺
が
接
合
す
る
。
上
端
は
切
断
、
左
右
両
辺
は
下
端
が
細
く
な
る
よ
う
に
削
ら

れ
て
い
る
。
上
端
は
折
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
「
八
万
」
は
阿
波
国
名
方
郡
内
の
郷

名
。
「大
名
」
は
名
か
。
「郷
名
十
人
名
」
の
付
札
。
「
八
万
郷
」
に
つ
い
て
は

一
四

〇
号
木
簡
を
参
照
。
Ｖ
層
出
上
の
木
簡
。

一
八
五
号
木
簡

「櫻
間
猪
使
廣
山

七
六
×
一
五
×
二
　
〇

一
一

上
端
は
両
側
か
ら
の
削
り
に
よ
っ
て
、
角
度
の
浅
い
山
形
に
整
形
さ
れ
、
左
右
両

辺
も
削
り
に
よ
り
原
形
を
留
め
て
い
る
。
下
端
は
切
断
さ
れ
て
い
る
が
、
二
次
的
切

断
の
可
能
性
が
高
い
。
文
字
面
に
は
若
子
の
削
り
面
が
あ
る
が
、
裏
面
は
割
り
の
ま

ま
で
あ
る
。
「櫻
間
」
は
阿
波
国
名
方
郡
内
の
郷
名
。
「郷
名
十
人
名
」
の
〇
五

一
型
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九
号
木
簡

図
版
九
二

一
八

一
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一
八
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号
木
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一
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号
木
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一
八
五
号
木
簡
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式
の
付
札
を
二
次
的
に
整
形
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
「櫻
間
郷
」
に
つ
い
て
は

一

四
人
号
木
簡
を
参
照
。
「猪
使
」
は
猪
養

（甘
）
部
の
伴
造
氏
族
。
天
武

一
三

（六

人
四
）
年

一
二
月
に
、
猪
使
連
は
宿
禰
の
姓
を
賜
っ
た
。
阿
波
国
の

「猪
使
」
は
本

例
が
初
め
て
で
あ
る
。
藤
原
宮
跡
出
土
木
簡
に

「板
野
評
津
屋
里
猪
賠
」
（奈
良
国

立
文
化
財
研
究
所
　
一
九
七
五

『飛
鳥

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
②
し
、

平
城
宮
跡
出
土
木
簡
に

「阿
波
国
贄
猪
薦
纏
」
（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
　
一
九

九
三

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
鋤
し
、
廷
喜
主
計
式
に
は
阿
波
国
の
中
男

作
物
に

「猪
肺
」
が
み
え
る
。
Ｖ
層
出
上
の
木
簡
。

一
八
六
号
木
簡

「井
上
生
王
マ
満
万
呂
」

一
四
九
×
一
五
×
二
　
〇
五

一

上
端
は
切
断
か
、ま
た
は
折
損
の
可
能
性
が
あ
る
。左
右
両
辺
削
り
で
、
下
端
は
両

側
か
ら
の
削
り
に
よ
つ
て
尖
ら
せ
て
い
る
。
文
字
面
は
整
形
さ
れ
て
い
る
が
、裏
面
に

は
ほ
と
ん
ど
整
形
は
み
ら
れ
な
い
。
「井
上
」
は
阿
波
国
名
方
郡
内
の
郷
名
。
「生
王

マ
」
は

「壬
生
マ
」
に
同
じ
。
「郷
名
十
人
名
」
の
付
札
。
「井
上
郷
」
に
つ
い
て
は

一

七
二
号
木
簡
、
「生
王
マ
」
に
つ
い
て
は

一
三
六
号
木
簡
を
参
照
。
Ｖ
層
出
上
の
木
簡
。

下
部
に
切
り
込
み
の
上
半
が
残
る
た
め
、
上
下
に
切
り
込
み
が
施
さ
れ
た
付
札
と
考

え
ら
れ
る
。
両
面
に
は
細
か
な
削
り
面
が
み
ら
れ
る
。
断
面
形
状
を
み
る
と
文
字
面

は
平
坦
で
あ
る
が
、
裏
面
は
凸
レ
ン
ズ
状
を
呈
し
て
い
る
。
「櫻
間
」
は
阿
波
国
名

方
郡
内
の
郷
名
。
「真
黒
」
は
追
筆
。
「郷
名
＋
品
名

・
数
量
」
の
み
の
米
の
付
札
。

「櫻
間
郷
」
に
つ
い
て
は

一
四
人
号
木
簡
を
参
照
。
Ｖ
層
出
上
の
木
簡
。

一
人
八
号
木
簡

「井
上
弓
金
佐
流

全

三
八
）
∠

〓
更

二
　
〇

一
九

上
端
は
稜
を
も
つ
円
形
に
整
形
し
て
い
る
。
下
端
は
欠
損
で
あ
る
が
尖
ら
せ
て
い

た
可
能
性
が
高
い
。
両
面
と
も
に
縦
長
の
削
り
面
が
残
る
。
「井
上
」
は
阿
波
国
名

方
郡
内
の
郷
名
。
「弓
金
」
は
姓
。
「弓
金

マ
」
に
同
じ
。
三
四
号
木
簡

（南
）
、　
一

三
七
号
木
簡
に
類
例
が
あ
る
。
「郷
名
十
人
名
」
の
〇
五

一
型
式
の
付
札
の
断
片
か
。

「井
上
郷
」
に
つ
い
て
は

一
七
二
号
木
簡
、
「弓
金
」
に
つ
い
て
は

一
三
七
号
木
簡

を
参
照
。
上
端
部
を
弧
状
に
整
形
し
下
端
部
を
尖
ら
せ
た
形
状
に
つ
い
て
は
、　
一
五

四
号
木
簡
で
ふ
れ
た
。
Ｖ
層
出
土
の
木
街
。

一
八
九
号
木
簡

『
ｍ
哨
〓

即
ば
日
両
望
△
ユ
不
引圭
阻
□
日
両
巳

（
一
五

一
）
×
（九
）
×
五
　
〇
八

一

上
端
は
折
れ
、
下
端
は
削
り
に
よ
る
。
左
右
両
辺
は
割
裁
さ
れ
て
い
る
た
め
、
上

一
八
七
号
木
簡

「
＜
櫻
間
米
五
斗

『真
黒
』

＜

（

上
端
は
山
形
に
尖
ら
せ
、
切
り
込
み
を
つ
け
る
。

一
七
八
）
×
一
〓
一×
三
　
〇
三

一

下
端
は
折
れ
て
い
る
が
、
左
辺
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部
は
文
字
の

一
部
分
が
確
認
で
き
る
の
み
。
筆
の
割
れ
が
著
し
い
。
別
筆
部
分
は
大

振
り
だ
が
、
細
め
の
筆
画
で
墨
色
が
濃
い
。
平
城
宮
跡
か
ら
「太
里
大
豆

一
斗
八
升
」

と
記
す
木
簡
が
出
土
し
て
い
る

（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
　
一
九
八
二

『平
城
宮

発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
⑮
し
。
「太
里
」
は
那
賀
郡
大
野
郷
の
地
名
で
、
史
料
に

は

「太
郷
」
と
も
み
え
る
。
廷
喜
民
部
省
式
に
は
、
阿
波
国
の
交
易
雑
物
に

「大
豆

八
十
石
」
と
み
え
て
い
る
。
Ｖ
層
出
上
の
木
簡
。

一
九
〇
号
木
簡

「
＜
官
不
□
末
醤
」

一
二
五
×
二
四
×
五
　
〇
三
二

完
形
。
上
端
は
切
断
後
に
表
裏
両
面
か
ら
削
り
、
縦
の
断
面
が
山
形
に
な
る
よ
う

に
整
形
さ
れ
て
い
る
。
下
端
は
裏
面
か
ら
の
切
り
折
り
と
み
ら
れ
る
。
左
右
両
辺
は

削
り
。
上
端
に
切
り
込
み
を
施
し
て
い
る
。
切
り
込
み
は
、
台
形
状
に
入
れ
よ
う
と

意
図
し
た
比
較
的
丁
寧
な
も
の
で
あ
る
。
「□
」
は

「用
」
「動
」
な
ど
の
可
能
性
が

あ
る
。
国
衡
の
膳
所
で
、
未
使
用
ま
た
は
不
使
用
の

「末
醤
」
容
器
に
付
け
た
付
札

で
あ
ろ
う
か
。
Ｖ
層
出
土
の
木
簡
。

一
九

一
号
木
簡

「
＜
棘
甲
扇
二
斗
四
升
」

九
八
×
二
三
×
四
　
〇
三
二

ほ
ぼ
完
形
。
左
辺
下
部
の
み
僅
か
に
欠
損
し
て
い
る
。
切
り
込
み
は
台
形
状
を
呈

し
、
阿
波
国
の
贄
の
特
徴
を
示
す
。
ウ
ニ
の
付
札
。
文
字
面
に
は
縦
長
の
削
り
面
が

あ
る
が
、
裏
面
は
ほ
と
ん
ど
整
形
さ
れ
て
い
な
い
。
全
体
に
滲
み
が
著
し
く
筆
画
を

追
い
に
く
い
。
ウ
ニ
の
付
札
は
数
量
を
記
さ
な
い
も
の

（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

一
九
六
六

『平
城
宮
木
簡
』

一
十
一
六
）
や
、
土
器
単
位
の
も
の
が
多
い
。
数
量
を

記
す
も
の
は
五
升
が
唯

一
で

（同
上
　
一
九
九
〇

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概

報
の
し
、
二
斗
四
升
は
異
例
に
多
い
。
阿
波
国
の
ウ
ニ
に
つ
い
て
は
、　
一
四
九
号
木

簡
を
参
照
。
Ｖ
層
出
土
の
木
簡
。

一
九
二
号
木
簡

日
　
　
　
　
回

二
四
五
×
三
二
×
七
　
〇

一
一

上
下
両
端
は
切
断
、
左
右
両
辺
は
削
り
に
よ
る
整
形
。
四
周
と
も
二
次
的
に
整
形

の
可
能
性
が
あ
る
。
Ｖ
層
出
土
の
木
簡
。

一
九
二
号
木
簡

〔井
力
〕

「新
□
錦
マ
嶋

（五
七
）
×
一
七
×
三
　
〇
一
九

二
片
が
接
合
す
る
。
上
端
は
切
断
。左
右
両
辺
は
削
り
に
よ
り
原
形
を
留
め
て
い

る
。
下
端
は
折
れ
て
い
る
。
「新
井
」
は
、阿
波
国
名
方
郡
内
の
郷
名
（高
山
寺
本
『和
名

抄
』
で
は
「迩
比
為
」
、刊
本
「爾
比
井
し
、あ
る
い
は
勝
浦
郡
新
居
（高
山
寺
本
「迩
比
乃

為
」
、刊
本
で
は
「爾
比
乃
井
」
と
訓
み
を
付
す
）郷
。
「綿
マ
」
は
五
四
号
木
簡
（南
）
に

「鴨
里
錦
部
鹿
津
」
が
み
え
、名
方
郡
賀
茂
郷
に
錦
部
が
分
布
し
て
い
た
。ま
た
名
方
郡
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第
五

一
一
図
　
木
簡
実
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図
⑫

一
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簡

　

　

　

捌

‐‐

円

円

――

―ｌ

ｈ

ｒ

Ｈ

田

―十

日

円

』

【【出中

一

【【【【中
一
九
〇
号
木
簡

∩
日
日
Ｈ
日
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｉｌ
υ

|

ヶ＼

脂

よ

片

‐崇口ｍ

一
九

一
号
木
簡
　
一

欝

一
　
　
　
　
　
　
　
　

．
　

．

日
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日
国

一
九
二
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木
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ケ
ズ
リ
　
　
ー

一
九
四
号
木
簡

∩
Ｈ
Ｈ
日
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Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
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卿
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Ｆ

日

Ｈ

日

Ｈ

Ｌ

Ｔ

Ｈ

円

Ｈ

田
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一
九
六
号
木
簡

一
九
九
号
木
簡
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日
日
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九
七
号
木
簡

一
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一
八
八
号
木
簡

一
九
〇
号
木
簡

一
九

一
号
木
簡

図
版
九
二

一
八
九
号
木
簡

一
九
二
号
木
簡

一
九
五
号
木
簡

一
九
四
号
木
簡

一
九
六
号
木
簡

一
九
九
号
木
簡

二
〇
〇
号
木
簡

一
九
七
号
木
簡

一
九
八
号
木
簡
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所
在
の
新
島
庄
に
「錦
部
志
止
祢
」
が
み
え
る
の
で
３
大
日
本
古
文
書
』
四
十
二
〇

六
×
本
木
簡
は
名
方
郡
新
井
郷
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。
「郷
名
十
人
名
」
の
〇
五

一
型

式
の
付
札
の
断
片
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
Ｖ
層
出
上
の
木
簡
。

一
九
四
号
木
簡

「
＜
生
海
藻
頭

一
古
」

七
六
×
一
六
×
六
　
〇
三
二

完
形
。
上
端
は
表
裏
両
面
か
ら
刃
を
入
れ
た
切
り
折
り
に
よ
つ
て
切
断
さ
れ
て
い

る
。
下
端
と
左
右
両
辺
は
削
り
に
よ
る
整
形
で
あ
る
。
上
端
に
切
り
込
み
を
施
し
て

い
る
。
文
字
面
に
は
細
か
な
削
り
面
が
み
ら
れ
る
。
生
の
メ
カ
ブ
の
付
札
。
「古
」

は
籠
の
意
。
海
藻
に
関
わ
る
木
簡
と
し
て
、
二
人
号
木
簡
（南
）
に
「□
海
藻

一
籠
」
、

五
人
号
木
簡

（南
）
に

「交
軍
布
」
が
み
え
る
。
ま
た
、
平
城
宮
跡
出
土
木
簡
に

「阿

波
国
進
上
御
贄
若
海
藻
壱
籠
板
野
郡
牟
屋
海
」
（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
　
一
九

六
六

『平
城
宮
木
簡
』

一
）
、
「阿
波
国
那
賀
郡
中
男
海
藻
六
斤
」
（木
簡
学
会
　
一

九
人

一
『木
簡
研
究
』
第
三
号
）
、
「阿
波
国
贄
切
海
藻
」
（木
簡
学
会
　
一
九
八
九

『木
簡
研
究
』
第

一
一
号
）
が
あ
る
。
Ｖ
層
出
土
の
木
簡
。

一
九
五
号
木
簡

「□

六
五
×
全

〓
一
×
四
　
〇
人

一

上
端
は
削
り
、
左
右
両
辺
は
割
裁
さ
れ
て
い
る
。
下
端
は
切
断
に
よ
る
が
、
二
次

的
整
形
の
可
能
性
が
あ
る
。
記
号
の
よ
う
な
墨
痕
が
明
瞭
に
残
る
が
釈
読
で
き
な

い
。
Ｖ
層
出
上
の
木
簡
。

一
九
六
号
木
簡〔殖

栗
郷
力
〕

□
　
　
□
□
□
長
秦

（
一
一
九
）
×
全

六
）
×
三
　
〇
八

一

上
端
は
折
れ
、
下
端
は
二
次
的
整
形
の
可
能
性
が
あ
る
。左
辺
は
原
形
を
保
つ
が
、

右
辺
は
割
れ
て
い
る
。
両
面
と
も
に
縦
長
の
削
り
面
が
み
ら
れ
る
。
文
字
は
右
辺
下

部
に
み
ら
れ
る
が
、
木
簡
が
文
字
の
中
央
か
ら
割
裁
さ
れ
て
い
る
た
め
、
偏
の
み
が

残
存
し
て
い
る
。
「殖
栗
郷
」
に
つ
い
て
は

一
三
四
号
木
簡
を
参
照
。
Ｖ
層
出
上
の

木
簡
。

一
九
七
号
木
簡

□
□
□

（三
五
）
×
（七
）
×
一
　
〇
人

一

薄
い
小
破
片
の
四
片
が
接
合
す
る
。
上
下
両
端
は
折
れ
。右
辺
は
原
形
を
保
つ
が
、

左
辺
は
割
れ
て
い
る
。
上
端
は
下
か
ら
上
に
向
け
て
表
面
が
削
り
落
と
さ
れ
て
い

る
。　
一
文
字
目
は

「直
」
が
読
み
取
れ
る
が
、
偏
が
付
く
可
能
性
が
高
く
、
「殖
」

な
ど
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
Ｖ
層
出
上
の
木
簡
。
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一
九
八
号
木
簡

□
上
下
両
端
折
れ
。
左
右
両
辺
は
削
り
で
あ
る
が

が
あ
る
。
文
字
面
に
は
複
数
の
削
り
面
が
あ
り
、

出
土
の
木
簡
。

一
九
九
号
木
簡

日

　

□

（
一
〇
八
）
×
一
九
×
二
　
〇
人

一

上
下
両
端
は
折
れ
、左
右
両
辺
は
削
り
。右
辺
は
二
次
的
削
り
の
可
能
性
が
あ
る
。

両
面
に
縦
長
の
削
り
面
が
あ
る
。
僅
か
に
墨
痕
が
残
る
が
釈
読
は
で
き
な
い
。
Ｖ
層

出
上
の
木
簡
。

二
〇
〇
号
木
簡

「余
戸
安
曇
マ
東
万
呂

全

五
一こ

×
二
人
∠
二
　
〇

一
九

上
端
は
削
り
に
よ
り
稜
の
あ
る
円
頭
状
に
整
形
さ
れ
、　
一
人
八
号
木
簡
と
類
似
し

た
形
状
で
あ
る
。
下
端
は
欠
損
し
て
い
る
。
左
右
両
辺
は
削
り
、
左
辺
下
部
は
僅
か

に
斜
め
に
削
り
だ
し
て
い
る
た
め
、
下
端
は
尖

っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
文
字
面

の
整
形
は
粗
く
、
裏
面
に
削
り
面
が
多
く
残
る
。
「郷
名
十
人
名
」
の
〇
五

一
型
式

の
付
札
の
断
片
か
。
観
音
寺
遺
跡
出
土
木
簡
に
は
「郷
」
を
省
略
す
る
事
例
が
多
い
。

本
例
も
そ
う
し
た
事
例
で
余
戸
郷
の
意
。
刊
本
の

『和
名
抄
』
に
は
板
野
郡
に
全
戸

郷
が
み
え
、
余
戸
郷
の
誤
り
の
可
能
性
が
大
き
い
。
ま
た
勝
浦
郡
に
も
餘
戸
郷
が
み

え
て
い
る
。
九
三
号
木
簡
に

「安
曇
豊
主
」
、　
一
一
四
号
木
簡
に

「名
東
郡
人
安
曇

継
見
」
が
み
え
る
ほ
か
、
「名
方
郡
佐
濃
郷
刀
祢
阿
曇
部
古
麻
呂
」
（木
簡
学
会
　
一

九
九
八

『木
簡
研
究
』
第
二
〇
号
）
、
「那
賀
郡
幡
羅
郷
海
部
里
戸
主
阿
曇
部
大
嶋
」

（木
簡
学
会

一
九
九
〇

『木
簡
研
究
』
第

一
二
号
）
が
み
え
て
い
る
。
余
戸
郷
と
の

関
わ
り
で
い
え
ば
板
野
郡
余
戸
郷
か
。
Ｖ
層
出
土
の
木
簡
。

二
〇

一
号
木
簡

〔淡
路
國
力
〕

。
「阿
波
國
司
牒
　
□
□
□
□
　
　
□
□
□
□
□
□

糾
被
今
月
十
三
日
朕
僻
雌
ド

牒
旨
仰
当
郡
司
与
使
人
共
依
数
乞
徴
己
畢
者
嗽
隔
器
鰐
響

直
綿
麻
呂

竜
≪
　
　
　
　
　
　
　
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴬
≪
　
方
□

令
向

□
使
発
遣
如
前
”
注
事
状
付
使
綿
麻
呂
故
牒

ミ
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

〔充
力
〕

・
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
即
附
佐
伯
費
大
長

己
畢
望
請
除
此
土
籍
欲
附
出
京
戸
籍
者
國
依
解
状
覆
検
知
実
”
録
事
状
故
移

『口『口
　
Ш一馬
≪撻

阿
波
囲
司
解

申
勘
籍
資
人
事
秦
人
マ
大
宅
年
弐
拾
陸
部
下
名
方
郡
殖
栗
郷
戸
主
秦
人
マ
人
麻
呂
戸
口
者

口
　
　
　
　
国
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
　
　
　
　
Ш
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

五
七
九
×

（五
〇
）
×
五
　
〇
人

一

上
下
両
端
と
左
辺
は
削
り
に
よ
り
原
形
を
留
め
て
い
る
が
、
右
辺
に
は
削
り
は
み

ら
れ
ず
、
割
裁
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
上
下
両
端
と
も
右
辺
に
向
か
っ
て
広

が
る
曲
線
状
を
呈
し
、
折
敷
な
ど
の
木
製
品
を
木
簡
と
し
て
再
利
用
し
た
可
能
性
も

あ
る
。
埋
没
後
に
中
央
部
が
湾
曲
し
、
上
部
に
折
れ
が
認
め
ら
れ
る
。
両
面
と
も
に

多
数
の
削
り
面
で
構
成
さ
れ
る
。
上
部
に
細
か
な
削
り
面
が
み
ら
れ
る
が
、
下
部
は

縦
長
の
面
で
構
成
さ
れ
る
。
裏
面
中
央
部
に
は
、
左
上
か
ら
右
下
方
向

へ
の
平
行
な

（△

こ

×
一
九
≦

一　
〇
人

一

、
右
辺
は
二
次
的
削
り
の
可
能
性

僅
か
に
墨
痕
が
み
ら
れ
る
。
Ｖ
層
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線
状
痕
が
連
続
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
板
を
割

っ
た
際
に
つ
い
た
刃
物

傷
の
可
能
性
が
あ
る
。
部
分
的
に
消
え
て
お
り
、
表
面
の
整
形
に
よ
つ
て
刃
物
傷
が

削
り
取
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。板
は
表
面
か
ら
み
て
左
辺
は
薄
く
、右
辺
は
厚
い
。

Ｖ
層
出
土
の
木
簡
。

二
〇

一
号
木
簡

（勘
籍
木
簡
）

本
木
街
の
形
状
に
は
、
次
の
よ
う
な
特
色
が
あ
る
。

ω
　
上

・
下
端
と
も
に
整
形
面
を
残
す
、
長
さ
五
七

・
九

ｍ
の
長
大
な
木
簡
で
あ

ク
０

。

②
　
表
の
右
側
辺
は
割
栽
さ
れ
て
お
り
、
も
と
も
と
は
六

帥
前
後
の
幅
だ

っ
た
ら

し
い
。

０
　
両
面
と
も
に
何
度
も
削
ら
れ
た
痕
跡
が
あ
り
、
表
面
か
ら
み
て
左
半
分
は
薄

く
な
っ
て
い
る
。
右
側
辺
が
五
～
四

剛
の
厚
さ
で
あ
る
の
に
対
し
、
左
側
辺
は

二

・
五
～

一
・
五

側
で
、
Ｏ

。
人

側
の
薄
さ
の
所
も
あ
る
。

い
　
一副
項
の
①
と
も
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
裏
面
の
中
央
上
部
に

［　
　
］
で

示
し
た
削
り
残
し
の
部
分
が
あ
る
。

ω
～
い
の
特
色
を
踏
ま
え
る
と
、
本
木
簡
は
長
さ
二
尺

（
一
尺
は
二
九

・
七
五

帥

前
後
）
、
幅
二
寸
の
大
型
木
街
で
、
以
下
の
類
例
か
ら
み
る
と
、
公
用
に
供
さ
れ
る

木
簡
を
利
用
し
て
、
国
行
内
で
公
文
書
の
案
文

（下
書
き
）
を
習
書
し
た
際
の
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
に
出
土
し
た
大
型
木
簡
の
幾
つ
か
を
列
挙
す
る
と
、
滋
賀
県
鴨
遺
跡
出

上
の
、
刈
り
取
っ
た
稲
の
数
量
を
日
ご
と
に
記
し
た
貞
観
十
五
年

（人
七
三
）
の
木

簡

（
一
六
六

・
五
硼
）
（木
簡
学
会
　
一
九
八
〇

『木
簡
研
究
』
第
二
号
）、
長
屋
王

邸
跡
か
ら
出
上
し
た
都
淋
氷
室
に
関
わ
る
和
銅
五
年

（七

一
二
）
の
木
簡

（
一
二
五

〕

（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
　
一
一〇
〇
一
『平
城
京
木
簡
』
三
）、
藤
原
宮
跡
に

あ
っ
た
宮
所
庄
の
弘
仁
二
年

（人

一
〇
）
の
帳
簿
木
簡

（長
さ
九
八

・
二
硼
）
（木

簡
学
会
　
一
九
八
三

『木
簡
研
究
』
第
五
号
）
、
平
城
京
の
東
三
坊
大
路
側
溝
か
ら

出
土
し
た
、
九
世
紀
初
頭
の
告
知
札

（長
さ
人
七

・
六

ｃｍ
）
（木
簡
学
会
　
一
九
九

四

『木
簡
研
究
』
第

一
六
号
）
な
ど
が
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
五
尺
六
寸
、
四
尺
二
寸
、
三
尺
三
寸
、
二
尺
九
寸
に
相
当
す
る
。
こ
れ

ら
は
、
文
書
化
す
る
際
に
必
要
な
備
忘

。
メ
モ
と
し
て
書
き
継
が
れ
た
記
録
木
簡
で

あ
り
、
ま
た
不
特
定
多
数
の
人
々
に
情
報
を
伝
え
る
告
知
札

（近
世
の
高
札
に
相
当

す
る
）
で
あ
っ
た
か
ら
、
自
ず
か
ら
長
大
な
木
簡
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
公
用
木
簡

（公
文
書
に
準
用
さ
れ
た
木
簡
）
に
は
、
三
尺
三
寸
前
後
の
も

の
と
し
て
、滋
賀
県
大
津
市
の
北
大
津
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
天
智
朝
の
音
義
木
簡
（木

簡
学
会
　
一
九
九
〇

『日
本
古
代
木
簡
選
』
岩
波
書
店
）
、
兵
庫
県
山
垣
遺
跡
出
土

の
、
水
田
の
稲
数
を
記
し
た
人
世
紀
初
頭
の
木
簡

（木
簡
学
会
　
一
九
九
八

『木
簡

研
究
』
第
二
〇
号
）、
二
尺
二
寸
前
後
の
も
の
に
、
平
城
宮
跡
の
下
層
か
ら
出
上
し

た
藤
原
京
時
代
の
過
所
木
筒

（木
簡
学
会
　
一
九
八
〇

『木
簡
研
究
』
第
二
号
）
が

あ
る
。
音
義
木
簡
や
過
所
木
簡
も
、
多
く
の
人
々
の
目
に
ふ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
長

大
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
近
年
、
そ
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た

歌
木
簡
も
同
様
に
考
え
ら
れ
る
。

長
さ
が
三
尺
前
後
の
公
用
木
簡
が
出
土
し
て
い
て
、
注
目
さ
れ
る
。
兵
庫
県
袴
狭

遺
跡
出
上
の

「国
府
」
木
簡

（「府
」
は

「符
」
の
誤
り
、
も
し
く
は
通
用
か
。
五

五
甑
。
折
損
し
て
い
る
）
（木
簡
学
会
　
一
九
九
七

『木
簡
研
究
』
第

一
九
号
）
、
福
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島
県
荒
田
目
条
里
遺
跡
の

「郡
符
」
木
街

（五
九

・
二

ｃｍ
）
（木
簡
学
会
　
一
一〇
〇

二

『木
簡
研
究
』
第
二
四
号
）
、
新
潟
県
八
幡
林
遺
跡
の

「郡
司
符
」
木
街

（五
人

・
五

〕

（木
簡
学
会
　
一
九
九

一
『木
簡
研
究
』
第

一
三
号
）
、
兵
庫
県
吉
田
南
遺

跡

（明
石
郡
家
と
推
定
）
出
土
の

「播
磨
国
移
」
と
記
す
木
簡

（五
九

・
四

ｃｍ
）
（木

簡
学
会
　
一
九
九
〇
『
日
本
古
代
木
簡
選
』
岩
波
書
店
）
な
ど
で
あ
る
。
本
木
簡
も
、

こ
れ
ら
の
公
用
木
簡
に
準
じ
る
も
の
と
み
て
よ
い
。

本
木
簡
に
は
、
裏
面
中
央
上
部
の
削
り
残
し
の
部
分
を
除
け
ば
、
三
通
の
案
文
を

記
す
。
表
の
面
に
み
え
る

「阿
波
國
司
牒
」
で
始
ま
る
三
行
の
案
文

（食
と
す
る
）
、

裏
面
の

「已
畢
」
で
始
ま
る
案
文

（Ｂ
と
す
る
）
と
、
「阿
波
國
司
解
」
で
始
ま
る

案
文

（Ｃ
と
す
る
）
で
あ
る
。

問
題
は
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ
が
同
筆
か
否
か
と
い
う
点
で
あ
り
、
本
木
簡
の
内
容
を
理
解

す
る
上
で
も
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
書
体

・
書
風
を
ど
の
よ
う
に
見
る
の
か
、
見

解
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
釈
文
で
は
断
案
を
下
さ
ず
に
表
記
を

避
け
て
い
る
が
、
当
初
か
ら
釈
読
作
業
に
従
事
し
て
き
た
者
と
し
て
、
筆
者
（和
田
）

は
Ｃ
を
別
筆
と
す
る
判
断
に
傾
い
て
い
る
。

Ａ
と
Ｂ
は
墨
痕
が
全
体
的
に
薄
く
、
文
字
は
Ｃ
に
比
し
や
や
大
き
目
で
、
書
風
も

柔
ら
か
な
印
象
を
受
け
る
。
ま
た
Ａ
と
Ｂ
で
共
通
す
る
文
字
と
語
句
、
例
え
ば
囲

・

依

・
者

・
故
や

「己
畢
」
「事
状
」
を
比
較
す
る
と
、
同
筆
と
み
て
よ
い
と
思
わ
れ

る
。　
一
方
、
Ｃ
は
墨
痕
が
濃
く
、
文
字
は
や
や
小
振
り
で
、
書
風
も
円
み
を
欠
き
鋭

角
的
で
あ
る
。
Ａ

・
Ｂ
に
共
通
す
る
文
字
と
語
句
と
し
て
、
人

・
郡

・
戸
や

「阿
波

國
」
が
あ
る
が
、
明
ら
か
に
別
筆
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
つ
て
△
と
Ｂ
は
同
筆
と
み
て

よ
い
が
、
Ｃ
は
別
筆
と
判
断
し
て
い
る
。
た
だ
し
Ａ
と
Ｂ
は
同
筆
で
あ
る
も
の
の
、

大
の
文
末
が

「故
牒
」
で
完
結
し
て
い
る
の
に
対
し
、
Ｂ
は

「已
畢
」
か
ら
始
ま
っ

て
お
り
、
明
ら
か
に
前
文
を
欠
く
。
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
戸
籍
に

関
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
Ｃ
と
も
関
わ
り
が
あ
る
。

次
に
Ａ

・
Ｂ

。
Ｃ
の
内
容
を
検
討
す
る
。

Ａ
は

「阿
波
國
司
牒
」
で
始
ま
る
が
、
保
存
処
理
に
と
も
な
う
木
簡
釈
文
の
再
検

討
に
よ
り
、
牒
の
宛
て
先
が
淡
路
国
で
あ
る
可
能
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
し

か
し
牒
の
宛
て
先
の
主
体
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
た
め
、
文
意
が
判
然
と
し
な
い
。
阿

波
国
司
は
、
淡
路
国
の
主
体
か
ら
の
牒
旨
に
基
づ
き
、
当
郡
司

（阿
波
国
那
賀
郡
司

か
）
と
使
人

（那
賀
直
綿
麻
呂
）
に
命
じ
て
、
徴
収
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
と
み
え

る
の
で
、
そ
の
主
体
は
阿
波
国
那
賀
郡
に
何
ら
か
の
権
益
を
有
し
て
い
た
か
と
推
測

さ
れ
る
。
王
臣
家
の
庄
園
、
あ
る
い
は
社
寺
の
封
戸
な
ど
を
想
定
し
う
る
か
も
し
れ

な
い
。
那
賀
直
綿
麻
呂
は
那
賀
郡
司
の

一
族
だ
ろ
う
。

Ｂ
は
Ａ
と
同
筆
と
判
断
さ
れ
る
が
、
内
容
は
異
な
る
。
あ
る
人
物
の
本
籍
を
、
阿

波
国
か
ら
平
城
京
内
に
移
し
た
い
と
の
解
状
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
阿
波
国
司
は
国
行

に
保
管
す
る
戸
籍
を
調
査
さ
せ
て
、
本
籍
に
間
違
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
旨

を
記
し
た
書
状
を
佐
伯
費
大
長
に
附
し
て
、
淡
路
国
に
移
す
と
の
内
容
で
あ
る
。
こ

れ
も
勘
籍
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
、
Ｃ
と
の
関
連
が
う
か
が
え
る
。

Ｃ
は
、
平
城
京
で
資
人
し
て
任
用
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
既
に
資
人
と
し
て
働
い

て
い
た
秦
人
マ
大
宅
に
つ
い
て
、
民
部
省
か
ら
阿
波
国
司
に
照
会
が
あ
っ
た
。
そ
れ

で
国
衛
で
保
管
さ
れ
て
い
た
戸
籍
に
基
づ
き
、
国
司
は
そ
の
年
齢

。
本
籍

・
戸
主
な

ど
を
、
解
文
で
民
部
省
に
上
申
し
た
も
の
で
あ
り
、
勘
籍
に
あ
た
る
。
正
倉
院
に
は

勘
籍
に
関
す
る
文
書
が
九
通
残
さ
れ
て
い
る
が
、
木
簡
で
確
認
さ
れ
た
の
は
本
例
が

最
初
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
貴
重
な
木
簡
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
観
音
寺
遺
跡
で
は
、
「板
野
国
守
」
と
記
す
木
簡
や

「波
（
五
十
戸
税
」

な
ど
と
記
し
た
木
簡
が
出
土
し
、
阿
波
国
府
の
国
衛
に
近
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

た
が
、
こ
の
勘
籍
木
簡
の
出
土
に
よ
り
、
木
簡
出
土
地
近
く
に
阿
波
国
衡
の
所
在
し
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第
五

一
二
図
　
木
簡
実
測
図
⑬

二
〇

一
号
木
簡
　
　
・

―

イ
ー

二
〇
六
号
木
簡

一

〈（〔〔〔い”中〕】い”中一一一一一一一一一一　　多一

帥
１０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

５

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０

Ｆ

Ｈ

Ｈ

Ｉ Ｉ

Ｈ

Ｈ

Ｌ

ｒ

Ｈ

日

日

日

日

止

二
〇
四
号
木
簡
　
一
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二
〇

一
号
木
簡

二
〇
二
号
木
簡

Ⅷ
』
∝

図
版
九
四

二
〇
八
号
木
簡

二
〇
五
号
木
簡

■
一

・
竜
靴
郡
環
証

二
〇
六
号
木
簡

二
〇
七
号
木
簡
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て
い
た
こ
と
が
確
実
に
な
っ
た
。
ま
た
中
央
政
府
と
阿
波
国
衛
と
の
間
で
、
勘
籍
の

手
続
き
が
実
際
に
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
木
簡
で
確
認
で
き
る
と
い
う
希
有
の

事
例
と
な
っ
た
。
観
音
寺
木
簡
の
も
つ
歴
史
的
意
義
の
大
き
さ
を
如
実
に
示
す
も
の

と
一言
たゝ
よ
つゝ
。

二
〇
二
号
木
簡

・

秦
日
□
餅
　
斜
餅
有
有

稲
足

一
斗

斜
斜

餅
斜
餅

ｏ

□
秦
百
足

一
斗
餅
斜
餅
斜
餅
　
」

〔秦
力
〕

．服臥久
四人□

全
一
三
〇
×
五

一
×
五
　
〇

一
九

上
端
折
れ
だ
が
、
下
端
と
左
右
両
辺
は
削
り
。
下
部
中
央
に
穿
孔
が
あ
る
。
両
面

と
も
に
細
か
な
削
り
面
で
構
成
さ
れ
、
平
坦
で
は
な
い
。
凹
面
状
の
削
り
が
連
続
し
、

ヤ
リ
ガ
ン
ナ
の
よ
う
な
刃
物
で
削

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
厚
さ
は
均

一
で
は
な
く
、

下
部
の
穿
孔
部
分
は
特
に
薄
く
な
っ
て
い
る
。
表
面
三
行
目
上
端
の
「□

〔秦
力
〓

と
し
た
部
分
は
、
コ

半
」
の
可
能
性
も
あ
る
。
「斜
」
は
い
ず
れ
も
習
書
。
木
簡
の

上
部
に
合
計
記
載
が
あ
り
、
「餅
」
の
文
字
が
あ

っ
た
こ
と
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ

う
。
裏
面
に
は
他
に
も
文
字
と
し
て
読
み
取
れ
な
い
墨
痕
が
あ
る
。
「秦
」
に
つ
い

て
は

一
三
四
号
木
街
参
照
。
Ｖ
層
出
土
の
木
簡
。

二
〇
三
号
木
簡

〔贄
望
（上
ピ

「
＜
ｏ
阿
波
囲
大
贄
■
■
大
□
進
□

全
〓
〓
Ｏ
×
三
三
迷
一一　
〇
三
九

上
端
と
左
右
両
辺
は
削
り
に
よ
る
整
形
で
、
下
端
は
折
れ
て
い
る
。
埋
没
後
に
変

形
し
、
中
央
部
で
屈
曲
し
て
い
る
。
上
部
に
は
切
り
込
み
が
施
さ
れ
、
中
央
に
穿
孔

が
あ
る
。
左
辺
下
部
に
斜
め
に
削
る
痕
跡
が
あ
り
、
下
端
を
尖
ら
せ
る
〇
三
三
型
式

の
可
能
性
も
あ
る
。
四
字
目
の

「大
」
は
第

一
画
が
極
端
に
短
く
、
ま
た

「贄
」
も

「貝
」
が
み
え
な
い
。
書
き
損
じ
た
も
の
か
。
Ｖ
層
出
上
の
木
簡
。

二
〇
四
号
木
簡

□
佐
波

（七
七
）
×
三
二
×
三
　
〇
人

一

二
片
が
接
合
す
る
。
下
部
の
左
右
両
辺
に
は
削
り
が
残
る
が
、
上
部
の
大
部
分
と

下
端
は
欠
損
で
あ
る
。
「佐
波
」
は
人
名
か
。
Ⅵ
層
出
上
の
木
簡
。

二
〇
五
号
木
簡

〔殖
栗
語
力
〕

「□
□
ロ
マ
佐
留
」

全

二
四
）
×
一
四
×
四
　
〇

一
九

上
端
と
左
右
両
辺
は
削
り
。
下
端
折
れ
。
一二
片
が
接
続
す
る
。
一
文
字
目
は
「殖
」

と
み
て
残
画
に
矛
盾
は
な
い
。
「郷
名
十
人
名
」
の
付
札
の
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
、
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そ
う
考
え
た
場
合
、　
一
文
字
目
の
上
部
に
や
や
余
白
が
あ
る
こ
と
に
な
り
、
書
き
出

し
の
高
さ
に
不
自
然
さ
は
残
る
。
「殖
栗

（郷
と

に
つ
い
て
は

一
三
四
号
木
簡
を
参

照
。
「語
部

（
マ
と

は
延
喜
二
年
の

「板
野
郡
田
上
郷
戸
籍
」
に
み
え
る
。
Ⅶ
層
出

上
の
木
簡
。

二
〇
六
号
木
簡

「□
□

（四
９

×
一
５

×
二
　
〇

一
九

上
端
は
山
形
に
削
る
。
下
端
折
れ
。
左
右
両
辺
削
り
。
裏
面
に
は
現
状
で
は
墨
痕

は
確
認
で
き
ず
、
剥
離
の
可
能
性
も
あ
る
。
当
初
四
文
字
と
み
て
、　
一
～
三
文
字
目

に

「天
平
七
」
の
可
能
性
を
考
え
て
い
た
が
、
二
〇
八
号
の
別
筆
部
分
と
酷
似
し
て

お
り
、
上
端
を
鋭
く
尖
ら
せ
る
形
状
か
ら
斎
串
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
文
字
も

年
号
で
は
な
く
、
斎
串
と
し
て
の
用
途
に
伴
う
と
み
る
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
Ⅶ

層
出
上
の
木
簡
。

二
〇
七
号
木
簡

□
彼
里
人

（
一
二
四
）
×
全
一四
）
×
五
　
〇
人

一

上
下
両
端
は
折
れ
、
右
辺
は
割
れ
。
左
辺
の
み
原
形
を
留
め
て
い
る
。
文
字
面
に

は
縦
長
の
削
り
面
が
残
る
が
、
裏
面
は
剥
離
し
て
い
る
。
左
辺
か
ら
右
辺
に
向
か
っ

て
薄
く
な
り
、
削
屑
状
を
呈
す
る
。
大
振
り
な
文
字
で
記
さ
れ
る
。
左
辺
上
部
の
斜

め
の
部
分
は
、
切
り
込
み
の
痕
跡
の
可
能
性
が
あ
る
。
里
名
か
ら
書
き
出
す
付
札
の

可
能
性
が
あ
る
。
「彼
」
は
乙
類
の

「
ヒ
」
と
し
て
用
い
ら
れ
る
が
、
『和
名
抄
』
に

み
え
る
阿
波
国
の
郷
名
で
該
当
す
る
も
の
は
な
い
。
Ⅶ
層
出
土
の
木
簡
。

二
〇
八
号
木
簡

雹
心　
麻
呂
力
〕

□
奈

『□
□
□
』
□
□
□
□
　
□
皮
□

一
六
九
×
一
六
×
三
　
〇
人

一

四
周
す
べ
て
二
次
的
整
形
。
下
部
は
や
や
細
く
削
り
出
す
。
そ
の
上
で
、
上
下
両

端
と
も
左
辺
か
ら
削
っ
て
尖
ら
せ
る
。
一
一片
接
続
。
別
筆
部
分
の

一
文
字
目
は
「奉
」

ま
た
は

「秦
」
、
二
文
字
目
は

「史
」
ま
た
は

「米
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
「皮
」
は

偏
が
付
く
可
能
性
も
あ
る
。
木
簡
を
二
次
的
に
整
形
し
て
斎
串
に
加
工
し
、
別
筆
部

分
を
記
し
た
と
み
ら
れ
る
。
別
筆
部
分
は
二
〇
六
号
と
酷
似
す
る
。
類
似
し
た
機
能

を
も
つ
木
筒
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
Ⅶ
層
出
上
の
木
簡
。

二
〇
九
号
木
簡〔生

大
万
呂
力
〕

□
□
　
□
□
□
□
」

全

一
一
一
×
二
三
×
四
　
〇
五
九

上
端
折
れ
。
左
右
両
辺
削
り
。
下
端
は
左
右
両
辺
か
ら
削

っ
て
尖
ら
せ
る
。
三
片

接
続
。
二
文
字
目
は

「郷
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
下
部
は
人
名
と
み
ら
れ

（壬
生
大

万
呂
か
）
、
「郷
名
十
人
名
」
の
付
札
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
「壬
生
」
は

「生

王
」
、
「生
」
と
も
略
記
さ
れ
る
。　
三
二
ハ
号
木
簡
を
参
照
。
Ⅶ
層
出
上
の
木
街
。
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第
五

一
三
図
　
木
簡
実
測
図
⑭

二
〇
三
号
木
簡

一

二
〇
九
号
木
簡一　

　
二

一
〇
号
木
簡

［
Ｍ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
□
円
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｕ
　
目

一

日

Ｈ

日

円

Ｈ

Ｈ

Ｈ

＝

――

―Ｉ

Ｕ

口
Ｈ
Ｈ
日
日
Ｈ
Ｈ
Ｍ
四
ｍ
Ｕ

ｍ

ｌｌｌ

脚

脚

―――

―――

―――

‐――

‐―‐

――‐

倒

帥
１０

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

５

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

０

Ｔ

日

Ｈ

Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ

Ｉ Ｉ

止

ｒ

Ｈ

日

― 十

日

日

止

二

一
三
号
木
簡
　
　
　
　
一

二

一
五
号
木
簡

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ズ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

~ヽ

A

‐
‐
‐
‐
劉
「
一
‐
辟
町
‐
‐
‐
レ

一

嘲　．考
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二
〇
三
号
木
簡

図
版
九
五

二

一
三
号
木
簡

二
〇
九
号
木
簡

二

一
〇
号
木
簡

二

一
五
号
木
簡
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二
一
〇
号
木
簡

〔代
力
〕

海
石
□
　
□

人

一
×
五
×
四
　
〇
一
一

四
周
す
べ
て
二
次
的
整
形
で
、　
三
ハ
〇
号
木
簡
、　
三
ハ
四
号
木
簡
と
同
様
に
、
算

木
と
み
ら
れ
る
木
簡
に
類
似
す
る
。
木
簡
を
算
木
に
二
次
的
に
整
形
し
た
可
能
性
が

高
い
。
「□

〔代
力
こ

と
し
た
文
字
は
芽
の
み
残
る
。
『和
名
抄
』
に
よ
れ
ば
那
賀

郡
に
海
部
郷
が
あ
り
、
平
城
宮
跡
出
土
木
街
に

「那
賀
郡
幡
羅
郷
海
部
里
」
（奈
良

国
立
文
化
財
研
究
所
　
一
九
九
〇

『平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
の
し

が
み

え
て
い
る
。
海
部

・
海
マ
に
つ
い
て
は
、　
一
四
二
号
木
簡
や
一
七
三
号
木
簡
に
み
え

る
ほ
か
、
板
野
郡
に
海
部
の
分
布
が
み
ら
れ

（同
上
⑪
）、
名
方
郡
に
は
海
直
も
み

え
て
い
る

３
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
六
年
八
月
八
日
条
）。
Ⅷ
層
出
上
の
木
簡
。

二

一
一
号
木
簡

「
＜
櫻
間
里
小
□
　
斗
＜
」

一
三
八
×
二

一
×
四
　
〇
三

一

中
央
部
を
欠
損
し
、
二
片
が
接
合
す
る
。
左
辺
下
部
は
割
れ
て
い
る
が
、
上
下
両

端
に
切
り
込
み
を
も
つ
付
札
で
あ
る
。
両
面
と
も
に
縦
長
の
削
り
面
で
構
成
さ
れ
る

が
、
下
部
は
傷
み
に
よ
り
数
字
に
あ
た
る

一
文
字
分
の
墨
痕
が
欠
落
し
て
い
る
。
品

目
の
二
文
字
目
は
上
端
の

「十
」
部
分
の
み
が
残
り
、
「麦
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
「櫻

間
里
」
は
阿
波
国
名
方
郡
内
の
里
名
。
里
制
下
の
木
簡
。
櫻
間
の
地
名
に
つ
い
て
は

一
四
人
号
木
簡
を
参
照
。
平
城
宮
跡
出
土
木
簡
に
、
「阿
波
国
阿
波
郡
小
麦
」
「宝
亀

七
年
」
と
記
す
も
の
が
あ
り

（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
　
一
九
九
〇

『平
城
宮
発

掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
⑫
し
、
ま
た
延
喜
民
部
省
式
に
、
阿
波
国
の
交
易
雑
物
と
し

て

「小
麦
七
十
石
」
が
み
え
て
い
る
。
Ⅸ
層
出
上
の
木
簡
。

二

一
二
号
木
簡

。
「
＜

『木
』
（重
書
）

三
間
三
間
間
」

。
「
＜
　
□
□
□
　
」

一
一
五
×
二
六
×
三
　
〇
三
二

完
形
。
上
部
に
切
り
込
み
を
も
つ
。
切
り
込
み
は
木
簡
の
幅
三
分
の
一
程
度
に
及

ぶ
、
深
く
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
両
面
と
も
に
細
か
な
削
り
面
に
よ
つ
て
構
成
さ
れ

て
い
る
。特
に
裏
面
下
部
は
細
か
な
削
り
に
よ
つ
て
整
形
さ
れ
、薄
く
な
っ
て
い
る
。

付
札
の
文
字
を
二
次
的
に
削

っ
て
習
書
し
た
も
の
か
。
表
面
の
文
字
で

「三
間
」
は

阿
波
国
美
馬
郡
の
こ
と
か
。
釈
読
し
た
文
字
以
外
に
も
全
体
に
こ
れ
ら
と
重
な
る
墨

痕
が
あ
る
。
裏
面
の
二
、
三
文
字
目
は
同
じ
文
字
。
飛
鳥
池
出
土
木
簡
に
、
冨
一間

評
小
豆
日
□
」
と
記
す
も
の
が
あ
る

（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
　
一
九
九
八

『飛

鳥

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
０
し
。
Ｓ
Ｒ
四
〇
〇

一

（Ⅸ
層
に
対
応
）
出

上
の
木
簡
。

二

一
三
号
木
簡

〔留
ヵ
〕

□
□
□
日
　
□

（
一
五

一
）
×
二
〓
一×
四
　
〇
六
五

―- 66 -=



上
部
は
左
辺
三
分
の

一
と
右
辺
を
欠
損
し
、
下
端
は
切
断
さ
れ
て
い
る
。
左
右
両

辺
は
削
り
に
よ
り
原
形
を
留
め
て
い
る
。
両
面
に
僅
か
に
墨
痕
が
あ
る
が
、
釈
読
は

で
き
な
い
。
Ｓ
Ｒ
四
〇
〇

一

（Ⅸ
層
に
対
応
）
出
土
の
木
簡
。

二

一
四
号
木
簡

「鳴
里
漠
人
マ
ロ
ロ
ロ
日
□

（
一
六
四
）
×
二
〇
×
五
　
〇

一
九

上
端
は
左
右
両
側
か
ら
の
削
り
に
よ
り
山
形
を
呈
す
る
。
下
端
は
欠
損
し
て
い

る
。
左
右
両
辺
は
削
り
に
よ
り
原
形
を
留
め
る
。
左
辺
下
部
が
僅
か
に
斜
め
右
下
に

削
ら
れ
て
い
る
た
め
、
「郷
名
十
人
名
」
の
〇
五

一
型
式
の
付
札
の
断
片
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
。
両
面
と
も
に
細
か
な
削
り
面
が
み
ら
れ
る
が
、
文
字
面
よ
り
も
裏
面

の
方
が
、
平
担
に
整
形
さ
れ
て
い
る
。
「鴨
里
」
は
阿
波
国
名
方
郡
内
の
里
名
。
里

制
下
の
木
簡
。
五
四
号
木
簡

（南
）
は
、
「鴨
里
錦
部
鹿
津
奉
上
大
刀
」
と
記
し
、

上
端
部
は
山
形
を
呈
し
下
端
部
を
尖
ら
せ
て
い
て
、
本
木
簡
と
形
状
が
似
て
い
る
。

一
四
人
号
木
簡
に

「櫻
間
漢
人
福
継
」
、　
一
七
四
号
木
簡
に

「漢
人
郷
」
が
み
え
て

い
る
。
Ｓ
Ｒ
四
〇
〇

一

（Ⅸ
層
に
対
応
）
出
上
の
木
簡
。

二

一
五
号
木
簡

「
＜
土
師
里
米

一
石
目
杢
」

一
二
六
×
二
六
×
四
　
〇
三
二

四
周
は
原
形
を
留
め
る
が
、
上
端
の
切
り
込
み
部
分
を
欠
損
し
て
い
る
。
両
面
と

も
に
縦
長
の
大
き
な
削
り
面
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
墨
痕
は
薄
く
、
赤
外
線
写
真
に

よ
っ
て
文
字
が
確
認
で
き
る
。
里
名
の
み
の
米
の
付
札
。
「土
師
里
」
は
阿
波
国
名

方
郡
内
の
里
名
。
「目
杢
」
は
名
前
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
不
詳
。
「杢
」
は

「奈
」

の
可
能
性
も
あ
る
。
里
制
下
の
木
簡
。
平
城
宮
跡
出
土
木
簡
に
、
「阿
波
国
名
方
郡

土
師
郷
土
師
部
廣
友
」
（奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
　
一
九
八
二

『平
城
宮
発
掘
調

査
出
土
木
簡
概
報
⑮
し

が
み
え
て
い
る
。
Ｓ
Ｒ
五
〇
〇

一

（Ⅸ
層
に
対
応
）
出
土

の
木
簡
。

〓
一　
そ
の
他

加
工
状
木
片
で
、
そ
の
形
態
や
表
面
の
削
り
は
木
簡
と
共
通
し
て
い
る
が
、
墨
痕

が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
、
ま
た
は
未
製
品
、
木
簡
の
可
能
性
を
残
す
も
の
を
こ
こ
に

掲
載
し
た
。
第

一
分
冊
で
は
文
房
具
の
木
札
と
し
て
分
類
し
た
も
の
と
同
じ
範
疇
に

入
る
。　
一
～
三
は
檜
扇
に
記
号
を
墨
書
し
た
も
の
で
あ
る
。
類
似
し
た
も
の
に

一
〇

四
号
木
簡
が
あ
り
、
記
号
の
様
な
も
の
が
墨
で
描
か
れ
て
い
る
。
五
、
六
、　
一
〇
、

一
二
は
〇
三
型
式
の
付
札
の
可
能
性
が
あ
る
が
墨
痕
は
み
ら
れ
な
い
。　
一
〇
は
長
さ

三
二

・
六

ｃｍ
の
大
型
で
あ
る
が
、
裏
面
が
整
形
さ
れ
て
お
ら
ず
未
製
品
の
可
能
性
が

高
い
。
四
、
七
、
人
、
九
は
表
面
の
削
り
が
細
か
く
、
木
簡
と
共
通
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。　
一
一
は
題
鉄
軸
の
題
鉄
部
分
で
あ
る
が
、
両
面
の
削
り
は
非
常
に
細
か

く
、
断
面
形
状
は
先
端
ほ
ど
薄
く
な
っ
て
い
る
。
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Ⅲ
　
ま
と

め

一　

観
音
寺
遺
跡
出
土
木
簡
の
年
代
に
つ
い
て

木
簡
の
出
土
し
た
場
所
が
特
定
時
期
に
埋
没
し
た
遺
構
と
は
異
な
り
、
自
然
流
路

の
堆
積
層
は
埋
没
後
に
攪
乱
さ
れ
、
必
ず
し
も
元
位
置
を
保

っ
て
い
な
い
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
他
の
遺
物
の
出
土
層
位
を
検
討
し
た
結
果
、
各
層
に
か
な
り
の

時
間
幅
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
木
簡
の
年

代
を
個
々
の
木
簡
が
出
土
し
た
自
然
流
路
の
堆
積
層
の
年
代
に
し
た
が

つ
て
想
定

し
、
大
き
く
３
つ
の
グ
ル
ー
プ

（群
）
に
分
類
し
た
。

観
音
寺
遺
跡
で
は
、
八
世
紀
前
半
以
前
の
層
位
を

一
部
に
調
査
し
て
い
る
が
、
大

半
は
八
世
紀
中
頃
の
層
位
が
掘
削
限
界
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
層
位
的
な
木
簡
の
分

布
は
条
件
を

一
定
と
し
て
い
な
い
。
そ
の
前
提
で
木
簡
の
層
位
別
出
土
数
（表
三
二
）

を
み
る
と
、
八
世
紀
後
半
を
主
体
と
す
る
Ｖ
層
か
ら
の
木
簡
が
圧
倒
的
に
多
く
、　
一

〇
世
紀
か
ら

一
一
世
紀
初
頭
の
Ⅲ
層
ま
で
に
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
年
代
を
直
接
的

に
示
す
紀
年
銘
木
簡
は
三
点
出
土
し
た
。
一
人
三
号
木
簡
の
天
平
勝
賓
二
（七
五
〇
）

年
、　
三
二
七
号
木
簡
の
天
平
費
字
八

（七
六
四
）
年
、　
一
人
三
号
木
簡
の
延
暦
三

（七

八
四
）
年
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
八
世
紀
後
半
の
年
号
で
あ
り
、
Ｖ
層
か
ら
の
出
土
で

あ
る
。
さ
ら
に
年
代
が
押
さ
え
ら
れ
る
も
の
に
、
「名
東
郡
」
と
書
か
れ
た

一
一
四

号
木
簡
が
挙
げ
ら
れ
る
。
名
東
郡
は
寛
平
八

（八
九
六
）
年
に
名
方
郡
が
名
東
郡
、

名
西
郡
に
分
轄
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
以
降
の
木
簡
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
木
簡
が
出
土

し
た
Ⅳ
層
は
九
世
紀
後
半
か
ら

一
〇
世
紀
前
半
の
年
代
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
地
名
の
表
記
か
ら
み
る
と
、
「里
」
表
記
の
木
街
は
Ⅸ
層
か
ら
出
土
し
た
も
の

に
限
ら
れ
る
。
そ
れ
よ
り
上
層
の
も
の
は
、
「郷
」
表
記
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
な

く
と
も
郷
里
制
以
降
の
木
簡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
「郷
」
の
文
字
が

省
略
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
か
ら
、
木
簡
の
み
で
判
断
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。
以
上
の
点
を
考
慮
し
て
、
年
代
別
に
ま
と
め
る
と
、
大
き
く
分
類
し
て
、

明
確
に

「里
」
表
記
を
も
つ
Ⅸ
層
の
Ａ
群
。
紀
年
銘
木
簡
を
含
む
八
世
紀
後
半
を
中

心
と
し
た
Ｖ
層
の
Ｂ
群
、
九
世
紀
後
半
か
ら

一
一
世
紀
初
頭
の
Ⅳ
層
～
Ⅲ
層
の
Ｃ
群

に
大
別
さ
れ
る
。
出
土
層
位
の
Ⅷ
か
ら
Ⅵ
層
に
含
ま
れ
る
も
の
は
明
確
に
Ａ
群
に
属

す
る
と
は
言
え
ず
、
Ｂ
群
の
古
段
階
に
位
置
付
け
た
。
よ
っ
て
観
音
寺
遺
跡
で
最
古

段
階
の
Ａ
群
は
二

一
一
号
木
簡
か
ら
二

一
五
号
木
簡
の
五
点
と
な
る
。
た
だ
し
、
そ

の
う
ち
の
四
点
は
Ｓ
Ｒ
三
〇
〇

一
の
北
側
に
隣
接
し
た
Ｓ
Ｒ
四
〇
〇

一
・
Ｓ
Ｒ
五
〇

〇

一
か
ら
の
出
上
で
あ
り
、
Ｓ
Ｒ
三
〇
〇

一
で
は
二
〇
〇
〇
年
の
調
査
で
出
上
し
た

二

一
一
号
木
簡
の
み
で
あ
る
。
掘
削
可
能
で
あ
れ
ば
出
土
し
た
可
能
性
の
あ
る
時
期

の
木
街
群
で
、
八
世
紀
前
半
以
前
の
年
代
が
想
定
さ
れ
る
。

Ｂ
群
は
人
世
紀
半
ば
か
ら
九
世
紀
前
半
の
年
代
が
与
え
ら
れ
る
。
紀
年
銘
木
簡
を

三
点
含
む

一
三

一
号
木
街
か
ら
二

一
〇
号
木
簡
で
あ
る
。
最
も
多
く
の
木
簡
が
含
ま

れ
る
が
、
そ
の
種
類
も

「勘
籍
」
を
は
じ
め
と
し
た
文
書
、
付
札
、
習
書
な
ど
多
様

で
、
観
音
寺
遺
跡
の
木
簡
群
の
中
核
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち

一
九
人
号
木
簡
か

ら
二

一
〇
号
木
簡
ま
で
は
、
共
伴
遺
物
か
ら
、
人
世
紀
中
頃
の
時
期
を
想
定
し
て
い

２つ
。Ｂ

群
に
は
、
地
名
が
書
か
れ
た
付
札
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
大
部
分
は
名

方
郡
内
の
地
名
が
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「郷
名
＋
人
名
」
で
、
「郷
」
の
文
字
を

省
く
も
の
が
多
い
傾
向
が
み
え
る
。　
一
方
で
、
他
の
郡
の
も
の
は
僅
か
に
二
点
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
出
土
し
た
付
札
は
国
行
に
納
め
ら
れ
た
も
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の
と
考
え
る
よ
り
は
、
名
方
郡
家
に
納
め
ら
れ
た
際
の
付
札
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
、

国
衡
と
名
方
郡
家
の
併
設
を
想
定
さ
せ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｃ
群
は
九

一
号
木
簡
か
ら

一
三
〇
号
木
簡
で
あ
る
。
共
伴
す
る
土
器
か
ら
九
世
紀

後
半
か
ら

一
一
世
紀
初
頭
の
年
代
が
与
え
ら
れ
る
。
名
東
郡
と
書
か
れ
た
も
の
が
含

ま
れ
る
。字
体
が
く
ず
れ
た
も
の
や
、檜
扇
に
墨
書
し
た
も
の
が
多
い
特
徴
が
あ
る
。

そ
の
他
、
人
七
号
木
簡
か
ら
九
〇
号
木
簡
は
、
中
世
以
降
昭
和
ま
で
の
木
簡
と
な
る
。

特
に
現
代
の
舌
洗
川
の
堆
積
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は
近
世
か
ら
昭
和
の
も
の
を
含
ん

で
い
た
。
こ
れ
ら
は
調
査
の
最
初
の
段
階
で
、
偶
然
採
取
し
た
木
片
に
墨
書
が
み
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
一　
木
簡
の
形
態
に
つ
い
て

出
土
し
た
木
簡
の
型
式
を
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
に
従

っ
て
分
類
し
た
結
果
、
表

二
三
の
よ
う
に
な
っ
た
。
各
層
の
木
街
の
特
徴
を
、
Ⅸ
層
か
ら
記
述
す
る
。

最
下
層
の
Ⅸ
層
段
階
か
ら
は
五
点
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
Ｓ
Ｒ
三

〇
〇

一
か
ら
は
二

一
一
号
木
街
の

一
点
の
み
で
あ
る
。
Ｓ
Ｒ
三
〇
〇

一
か
ら
出
上
し

た
木
簡
で
唯

一
「里
」
表
記
の
付
札
で
、
上
下
に
切
り
込
み
が
施
さ
れ
た
〇
三

一
型

式
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
時
期
の
Ｓ
Ｒ
四
〇
〇

一
、
Ｓ
Ｒ
五
〇
〇

一
の
木
簡
で
は
、
二

一
四
号
木
簡
、
二

一
五
号
木
簡
に

「里
」
表
記
の
も
の
が
み
ら
れ
、
二

一
五
号
木
簡

は
〇
三
二
型
式
で
あ
っ
た
。

Ⅷ
層
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は
二

一
〇
号
木
簡
の
み
で
あ
る
。
木
簡
を
細
く
割
裁
し

て
算
木
状
に
加
工
し
た
も
の
で
、
文
字
の

一
部
が
残
存
し
て
い
る
。
Ⅶ
層
は
五
点
の

木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
調
査
区
の
南
東
部
に
存
在
す
る
層
か
ら
出
土
し
た
も
の
で

あ
る
。
二
〇
六
号
木
簡
は
主
頭
状
の
薄
い
木
簡
に
文
字
が
み
え
る
が
、
大
部
分
は
欠

損
し
て
い
る
。
＞こ
の
層
に
は
完
形
の
も
の
は
な
い
。
Ⅵ
層
の
一
点
も
形
状
不
明
の
破
片

で
あ

っ
た
。

Ｖ
層
は
、
最
も
多
く
の
木
街
が
出
土
し
た
。
〇

一
・

表23 木簡型式別出土数

011 019 031 032 ９Ｏ
υ

（
） 049 051 059 061 065 081 合計

近世以降 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2

Ⅱ層 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2

Ⅲ層 1
９

″ 0 0
９

留 0 0 1 6 0 9
９

留

Ⅳ層 1
つ
じ 0 1 1 0 1 0 1 1 10 19

V層 10 9
９

留 6 4 1
つ
０ 1 1 25

つ
じ

ワ
ｒ

Ⅵ層 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

Ⅶ層 0 2 0 0 0 0 0 1 0 0 2 5

Ⅷ層 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅸ層 0 1 1 2 0 0 0 0 0 0 5

合計 14 17 3 9 7
９

留 5 9 3 49 129

〇
三

・
〇
五
型
式
の
も
の
が

多
い
。
ｏ

一
型
式
の
木
簡

は
、
文
書
木
簡
な
ど
の
用

途
が
考
え
ら
れ
、
七
三
点

中

一
九
点
を
占
め
る
。
「天

平
勝
賓
二
年
」
の
紀
年
銘

を
も
つ
一
人
三
号
木
簡
な

ど
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
以

外

に
も

「天
平
賓
字

八

年
」
の
紀
年
銘
の
あ
る

一

三
七
号
木
簡
は
、
上
部
と

左
辺
が
割
れ
て
い
る
た
め

○
人

一
型
式
と
し
た
が
、

本
来
は

一
人
三
号
木
簡
と

同
様
の
〇

一
一
型
式
の
木

簡
と
考
え
ら
れ
る
。
二
〇

一
号
木
簡
も
上
部
が
若
干

湾
曲
し
、
縦
に
割
裁
さ
れ

て
い
る
た
め
〇
人

一
型
式

と
し
た
が
、
〇

一
型
式
の

可
能
性
も
あ
る
。　
三
二
一
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号
木
簡
は
、
小
片
に
割
れ
て
い
る
た
め
○
人

一
型
式
と
し
た
が
、
両
面
に
文
字
が
あ

り
、
内
容
か
ら
も
文
書
木
簡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
〇
三
型
式
は
切
り
込
み
が
施

さ
れ
た
付
札
で
あ
る
。
末
端
形
状
の
不
明
な
〇
三
九
型
式
を
合
わ
せ
る
と

一
二
点
が

含
ま
れ
る
。　
一
四
九
号
木
簡
の

「御
贄
」
は
、
上
下
両
端
に
台
形
状
の
切
り
込
み
が

あ
り
、
平
城
宮
跡
出
土
の
御
贄
木
簡
と
形
状
が
共
通
し
、
阿
波
国
の
贄
に
特
徴
的
な

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
木
筒
の
両
面
は
丁
寧
に
削
ら
れ
て
お
り
、
極
め
て
細
い
筆
で

書
か
れ
て
い
る
。　
一
九
〇
号
木
簡
、　
一
九

一
号
木
街
の
切
り
込
み
に
も
同
じ
特
徴
が

み
ら
れ
る
。
〇
三

一
型
式
の
一
人
七
号
木
簡
も
両
面
に
細
か
な
ケ
ズ
リ
面
が
あ
り
、

丁
寧
な
整
形
の
印
象
を
受
け
る
が
、
文
字
は
太
く
雑
に
書
か
れ
て
い
る
。
〇
五
型
式

は
長
方
形
の
木
簡
の

一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
で
、
こ
れ
も
付
札
の

一
種
で
あ
ろ
う
。

一
四
点
の
木
簡
が
該
当
す
る
。　
三
ハ
一
号
木
簡
や

一
七
二
号
木
簡
は
、
薄
く
割
っ
た

木
簡
の
末
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
に
、
郷
名
と
人
名
の
み
が
書
か
れ
て
い
る
。　
一
方
、

一
七
五
号
木
簡
の
よ
う
に
、
厚
み
の
あ
る
木
簡
の
両
面
を
整
形
し
た
も
の
に
、
郷
名

と
人
名
の
み
が
書
か
れ
た
も
の
も
あ
る
。
末
端
が
久
損
し
て
い
る
た
め
〇

一
九
型
式

に
分
類
し
た

一
人
八
号
木
簡
や

一
九
三
号
木
簡
、
二
〇
〇
号
木
簡
な
ど
も
、
こ
の
型

式
に
分
類
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
〇
三

・
〇
五
型
式
の
付
札
は
Ｖ
層
の
木

筒
総
数
の
三
五
％
に
あ
た
り
、
国
衛
や
名
方
郡
家
に
納
め
ら
れ
た
貢
進
物
に
付
け
ら

れ
た
付
札
が
、
Ｓ
Ｒ
三
〇
〇

一
に
投
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
他
、　
一

五
〇
号
木
簡
は
封
絨
木
簡
の
未
製
品
に
習
書
し
た
も
の
で
あ
り
、
〇
四
九
型
式
に
分

類
し
た
。
Ⅵ
層
以
下
で
は
木
簡
の
出
土
数
は
激
減
す
る
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｒ
三
〇
〇

一

に
木
簡
が
投
棄
さ
れ
た
時
期
の
中
心
は
Ｖ
層
段
階
以
降
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅳ
層
出
上
の
木
簡
は

一
九
点
で
あ
る
。
半
数
は
形
状
不
明
の
○
人

一
型
式
で
あ
る

が
、
短
冊
形
の
〇

一
型
式
が
や
や
多
い
。
題
鉄
軸
状
の
木
簡
に

「白
米
庇
」
と
墨
書

さ
れ
た

一
一
三
号
木
簡
、
人
形
に
墨
書
の
あ
る

一
二

一
号
木
簡
な
ど
、
形
態
は
様
々

で
あ
る
。
Ｖ
層
段
階
と
比
較
す
る
と
、
付
札
類
の
減
少
が
顕
著
で
あ
る
。
自
然
流
路

の
堆
積
は
継
続
し
て
い
る
た
め
、
木
簡
の
投
棄
地
点
の
変
更
な
ど
の
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。

Ⅲ
層
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は
合
計
二

一
点
で
あ
る
。
形
状
の
不
明
な
〇
八

一
型
式

を
除
け
ば
、
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
〇
六

一
型
式
が
六
点
を
占
め

る
。
こ
れ
は
檜
扇
に
墨
書
し
た
も
の
が
多
い
た
め
で
あ
る
。
墨
書
の
あ
る
檜
扇
は
、

無
い
も
の
と
比
較
す
る
と
、
幅
が
広
い
板
を
素
材
と
す
る
特
徴
が
あ
る
。
〇

一
、
〇

三
、
〇
五
型
式
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
少
数
で
は
あ
る
が
存
在
す
る
。
九
三
号
木
簡
は
曲

物
な
ど
の
転
用
材
を
素
材
に
文
書
木
簡
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。　
一
〇
二
号
木
簡
は

上
部
に
切
り
込
み
が
施
さ
れ
た
付
札
で
あ
る
が
、
Ⅲ
層
も
Ⅳ
層
と
同
じ
よ
う
に
付
札

群 01型式 03型式 04型式 05型式 06型式 08型式 合計

C群 7 4 0 つ
々 8 40

B群 1 28 80

A群 l 3 0 0 ユ 0 5

その他 1 0 0 0 1 2 4

合計 ユ
，

ｒ 49 129

第515図 木簡の型式別組成
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類
が
少
な
い
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
Ⅱ
層
は
角
塔
婆
状
の
も
の
な
ど
、
中
世
の
も
の
で

あ
る
。

最
後
に
、
各
群
別
に
含
ま
れ
る
木
簡
型
式
の
組
成
を
第
五

一
五
図
に
表
し
た
。
最

も
下
層
の
Ａ
群
の
木
簡
は
五
点
で
、
数
が
少
な
い
た
め
比
較
の
対
象
に
は
な
ら
な
い

が
、
切
り
込
み
を
も
つ
〇
三
型
式
の
も
の
が
多
い
。
Ｂ
群
で
は
、
八
〇
点
の
内
の
二

〇
％
が
〇

一
型
式
と
な
り
、
〇
五
型
式
、
〇
三
型
式
と
続
く
。
〇

一
型
式
は
文
書
木

簡
、
〇
三
、
〇
五
型
式
は
付
札
の
可
能
性
が
高
い
も
の
で
あ
り
、
国
衛
で
の
使
用
を

示
す
木
簡
群
で
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
Ｃ
群
で
は
、
四
〇
点
の
内
の
二
〇
％
は

〇
六
型
式
で
、
〇

一
型
式
が
こ
れ
に
続
く
。
Ｂ
群
で
多
く
み
ら
れ
た
付
札
類
は
、
こ

こ
で
は
〇
三
、
〇
五
型
式
合
わ
せ
て
も

一
五
％
に
す
ぎ
な
い
。
〇
六
型
式
は
木
製
品

に
墨
書
の
あ
る
も
の
で
、
そ
の
多
く
は
檜
扇
で
あ
り
、
Ｂ
群
と
は
性
格
の
異
な
る
木

簡
群
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｂ
群
と
Ｃ
群
の
間
に
は
木
簡
の
組
成
に
変
化
が
あ
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
自
然
流
路
の
流
路
の
変
化
に
も
大
い
に
関
係
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
国
府
内
の
建
物
配
置
の
変
化
な
ど
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
。
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表24 木簡
木
簡
番
皇

グリッドなど
(調査区)

ほ位
法量 L

(cm)
去量 V
(cm)

法量 H
(cm)

型式 木 取
備考 1(残存部分
に関する情報)

備考 2

(形状に関する情報 )

表面の状建 X Y Z 出上状況

δ―Ⅳ G-3
(04-1) 柾 目 完形。 上端中央部に穿孔有り。 滑らか 現在 の舌洗川の河道か

ら出土。

ひ―Ⅳ G-6
(05-2) (155) 柾 目

右辺上部と左辺下
部に欠損有り。

分厚い板の中央部右寄りに
穿孔有り。

渭らか 現在の舌洗川の河道か
ら出土。

89
δ―Ⅳ B-11

(05-1) (95) 08 迎材 下端折れ。
上北に2段の切り込みが有
る。小型の角塔婆状木製品。

や や粗 � 118808 42 89852 082 4 777

δ―Ⅲ hI-17
(04-2)

] (204) 03 081 布冗目
上端折れ、右辺害」
れ。 粗し 118860 976 89784 58 4 158

δ―Ⅳ D-3
(04-1)

Ⅲ (146) 0] II目 下瑞折れ。 薄く幅広の檜扇。 粗 い 118815 091「 〕98126613
' 959〔

重 なって出土。

δ―Ⅳ D-3
(04-1)

Ⅲ (183) 0ユ 061 柾 目
下端折れ、2片接

薄 く幅広の檜扇。 粗 し 118815 017う 89812 6942 〕9591 重なって出土。

δ―Ⅳ F-4
(05-1)

Ⅲ 22 5 67 07 柾 目
上 端 2次 的 整 形

か 。

下瑞部を弧状に整形。曲物
の底板などを転用か。

滑 らか

118827 643 89819 724 3 869
文字面が下向き。

118827 767 89819 893 3817

銘
δ―Ⅳ F-5

(05-1)
] (55) 18 03 柾 目 下端折 れ。 上部に切り込み有り。 滑 らか 118827 789 89819 623 3 857

δ―Ⅳ A-10
(05-1)

□ (174) 1) 05 板 目
上下両端折れ、右
辺割り。

木簡を中央で割裁 したも
¢)。

滑らか
118804 75 89846 01 3 958

118804 644 89845 944 3 971

δ―Ⅳ C-7
(05-2)

Ⅲ (52) 25 01 柾 目 上下両端折れ。 俗扇の断片。 やや粗し
118813 943 89832 545 3 86 流れに直交。文字の書

き出しは北側から。文
字面が上向き。118813 903 89832 571 3 837

γ―Ⅳ T-9
(05-2)

Ⅲ (194) (13) 11 柾 目
上下両端折れ、た
辺割りか。

厚手の板を半裁。側面を九
く整形。 滑らか

118799 066 89842 833 4 028 流れに平行。文字の書
き出しは引ヒ西側から。
文字面が下向き。118799 253 89842 702

δ―Ⅳ B-8
(05-2)

Ⅲ (10) 081 阪目 上下両端折れ。 薄い横材の断片。 1骨 らか
118808 025 89839 821 3 762 流れに平行。文字の書

き出しは東側から。文
字面が上向き。118808 013 89839 64 3 803

δ―Ⅳ C-9
(05-2)

Ⅲ (235) 22 081 柾 目 上下端折れ。 やや粗ヽ
118810 203 89841 762 3 845 流れに直交。文字の書

き出しは耳ヒ側から。文
字面が上向き。118810 362 89841 68 3 856

ひ―Ⅳ C-7
(05-2)

Ⅱ (116) 18 板 目 上端折れ。
下端 は左右両側か らの肖Uり
で山形 を呈する。

滑らか 118813 352 89832 047 3 803

δ―Ⅳ B-9
(05-2)

Ⅲ (82) 13 03 板 目 下端折れ i骨 らか
118806 754 89841 721 3.857 流れに直交。文字の書

き出しは1ヒ東預Jか ら。
文字面は上向き。118806 672 89841 698 3838

δ―Ⅳ B-8
(05-2)

Ⅱ 29 039 板 目 下端折れ。 上部に切り込み有り。 ややi骨 らカ
118809 281 89836 13 3 789 流れに平行。文字の書

き出しは西側から。文
字面が下向き。118809 244 89836 05 3 757

1∈
δ―Ⅳ D-7

(05-2)
Ⅲ (305) (45) 081 板 目

上下両端折れ、左
右両辺割れ。

やや粗し

118816 506 898335M 4 048 流れに平行。斜めに突
き刺さった状態。文字
の書 き出 しは東側か
ら。文字面が上向き。

118816 522 89833 523 3823

118816 507 89833 476 3 772

104
δ―Ⅳ E-6

(05-2) (138) 20 板 目 上端折れ。
檜扇の上端が折れたもの。
下部に要用の穿孔有り。

滑らか
118820 067 89826 628 4018

文字面が下向き。
118819 962 89826 643 3 929

δ―Ⅳ B-9
(05-2)

1) 04 柾 目 上下両端折れ。 粗 い
118805 589 89844 461 3 873

流れに平行。文字面が
下向き。118805512 89844 569

δ―Ⅳ F-6
(05-2)

Ⅲ (98) 03 柾 目 上下両端折れ。 やや粗し

107
δ―Ⅳ C-8

(05-2)
Ⅲ (51) 13 紅 目 上下両端折れ。 やや粗し

δ―Ⅳ C-8
(05-2)

Ⅲ
(74)
(81)

17 02 布反目 上下両端折 れ。 檜扇の断片か。 滑 ら力

δ―Ⅳ C-8
(05-2)

皿 (179) 12 03 板 目 上端折れ c
檜扇の上端が折れたもの。
下部に要用の穿孔有り。

滑らか

1lC
8-Ⅲ  G-20

(00-1)
Ⅲ (116) 24 柾 目 下端折れ。 上端は山形に整形。 やや粗ヽ 118831 936 89796 711 4 052

γ―Ⅳ T-15
(98-1)

ll (27 8) 03 柾 目
下端折れ、左辺上
部欠損。

やや粗い

γ―Ⅳ T-15
(98-1)

Ⅳ (24) 03 柾 目 左右両辺割れ。
裏面上部に3条の罫引線有
り。

i骨 らか

11モ
δ―II H-18

(04-2)
Ⅳ (43) 07 柾 目

矩形部分の左辺の
み割れ。

矩形の材の一端 に、軸部 を

作 り出す用 途 不 明 の 木 製

品。

滑 らか

118838 1094 89788 8037 4 1453

118838 2552 89788 8699 4 0569

ひ―Ⅲ H-19
(04-2)

Ⅳ 37 2 (47) 07 板 目
下端は二次的切断
か。左辺割れか。

厚手の板の上部 に墨書。 やや粗 し
118836 6554 89790 9416 3 8732

118836 7384 89790 9209 3 8501

一 聖 ―



木
簡
番
号

グリッドなど
(調査区)

層位 漣
ぐｃｍ

Ⅵ

，ヽ濯
くｃｍ

法量 ト

(cm)
型 式 木取

備考 1(残存部分
に関する情報)

備考 2

(形状に関する情報 )

表面の状態 X Y 出土状況

δ―Ⅳ E-2
(磁 -1) Ⅳ オ尻目 完形。

厚手の板の上部中央に2ケ

所の穿孔有り。下端は稜を
もつ円形に整形。

やや滑 らか 118820 899 89813 505 3 859

δ―Ⅳ F-2
(04-1)

Ⅳ (148) 04 板 目 下端折れ。 滑らか 118825 501 89805 049 4 072

117
δ―Ⅳ D-3

(飩 -1) Ⅳ (81) 04 039 板 目 下端折れ。
上部に深い切り込み有り。
表面はPk減 している。

両面黒塗 り 118819 717 89810 95 3 836

δ―Ⅳ D-5
(磁 -1) Ⅳ (44) 01 081 オ屁目

上下両端折れ、右
辺害Iれ。

粗 し

δ―hl C-3 4
(04-1)

Ⅳ (49) 13 板 目 下端折れ。
上部中央に小 さな穿孔有
り。

i骨 らか

δ―Ⅳ E-1
(髄 -1) Ⅳ (224) 4] 03 081 板 目 上下両端折れ。 滑らか

118820 531 89803 055 3 859

118820 681 89803 141 3.93

δ―Ⅳ C-7
(05-2)

Ⅳ (128) (23) 02 柾 目
下端折 れ、右辺言」

才ι。

左辺下部 に切 り込み有 り。

人形 に墨書 した ものか。
滑らか

118811 808 89832 006 3 569 流れに平行。文字の書
き出しは東側から。文
字面が下向き。118811 81 89832.129 3 558

δ―Ⅳ E-8
(05-2)

Ⅳ (108) (16) 03 板 目
上下両端折れ、右

辺割れ。
中央部で半裁。 ,骨 らか

118820 8 89836.574 3836 流れに平行。文字の書
き出しは封ヒ西側から。
文字面が下向き。118駐 08i4 89836 503 3 797

δ―Ⅳ D-7
(05-2)

Ⅳ (315) 02 ホ反目 下端折れ。
薄 い板 が細 か く割 れ た も

の 。
滑らか

118816 555 89834 388 3.445
流れに平行。文字面が
下向き。11881659 89834 343 3.446

δ―Ⅳ E-7
(05-2)

Ⅳ 37 (337) 05 お反目 一端折れ。

横材木簡の一端を二次的に
整形し尖らせるが、先端は
折れたもの。

滑らカ
118822 759 89834 207 3,797 流れに平行。上端が西

側。表面が下向き。118822 942 89834 496 3 791

δ―Ⅳ F-6
(05-2)

Ⅳ (98) 板 目
上端折れ、下端切

断。
i骨 らカ

118827 909 89827 342 3 758 流れに平行。文字の書
き出しは西側から。表
面が下向き。118827 909 89827 259 3 732

δ―Ⅳ A-7
(05-2)

Ⅳ (53) 02 柾 目 上下両端折れ。 やや左寄 りに穿孔有 り 滑らカ

/― Ⅳ T-12
(98-1)

Ⅳ (84) 04 柾 目 下端折れ。 上端は山形に整形。 i骨 らカ

/― Ⅳ T-14
(98-1)

Ⅳ (71) (20) 03 柾 目
上端折れ、左辺は

害Jれ。
や や粗 �

/― Ⅳ T-14
(98-1)

Ⅳ (71) (1 1) 03 081 柾 目
下端切断、左辺割
オτ。

一端 を宝珠形 に尖 らせて、

切 り込み を入れた ものの断

片。

滑らか

γ―Ⅳ T-14
(98-1)

IV (132) 20 03 081 オ反目 上下両端折れ。 滑らか

び―Ⅲ D-20
(04-1)

V (206) (49) 04 板 目

下端折れ、右辺害」
れ。4片が接合す
る。

接合 した上片。 滑らか
118819 018 89798 416 3 679

2片が折り重なった状
態で出土。上片の表面
が上向きになり、その
上に下片の裏面が上向
きで重なって出土。

118819 019 89798 312 3 704

接合した下片。左辺下部は
二次的にやや細く削り出さ
れている。

滑らか
118819 079 89798 389 3 704

118819 028 89798 315 3711

δ―Ⅳ D-4
(04-1)

V 7) 20 03 柾 目
下端 と左辺 は二次

上端に穿孔有り。左辺を二

次的に整形したため、やや
左寄りに位置する。

やや粗し
118813 097 89819 632 3 498

的整形。 118813 049 89819 719 3 537

133
δ―Ⅳ E-4

(04-1)
V 195 (36) 柾 目

上端一部欠損、
端二次的折断e

辺割り。

下

左 大型の文書木街の断片か。 滑らか
118820 531 89816 896 3 583 流れに平行。文字の書

き出しは南東側から。
習書面が上向きで出土。118820 398 89817 037 3 555

δ―Ⅳ F-4
(04-1)

V (107) 17 柾 目
下端折れ、左辺下
部は欠損。

'骨

らか

δ―Ⅳ D一 〕
(04-1)

V (■ 8) 23 板 目

下端折れ。中央で

2辺に分かれて出

土。

接合 した上片。 1骨 らか 118817 818 89802 996 3 488 流れに直交。文字の書
き出しはヨヒ東側から。
文字面が上向きで出
土。接合 した下片。 やや粗し 118817 8286 89802 9382 3 5638

δ―Ⅳ F-3
(04-1)

V 4) 18 059 柾 目 上端折 れ。
下端を左右両側からの削り
で尖らせる。

滑らか 118827 276 89813 997 3 658

δ―Ⅳ E-5
(04-1)

V (200) (38) 柾 目
上端折れ、左辺害J

れ。
長大な文書木街の末尾の断
片か。

やや滑 らカ 118821 127 89820 978 3553
流れにほぼ平行。文字
の書 き出しは西側か
ら。文字面が下向き。

δ―Ⅲ D-20
(04-1)

V (77) 板 目 上端折れ。
下端 を左右両側か らの削 り

で尖 らせ る。
粗 t 118818 842 89797 317 3 537 文字面が上向 き。

δ―Ⅲ H-19
(04-2)

V (123) 19 05 065 柾 目
上端折れ、下端切
Lll。

左右両辺は二次的整形。 やや粗い 118837 9451 ;9791 5021 ; 8578

δ一Ⅳ D-2
(04-1)

V (64) 17 01 081 オ反目 下端折れ。 上端は山形。 やや粗い 118817 454 89807 147 3414
流れにほぼ平行。文字
の書 き出 しは西側か
ら。文字面が下向き。
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木
簡
番
号

グリッドなど
(調査区)

層位 濯
＜ｃｍ

去量 V
(cm)

法量 H
(cm)

型式 木 取
備考 1(残存部分
に関する情報)

備考 2

(形状に関する情報)

表面の状盛 Y Z 出土状況

ひ―Ⅳ F-4
(磁 -1) V 2ユ 布尻目 完形。 上部に切り込み有り。 滑らか

118828 654 89815 258 3 485 流れに平行。文字の書
き出しは東側から。文
字面が上向き。118828 699 89815 152 3 483

δ―Ⅳ D-5
(餌 -1) V (106) 08] 柾 日 上下両端折れ。 粗 し 118814 212 89821 305 3 183

流れに平行。文字面が
上向き。

δ―Ⅳ E-4
(04-1)

V 20 柾 目 完形。 滑らか
l18820 484 89815 055 3 272

118820 598 89815 029 3 271

δ―Ⅳ E-2
(04-1)

V (97) 17 032 板 目 下端折れ。 上部 に切 り込み有 り。 やや滑 らカ 118825 889 89798 049 3 854
流れにほぼ平行。文宇
の書き出しは南東側か
ら。表面が上向き。

び―Ⅲ C-20
(04-1)

V 29 05 柾 目 ほぼ完形。 上部 に切 り込み有 り。 やや粗い 118814 454 89798 028

δ―Ⅳ C-5
(04-1)

V (104) 28 板 目 上部折 れ。
下端は左右両側からの削り
で尖らせる。

滑 らか 118812 88 89819 637 3191

δ― Ш
ST-15 16
(03-8-2)

V (80) 09 板 目 下端折れ。
細い棒状で上部に小さな切
り込み有り。

滑らか

δ―Ⅳ D-12
(05-1)

V (102) (16) 081 柾 目 上端折 れ。
下端 は尖 つていた もの を平

坦 に削 る。
粗 � 118815 66 89853 026 371

流れに直交。文字の書

き出 しは北東側か ら。

文字面が上向 き。

δ―Ⅳ C-12
(05-1)

V (122) 15 031 柾 目
中央で折れている

が、ほぼ完形。

両端に台形状の切り込み有
り。阿波国の贄に持徴的な
ものか。

滑らか 118814 214 89853 592 3 555 流れに平行。

δ―Ⅳ C-10
(05-1)

V (174) 柾 目 上下両端折 れ。
下端は二次的整形で細く
封絨状を呈する。

上部表面左
半に削り痕

118812 695 89849 004 3 537 流れに平行。文字の書
き出しは南東側から。
文字面が上向き。118812 645 89849 176 3 524

δ―Ⅳ C-10
(05-1)

V (22) 07 柾 目
左辺割れ。右辺の
下 1/3が割れ。

厚みがある板 に習書。 滑らか
118813 843 89850 14 3.438 流れにほぼ平行。文字

の書 き出 しは西側か
ら。表面が上向き。118813 691 89849 846 3 431

1税
δ―Ⅳ C-10

(05-1)
V (97) (22) 04 柾 目

上端折れ、左右両
辺割れ。

左辺下部に切り込み有り。
木簡を用途不明の木製品に
再加工したもの。

粗 い 118813571 89848 462 3 456
流れに平行。文字の書

き出 しは引ヒ西側か ら。

文字面が上向 き。

δ―Ⅳ C-10
(05-1)

V (115) 25 07 板 目 下端折れ。
比較的厚手で、断面形が凸
レンズ状を呈する。

,骨 らか

118811 395 89848 184 3 43
流れにほぼ直交。右側
面を上にした斜めの状
態で出土。文字の書き
出しは南西側から。文
字面が上向き。

118811 471 89848 277 3 408

154
δ―Ⅳ C-10

(05-1)
V 1.5 04 板 目 完形。

上端は両角を削つて弧状に
整形。下端は左右両狽Jか ら
の削りで尖らせる。

裏全面黒塗
り

118811 598 89849 019 34鶴 流れ にほぼ平行。文字
の書 き出 しは 西 側 か

ら。文字面が上向 き。118811 64 89849 177 3 441

δ―Ⅳ A-10
(05-1)

V (93) 07 オ反目 軸部折れ。 題欽軸の題鎖部分。 滑らか 118803 108 89849 293 3532

取
①

δ―Ⅳ F-9
(05-1)

V (86) 板 目
上端は切断。中間
に欠損部分が多

,骨 らか
118827 23 89840 847 3 673 流れに直交。文字面が

上向き。118827 235 89840 932 3 685

販
②

δ―Ⅳ F-9
(05-1)

V (80) 05 板 目 i骨 らか
118827 299 89841 155 3 774 流れに平行。文字の書

き出しは南東側から。
文字面が下向き。118827 342 89841 239 3 785

δ―Ⅳ E-10
(05-1)

V (98) (05) 081 板 目
上下両端折れ、左
右両辺割れ。

断面形状 は、文字面 よ りも

側面の方が広い長方形 を呈

する。

滑らか
118824 925 89845 964 3 854 流れに直交。文字の書

き出しはJヒ東側から。
表側が下向き。118824.869 89845 956 3 928

δ―Ⅳ G-10
(05-1)

V 03 オ尻目 上端折断。
上端は左の角を削り、下端
は左右両側からの削りで尖
らせる。

粗し
118830,144 89844 706 3 804 流れに直交。文字の書

き出しは南側から。文
字面が上向き。118830 244 89844 705 3 836

δ―Ⅳ D-9
(05-1)

V (75) (1 4) 04 081 本尻目
下端折れ、右辺割
オを。

表面が黒し
118818 899 89843 3 742 流れに直交。文字の書

き出しは南側から。文
字面が上向き。118818 973 89843 368 3 75

δ―Ⅳ E-9
(05-1)

V 07 06 板 目 完形。
断面形状が正方形を呈す
る。算木か。

,骨 らか 流れに直交。

δ―Ⅳ F-11
(05-1)

V 14 1 03 柾 目 完形。
上端は弧状に整形。下端は
左右両側からの削りにより
尖らせる。

粗▼
118829 962 89853 243 3 623 流れに直交。文宇の書

き出しは北東側から。
文字面が下向き。118830 066 89853 279 3 687

ひ―Ⅳ D-11
(05-1)

V (119) (1 1) 01 柾 目 下端折れ。 i]ら か
118819 934 89852 874 3 838 流れに直交。文字の書

き出しは南西側から。
文字面が下向き。118819 874 89852 765 3851

δ―Ⅳ G-8
(05-1)

V (54) 板 目
上端切断、下端折

れ 。
1骨 らか

118833 883 89838 283 3 838 流れに平行。文字の書
き出しは北西側から。
文字面が下向き。l18833 852 89838 327 3 804

δ―Ⅳ B-10
(05-1)

V 05 板 目 上下両端切断。
断面形状が正方形を呈す
る。

i骨 らカ

δ一Ⅳ B― H
(05-1)

V (73) 03 柾 目 上下両端折れ。
左右両辺 は削 りで面取 りを

施す。
やや粗し
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木
簡
番
ニ

グリッドなど
(調査区)

層位
法量 L

(cm)

去量 V
(cm)

法量 H
(cm)

型式 木取
備考 1(残存部分
に関する情報)

備考 2

(形状に関する情報)

表面の状態 Y Z 出土状況

ひ―Ihy F-9
(05-1)

V (146) 07 板 目 上下両端折れ。

断面形状は、文字面 よ りも

狽!面 の方が広い方形状 を呈

する。

滑らか

δ―Ⅳ F-9
(05-1)

V 07 板 目
上端切断、下端折
れ。

左右両辺が割裁 され、断面

形状が正方形 を呈す る。
滑 らか

δ一Ⅳ F-9
(05-1)

V (11.3) (1 1) 板 目
下端折れ、右辺割
れ。

滑らか

δ―Ⅳ A-9
(05-2)

V (147) (16) IFx目
上端切断、左右両
辺は割裁。

やや粗し 118804253 89841 213 3451 流れにほぼ直交。

δ―Ⅳ B-9
(05-2)

V (231) 15 柾 目
上下両端折れ、左
辺下半分割れ。

やや粗ψ

118806 49 89842 113 3 533

流れに平行。文字面が
下向き。

118806 609 89841 977 3 528

118806 546 89842 233 3 534

δ―Ⅳ D-8
(05-2)

V (60) 18 布反目 上下両端折れ。 滑らか
118817 652 89839 567 3 363 流れに直交。文字の書

き出しは南側から。文
字面が上向き。118817 594 89839 554 3 371

172
δ―Ⅳ E-7

(05-2)
V (123) 板 目 下端折れ。

上端は切り折り後に削り、
右辺下部に削り有り。

滑らか
118824 062 89834 062 3 636 流れに平行。文字の書

き出しは南東側から。
文字面が上向き。H8824091 89834 17 3 647

173
δ―Ⅳ C-8

(05-2)
V 17 0 17 灰 目 ほ ぼ完 形 。

上下両端とも、右辺から削
り出して尖らせる。

やや粗ψ
118814 845 89836 526 流れに平行。文字の書

き出しは西側から。文
字面が下向き。118814 798 89836 395 3 465

174
δ―Ⅳ B-6

(05-2)
V 26 5 37 阪目 完形。

下端は左右から削つて尖ら
せる。右辺から大きく削ら
れる。

やや粗し
118807 837 89830 869 3413 流れに平行。文字の書

き出しは北西側から。
文字面が下向き。118807 853 89830 687 3 397

δ―Ⅳ G-6
(05-2)

V 17 2 17 阪目 完形。

上端に切り込みの残存が有
り、二次的に整形か。下端
は尖らせる。

滑らか
118831 858 89826 059 流れにほぼ直交。文字

の書き出しは南西側か
ら。文字面が上向き。118831 718 89825 958 3 658

176
δ―IV C-7

(05-2)
V 35 32 02 lI目 完形。

木簡を二次的に整形し、正
方形にしたもの。

やや粗▼

118812 527 89829 916 3 233
流れに平行。西側を上
にして、斜めに突き刺
さった状態で出土。文
字の書き出しは東側か
ら。文字面が東向き。

118812 557 89829 933 3 292

δ―Ⅳ F-6
(05-2)

V 173 板 目 ほぼ完形。

ほとんど削りのない断面三

角形の板材。下瑞は尖らせ
る。

粗 い

118826 376 89824 925 3.422
流れに平行。北西側を
上にして斜めに突き刺
さった状態で出土。文
字の書き出しは北西狽1

から。文字面が下向き。
118826 293 89825 044 3 357

δ―Ⅳ D-7
(05-2)

V (280) 02 板 目 下端折れ。
表面の整形が粗いため墨カ

滲む。
やや粗い

118817 459 89833 087 3 373 流れに平行。文字の書
き出しは東側から。表
面が下向き。118817 531 89833 386 3 455

17〔
δ―Ⅳ F-5

(05-2)
V (156) 24 柾 目 上下両端折れ。

上端に切 り込みの痕跡有
り。

粗 し
118826 675 89821 885 3 461 流れに平行。文字の書

き出しは北西側から。
文字面が上向き。118826 636 89822 037 3 457

18C
δ―Ⅳ D-7

(05-2)
V (67) (16) 01 08〕 布反目

上下両端折れ、左
辺害Uれ。

やや粗し

δ―Ⅳ D-7
(05-1)

V (90) 19 板 目 下端折 れ。 上部に切り込み有り。 滑らか

182
び―Ⅲ Q-20
(00-1-2) V 220 03 板 目 完形。

上下両端とも左右両側から
の削りによつて山形を呈す
る。二次的整形の可能性あり。

滑らか

1隅
δ―Ⅳ H-1

(00-1)
V 26 2 05 011 板 目 上端の大半久損。 長方形の文書木街。 やや滑 らか

118835 390 89804 630 3 266
流れに直交。

118835 520 89804 850

184
δ一Ⅳ H-3

(00-1)
V 15 柾 目 上端切断。

下端は左右両側からの削り
により細く尖らせる。

,骨 らカ
118835 395 89814 165 3 378 流れに平行。文字の書

き出しは南東側から。118835 290 89814 285 3 453

び―Ⅳ G-1
(00-1)

V 15 板 目 下端切断。
上端 は左右両側か らの削 り

によって山形 を呈す る。
滑ら力

118830 895 89801 645 3 597 流れに平行。文字の書

き出 しは西側か ら。文

字面が上向 き。118830 895 89801 710 3 532

δ―Ⅳ G-3
(00-1)

V 02 板 目 上端切断か。
下端 は左右両側か らの削 り

で尖 らせ る。
,骨 らか

118834 920 89811 255 3143 流れに直交。文字の書
き出しは封ヒ東側から。
文字面が上向き。118834 970 89811 325 3 267

δ―Ⅳ G-3
(00-1)

V (178) 03 板 目 下端折 れ。

上端 は山形 を呈 し、切 り込

み有 り。左辺下部 に切 り込

みの痕跡が残 る。

滑らか

δ―Ⅳ G-3
(00-1)

V (138) 板 目 下端折れ。
上 端 は稜 を もつ 円形 に整

形。
やや粗ψ

118834 712 89813 845 3 347 流れに直交。文字の書

き出 しは北東側か ら。

文字面が下向 き。118834 770 89813 890 3 445

δ―Ⅲ G-19
(00-1)

V (151) (09) ,征 目
上端折れ、左右両
辺は割裁。

滑らか
118830 155 89794 922 3 388

流れ にほぼ直交。
118830 022 89794 975 3 422
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木
簡
番
号

グリッドなど
(調査区)

冒他 遅
くｃｍ

法量 Ⅵ

(cm)
堰
ぐｃｍ

型 式 木取
備考 1(残存部分
に関する情報)

備考 2

(形状に関する情報)

喪面の状藩 X Y Z 出土状況

δ―Ⅳ G-3
(00-1)

V 125 032 柾 目 完形。

上端は切断後に表裏両面か
ら削り、断面山形状を呈す
る。下端は切り折り。上部
に切り込み有 り。

滑らか

118831.170 89810 605 3,360
流れに直交。文字の書
き出しは南西側から。

118831 282 81810 642 3.355

δ―Ⅲ G-19
(00-1)

V 04 032 柾 目 ほぼ完形。
上部に切 り込み有り。台形
状を呈し、阿波国の贄の特
徴を示す。

滑らか
118830 760 89794.110 3.309

流れに直交。文字の書
き出しは南西側から。l18830840 89794 145 3.348

(00-1) V /.5 07 板 目 上下両端切断。 やや粗 ψ

δ―Ⅲ G-20
(00-1)

V (57) 17 板 目
上端切断、下端折
れ。

滑らか 118833.359 89799.653 3 112

194
δ一Ⅳ G-1

(00-1)
V 032 柾 目 完形。

上端は切 り折 りによる切
断。上部に切り込み有 り。

滑らカ 118830 87ユ 898弘 271 3 242

δ―Ⅲ G-19
(00-1)

V 081 板 目
下端切断、左右両
辺割裁。

滑らか 118830,943 89794,943 3 020

δ―Ⅳ G-3
(00-1)

V (11,9) 081 板 目
上端折れ、右辺割
れ。

下端は二次的整形か。 滑らか 118832 809 89811.036 3 685

(00-1) V (3.5) 板 目
上下両端折れ、左
辺割れ。

滑 らか

198
ひ―Ⅳ G-10

(05-1)
V 02 板 目 上下両端折れ。 やや粗ヽ

118832 981 89846 686 3 266

199
δ―Ⅳ C-10

(05-1)
V (108) 1,9 板 目 上下両端折れ。 滑らか

118813 577 89848 473 充れに平行。文字の書
き出しは北西側から。
文字面が上向き。118813 53 89848 501

δ―Ⅳ F-5
(05-2)

V (153) 柾 目 下端折れ。
上端は稜のある円形。左辺
下部は斜めに削る。

粗 立

118829,11 89822 009 3 037
流れに直交。北から南
へ斜めに突き刺さった
状態。文字の書き出し
は北側から。文字面が
上向き。

118829.264 89821 96 3.043

―Ⅳ C-1(
(05-1)

V 57.9 05 板 目 右辺 は割 り。

上下両端 とも、右辺に向
かつて曲線状に広がる。断
面は左辺が薄く、右辺は厚

滑 らか

118814 087 89847.882 3 55 流れにほぼ平行。南東
側を上にして斜めに出
土。北西側が湾曲。文
字の書き出しは北西側
から。表面が上向き。

118814.333 89847 716 3 543

118814.567 89847 569 3 459

ひ―Ⅳ F-7
(05-2)

V (21.6) 5.1 0.5 柾 目 上端折れ。 下部中央に穿孔有り
両面に削り
痕削り痕

118830.037 89831.053 3.053 流れに平行。文字の書
き出しは西側から。表
面が上向き。118829.997 89831 271 3.058

δ―Ⅳ E-7
(05-2)

V (22.6) 板 目 下端折れ。
上 部 に切 り込 み と穿 孔 有

り。左辺下部 に斜めに削 る

痕跡有 り。

滑らか

118821.382 89830 364
流れに平行。「く」の
字に折れた状態で出
土。文字の書き出しは
南東側から。文字面が
下向き。

118821 366 89830 597 3.093

2翻
δ―Ⅳ F-4

(弘 -1) Ⅵ (77) 板 目 上下両端折れ。 滑らか

δ―Ⅳ G-4
(00-1)

Ⅷ (12.4) 14 板 目 下端折れ。 自然乾燥。 やや滑 らか =3.108～ 2.962m。

γ―Ⅳ F-16
(98-1)

Ⅷ 柾 目 下端折れ。
上端は左右両側からの削り
によって山形を呈する。

やや粗い

γ―Ⅳ T-13
(98-1)

Ⅷ (12.4) 阪目
上下両端折れ、右
辺害」れ。

裏面は剥離し、左辺から右
辺にかけて薄く、削屑状を
呈する。

滑らか

〕硬
γ―Ⅳ F-16

(98-1)
ll 16 正目 ほぼ完形。

上下両端とも左辺から肖Uっ
て尖らせる。

やや粗 し

γ―Ⅳ T-16
(98-1)

Wl (11 板 目 上端折れ。
下端は左右両辺から削つて
尖らせる。

粗 い

δ―Ⅳ F-10
(05-1)

Ⅷ 阪目 完形。
断面形状が正方形を呈す
る。算木か。

滑 らか

δ―Ⅳ N-1
(00-1-2) IX 2.1 阪目 左辺下部欠損。 上下両端 に切 り込み有 り。 やや粗▼

118867 050 89802 885 1 567 流れに直交。文字の書
き出しは南西側から。
文字面が下向き。118867.130 89802 950 1 541

c― ] O-10
(01-2)

Ⅸ llk目 完形。
上部に切り込み有り、木簡
の幅 1/3程度の深さ。

滑らか 118973 803 89746.379 2.382 SR4001

c― Ⅲ O-10
(01-2)

Ⅸ (151) 065 旺目 下端切断。 やや滑らカ 118973 677 89747294 SR4001

c― Ⅲ N-12
(01-2)

Ⅸ (164) 阪目 下端折れ。

上端は左右両側からの削り
によって山形を呈する。左
辺下部は僅かに斜めに削
る。

やや粗し 118968 752 89757 659 2.863 SR4001

―I P-10
(01-1)

Ⅸ 032 灰目 上端折れ。
上端に切 り込みの痕跡有
り。

やや滑 らか 118977 104 89746 744 2.313 SR5001

―- 78 -r



表25 その他
遺
物
番
号

グリッドなど 目位 濯
でｃｍ

法量 Ⅵ

(cm)
法量 ト
(cm)

木取
備考 1(残存部分
に関する情報)

備考 2

(形状に関する情報)

表面の状態 X座標 Y座標 Z座標

ユ
δ一Ⅳ D-8

(05-2)
Ⅲ (110) 板 目 上端折れ。 檜扇の要用穿孔有り。 滑らか

118817.952 89835 425 3.95

118817.996 89835.531 4 000

2
か一Ⅳ D-8

(05-2)
Ⅲ 0.2 板 目 上下両端折れ。 檜扇の断片。 滑らか 118818.61 89835.272 4039

3
δ―Ⅳ D-8

(05-2)
Ⅲ (129) 板 目 上端折れ。 檜扇の要用穿孔有り。 滑らか

l18818 471 89834.915 4.031

l18818 596 89834.959 4.035

4
δ―Ⅳ F-5

(05-2)
Ⅳ (29 4) 板 目 ほぼ完形。 滑らか

118827952 89823.829 3.843

l18827838 89824.097

5
γ一Ⅳ T-14

(98-1)
Ⅳ (10.8) 1,7 板 目 下端折 れ。 上部に切り込み有り。 粗 い

6
δ―Ⅳ E-3

(04-1)
V 174 16 板 目 ほぽ完形。 上下両端切 り込み有 り。 滑らか

l18820 549 89813,921 3531

118820413 89813.876 3.442

7
δ―Ⅳ D-10

(05-1)
V (20 9) 板 目 下端折 れ。

上端は左右両側からの削り
により山形に整形。

に

痕

面

り

両

削

118819 311 89845.396 3.806

l18819 466 89845.249 3.821

8
δ―Ⅳ F-10

(05-1)
V (103) 板 目 完形。 滑らか

l18828 133 89843.305 3.459

l18828 236 89848,324 3.415

9
δ―Ⅳ F-10

(05-1)
V 0.3 柾 目 右辺下部欠損。 片面 は粗い

l18829073 89844,462 3.463

l18829094 89844.5磁

δ―Ⅳ C-11
(05-1)

Ⅵ 板 目 ほぽ完形。 上下両端切 り込み有 り。 やや粗 い
118810 826 89851.068 3.283

118811 112 89850.903 3.288

δ―Ⅳ C-10
(05-1)

Ⅵ 板 目 軸部折 れ。 題箋軸の題袋部分。 やや滑らカ

e一 Ⅲ O-10
(01-2)

Ⅶ 15.5 07 柾 目 ほぼ完形。 上下両端切り込み有り。 やや粗い 118972.991 89746.585 2 718
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